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　三日前に降った雨のお陰で秋川の水量は増えているが、水の濁りは収まっている。川面には太陽の陽がキラキラ踊り、時折魚が跳ね、小さな虹をかける。

「こんな日が、一番食いつきがいいんですよォ」

　江森五月はミラージュのトランクを開けると、リールとカーボン製のロッドを取り出した。素早く組み立てると、肩にかつぎ、キャスティングする場所を探しに石ころを踏んで河原を歩き回る。

「ここがいいや！　浩司さん、早く！」

　まぶしそうに大きな茶色の眼を細め、真ん中分けの髪を掻き上げて、手でひさしを作る。振り向いて、ミラージュからノロノロ降りて来る柴田(しばた)浩司に声をかけた。

「……ん」

　柴田はぶっきらぼうに返事をすると、大柄な江森のあとを追う。小さい方ではないのだが、１８５㎝７８㎏というスポーツマン体型の江森に並ぶと随分と華奢に見える。しかも江森はレンガ色のコーデュロイのシャツにどっさりポケットのついたフィッシャーマンズベストを着ているのだから、ブルーのダンガリーシャツにスリムなジーンズの柴田は、本当に細く見えた。

「浩司さん、なんか、つまんなそうだよ？　やっぱ、釣りはいやなの？」

　江森はちょっと心配そうに柴田の顔を覗き込む。柴田は顔を赤くして急いで答えた。

「ち、違う……ヤじゃねーよ……けど、俺、短気だから……」

　江森はクスリと笑う。

「そーだね、外科のお医者さんってみんな短気だもんね」

「で、ＭＲはみんな辛抱強いってか？」

　そういうこと、と江森は片目を瞑った。

　柴田はＪ医大第二外科の医師、江森は製薬会社のＭＲ。お互いの職業を揶揄しての恋人同士の会話だ。

「飽きたら、また一人で遊んでなよ」

　江森はポケットの一つから毛針を取り出すと用意を整え、優雅にキャスティングをする。そして「ハイ」と柴田に手渡し、自分は少し上流へ移動すると、同じように糸を垂れた。

　晩秋だが陽の光は暖かい。風も無く、両岸の雑木林から時おり色づいた葉が音もなく舞い落ちる。小春日和、インディアンサマーという言葉がぴったりの休日であった。

　中央高速の八王子インターからほんの三十分程の場所なのだが、民家に近いとは思えないほど山が深い。『トトロの森』に指定しようという動きもあるらしい。江森が見つけた釣りの穴場の一つである。無論、地元の人に教えてもらったのだが。

「釣れねーよ」

　一時もしないうちに、焦れてきた柴田が声をあげる。ジーンズの裾をまくり、ショートブーツを履いた足でジャブジャブと川に入り、川床の石を「クソッ」と蹴った。

「浩司さん、ダメだよォ、さかなが逃げちゃうよォ」

　柴田は「やめた」と言うと、リールを巻き取り、江森の横へ歩み寄る。

「お前、ホント、よく我慢できるなー」

　江森はまたクスリと笑ってしまう。そういえば、知り合ってすぐの頃、初めて柴田と釣りに来た時も……。

「浩司さん、さすがに今日は泳げないね、寒いから」

「あ……」

　柴田も思い出す。

　ご飯を食べるだけの簡単なデートではなく、初めて二人で遠出した本格的なデートが魚釣りだった。その時やっぱり魚は釣れず、柴田は退屈して川で泳いでしまった……。

「びっくりしちゃったー、だって浩司さんたら、ブリーフ一枚で泳ぐんだもの……もう目の毒で」

　まだ一回しかしていない頃で、江森は水からあがってきた柴田の裸体を目の当たりにして、本当に困ってしまったのだ。

「ほら、僕、ずっとお預けをくってたからさ……」

　身を屈め、柴田の耳に囁くと、柴田は真っ赤な顔になる。

「バ……バカッ、思い出させんなよッ」

　もう一緒に暮らす夫婦も同然なのに、あの頃のことを思い出すと恥ずかしさと愛しさで心臓が破裂しそうに高鳴ってくるのだ。

「でもさあ、あのあと浩司さん怒っちゃって、僕、嫌われたのかと思ったんだよね……」

　江森は糸を手繰り寄せ、また遠くへキャスティングしながら呟いた。なんだかとっても昔みたいにも思えるが、あの時感じた胸の痛みはまだ昨日のことのように生々しい。それは柴田を失うのではないかという不安がいつも江森の中にあるからなのかもしれない。

　四才年上で、しかも３高の典型の医者で……チラリと隣の柴田の顔に眼をやる。七三に分けたつやつやの黒髪、広い額に優雅な弧を描く細い眉、切れ長の眼は理知的で、鼻梁は筋が通り、高い。少しヘの字に結ばれた薄い唇は桜色で、顎は華奢で尖っている。本当に眼を奪われるほど美しいのだ……柴田自身はまったく自覚がないのだが。とても自分のものにできたことも信じられないし、独占してるなんて奇跡に近い。

「浩司さん、後ろを向いて遠くに離れていちゃったからさ」

　不安がそのまま声音に滲んでしまったので、柴田の方は江森があの時のことを思い出して傷ついたのかと、焦って「ち、違う」と否定する。

「お、怒ったんじゃねーよッ……俺ッ」

「じゃあ、どうして？」

　江森がじっと眼を見つめるので、柴田はますます照れ臭くなって赤くなった。

「俺ッ……勃っちゃったんだ」

「え？」

　怪訝な声を出す江森に、柴田はつい大声で答える。

「だからッ……ボッキしちゃったんだってばッ……お前がッ、俺のことジロジロ見たからッ」

「ああ！」

　そういえばそうだったと江森は思い出す。スラリとした手足に引き締まった臀部……初めてした時、あの細い腰でグイグイ締め付けてきたと、涎を流さんばかりに眺め回したのだ。

「そうだったの……」

「だからッ……恥ずかしくてッ、俺ッ」

　俯く柴田が愛しくて、江森はそっと肩を抱き寄せる。

「そうと知ってたら、その場で押し倒したのに」

「ええッ！」

　驚いて大声を出す柴田に、クスクス笑いながら江森は秘密にしていたことを打ち明ける。

「僕……ホント言うと、あの時浩司さんと絶対、二度目がしたくてさあ……アオカンでもいいから、やッちゃおうと思ってたんだ。無理やりとまでは思わなかったけど、なんとかだましてでもって、ね」

「ええーッ」

「浩司さんもしたがってるってわかったら、もう絶対その場でやッちゃったな」

「お、お前ッ」

　柴田は目を吊り上げて睨む。

「……そーだったのか……企んでたんだ……そーか！」

　ふと、思い当たる。

「あの毛布はそのためだったんだなッ」

　江森の車のトランクを開けたとき、妙に大きなタオルと毛布が積んであったのだ。それを見て柴田はキャンプでもするのかと思っていたのである。

「そんな怒んないでよ」

　江森はクスクス笑い続ける。

「お互い、アレは嫌いじゃないってわかったんだし。てゆーか、浩司さんも結構好き……」

「バカッ、それ以上言うなッ」

　柴田は顔をまた赤くすると「もーいい！」と肩にかけられた江森の手を振り払う。

　なんだかまるでまだエッチをしていない恋人同士のように、肩にかかった江森の手が気になってきて……愛し合う恋人同士のセックスは決して恥ずかしいものではないと、頭では解っていたが……こんな陽の光の中で、堂々とアオカンなどと言われると、胸がドキドキして来る。

　そりゃ、一度、夏休みの旅行中、外でいたしたことはあったが……。

（あれは夜だったし……って違うって！）

　でも今、江森に「ここでしようよ」などと言われたら、ＯＫしてしまいそうな自分が怖くなる。押しに弱く、流される自分に最近気づいている。

「あっちにいる！」

　柴田は足早に江森から離れるとそのまま雑木林へと入って行った。

「浩司さんたらァ、置いてかないでよッ」

　江森はロッドを地面に刺し、石で固定するとあわてて後を追った。雑木林の斜面を猛烈なスピードで登っていく柴田にやっと追いつくと、後ろから抱きすくめる。

「林の中に入ってくってことは、誘ってるの？」

　耳元で囁いた。

「バ……バカッ、ンなわけ……ね……」

　胸の中から逃れようと柴田はもがくが、江森の馬鹿力には適わない。江森は柴田の耳たぶを柔らかく噛み、息を吹きかける。

「ア……ッ……ンッ」

　もともとひどく感じやすい身体だが、耳への愛撫には特に弱いというのは江森にも良く判っている。

「ン……ハァッ」

　喘ぎながらもまだ暴れているので、耳の中に舌を入れた。

「ア……ッ、さ……つきッ、だ……めッ」

　急速に身体から力が抜け、甘い声が唇から漏れる。素直な反応に、江森は胸が痛くなるほどいとおしくなる。柴田の細い身体を抱え込むと、後ろからギュッと覆いかぶさった。

「ああ……浩司さん……サイコー……こんなことができるなんて……」

　首筋に舌を這わせながら、囁く。

「僕……浩司さんが僕を好きになってくれるなんてこと、絶対ないって思ってた……浩司さんの夢、見て……浩司さんが手に入るなら、どんなことでもするッて決心したんだよ」

　毎晩、柴田への想いに胸が引き裂かれるほど苦しんだのが、ほんの半年前とは信じられない……この前、二人で釣りに来た時はアオカンどころか、嫌われたと思ってもう二度と会わないと決心したのに……江森はギュッと腕に力を込めた。

「もう、一生、離さない」

「五月……」

　熱い想いをいきなり吐露され、柴田はちょっと戸惑ったが、抱きすくめている江森の手に自分の手を重ねた。

　あの頃、お互いの気持ちをうまく伝えられず、激しく胸が痛んだこともあった。頑なだった自分はたった一つの言葉を長い間口にできずにいた……だが江森はつらくても我慢してじっと待ってくれていたのだ。

　それは長い間、自分自身が父や異母兄、そして寂しかった柴田を支えてくれていた幼馴染みの相沢あいざわ和彦かずひこから言われることを望んでいた言葉だった……。誰からも言ってもらったことのない言葉、決して相沢には言えない言葉。

「愛してる」

　今なら江森に何度でも言うことができる

　首を後ろへねじ向けて、口づけを求める。

「ンン……ッ」

　舌を絡めている間にすでに江森の手が股間に伸ばされていた。

「……アッ……それはダメだッ」

　江森は難無く片手で柴田を押さえ込むと、ジーンズのファスナーに手をかける。

「ね？　ちょっと触るだけ、ね？　ね？」

　返事も待たず、素早くファスナーを降ろす。

「ア……ンンッ」

　ジーンズの堅い布から解放され、それは勢いよく外へ飛び出して来た。

「外へ出たがってたよ」

　江森はクスリと笑うと、盛り上がったショーツの上から指を這わせる。

「コラッ、テメーはッ、もうッ、コレばっか……」

「浩司さんだって、もうこんなだよ」

　さっき江森の熱い告白を聞いて以来、高ぶりを感じていたのは事実だったので、柴田は真っ赤になって口をつぐんだ。

（可愛い、浩司さん）

　抵抗を止めたのをいいことに、先端部を親指と人差し指で摘まむように擦り続けていると、しっとり湿ってきたのが布越しに分かった。

「浩司さん……濡れちゃった」

「ア……ッ、バカッ……ンンッ」

　言葉とは裏腹にもう柴田は身体を江森に預け、うっとりと眼を瞑っている。

　江森はショーツの中に指を忍び込ませたが、ピッタリしたジーンズなので思うように手を動かせない。焦れているのは柴田も同じようで「ンンッ……クッ」と声をかみ殺し、腰を揺らし始めている。

　立ったままの体勢ではこれ以上進めないと、江森は素早くあたりを見回した。倒れた朽ち木の陰に移動し、腰を落とす。柴田が「え……？」と声を上げる間もなく、後ろから抱きすくめるようにして自分の太ももの上に座らせた。

　そして「ね、ちょっとだけ入れていい？」と尋ねる。

「出すまでやらないから、入れるだけ、ね？」

「……う……」

　ここで本番となったら……絶倫の江森が満足するまでなんて大変なことになる……が、本当に入れるだけなら……それに自分ももう、ここまで来てしまったら後戻りはできない……。

　迷っている間に江森は自分のモノをゴソゴソと取り出した。

「ね、サキッポだけ、ね？」

「……う……入れるだけだぞ？」

「うん！」

　江森は喜々として柴田のジーンズをショーツごとずらし始める。次第にすらりとした太ももが露わになる。いつもベッドの上で鑑賞するのと違い、戸外で、しかも陽光の中で剥き出しになったももは扇情的で、江森は興奮してきた。鼻息も荒く、乱暴に局部を露出し、自分の張り切ったモノを押し当てると、グイと腰を突き上げた。

「……アウッ」

「ク……ッ、きつ……」

　まだ後ろへの愛撫が十分でなく、かなりきつかったが、江森は柴田の太ももをガッチリ両手で押さえ、捩り込むようにして腰を進めた。固く閉じたままの粘膜を押し分けて入る。

「アッ……ンッ……ッ」

　苦しくはあったが、太く固いモノに自分が満たされていく感覚に柴田は身震いする程の幸福感を覚えた。

「ア……ッ、五月……ッ、お前の……ッ、俺の中に……ッ」

　初めて受け入れた時は痛みと恐怖で気を失いそうになった……が……今はもう貫かれるたびに江森の存在を感じる……今まで誰も自分をこれ程の愛で満たしてはくれなかった……。

「五月……ッ、愛してる……ッ」

　深々と飲み込むと、締め付けて応えた。

「浩司さん……いいよッ、すっごい締まってる」

　江森は囁くと、膝を使って揺すり上げる。柴田の前を両手で扱き出した。

「ア……ウウッ」

　江森の愛撫はもう手慣れたものだ。片手で根元をギュッと握り、もう片方の手で棹を強く扱く。そして先端には優しく指を這わせる。窪みから滲み出る蜜に指を浸し、まんべんなく先端を湿らせながら、摩った。

　ツボを押さえた無駄のない動きに柴田はひとたまりもない。アッという間に追い上げられて行く。

「ア……ッ、ダ……メッ……出ちゃうッ」

　太ももを掴んでいる柴田の手に、力がこもった。

「出してよ、受けとめたげるからさ」

「う……そつきッ、出すまでやらないって言ったくせにッ」

　江森は柴田の訴えに耳を貸さず、手を動かし続ける。

「僕が出さないって言ったんだ、浩司さんは出してよ」

「ダメ……ッ、人がくるよッ」

　柴田は喘いで首を横に振る。駄々っ子のような仕草がかわいくて、江森はギュッと胸が詰まった。

（達く所をどうしても見たい！）

　グイと前を扱き、腰を揺らしてやる。

「平気だよ、男同士だもの。それに僕、浩司さんの握って隠してるから見られてもわかんないって。浩司さん、達って！」

「バカ……ッ、ンなワケ……ッ、ね……」

　いくら男同士でも膝に乗っていたら変に見えるのは当たり前なのに……しかも江森の方はジッパーを降ろしているだけだが、自分はジーンズをずり降ろし、太ももまで露わに見せているのだ……柴田は自分の下腹を見下ろし、恥ずかしさに身を竦ませた。

　シャツの裾で叢は辛うじて隠されているが、自分のモノは前立ての合わせ目からそそり立ち、江森の手に包まれビクビク脈打っている。陽の光を燦々と浴びながら先端は濡れて光り、健康的に存在を主張していた。

　自分だけが淫らな姿を晒していると気づき、真っ赤になって江森の手を外しにかかる。

「ダメ……ッ、もうッ……しちゃッ」

「浩司さんてば、ダメじゃないよッ」

　江森の腰が突き上げられ、急所が抉られる。

「イッて！」

「アウ……ッ、グ……ッ」

　二度三度と突かれると、柴田の力が抜けて行く。江森の成すがままに膝の上で揺すられてしまった。後ろからの強烈な責めは体内の熱を一気に高める。前の熱と融合し、もう体液が泡立って沸騰寸前だ。熱流が身体の奥から駆け登ってくる。

「ア……ッ、アッ……もう……ッ、イク……」

　必死で堪えたが、限界だ。

「五月……っ、受けてッ」

　ビクンと柴田の身体が撥ねる。

「浩司さん！」

　熱い想いを両手に受け止め、江森は嬉しさで胸が一杯になる。放った直後、ぐったりと体重を預けてきた柴田の首筋にそっと口づけした。

「浩司さん、だいじょぶ、服、汚してないよ、僕、ちゃんと受けたから」

「……五月ッ……もう」

　柴田は顔を後ろに向けて江森を見詰めた。怒った顔をしようとしたが、全身の力が抜け、とてもできない。

「もう……っ、本当にお前って奴は……」

　小言に耳も貸さず、江森は柴田のモノを名残惜しそうに愛撫している。

「浩司さんの……可愛くておいしそう……パクッと食べちゃいたいな」

　指を柔らかになりつつあるモノに絡ませた。

「ここ、細くて、カサがついてて、キノコみたい」

「バ、バカッ、もうッ、よせッ」

　江森の指を拒むが、またグイと突き上げられた。

「アアッ……もッ、やめろッ」

　が、後ろが再びズクンと疼き、思わず締め付けて応えてしまった。

「また感じてるネ、浩司さん」

　クスクス笑いながら江森は優しく扱き続ける。

「僕のがマツタケなら、浩司さんのはシメジかな？」

「バ……カッ、俺ッ、……ンな小さくねーッ」

「今はうんとちっちゃいよ？」

　江森の舌が耳に侵入し、柴田は悲鳴を上げそうになった。

「もう一回、大きくしたげようか？」

　腰に手がかかり、江森のモノがズブリと深く潜り込んで来た。

「ア……アアッ」

「僕のマツタケ、うんと食べて！」

　その瞬間、枯れ葉を踏みしだく音と人声が近づいてくる。

「アッ」

　江森は急いで柴田を抱え上げると、まだぐったりしているのを枯れ木に座らせ、前を整えてやる。自分もモノをしまい、ファスナーを上げた所に、中年の女性のグループが斜面をこちらへ下って来た。

「よかったー、もうちょっとで見られるとこだったね！」

　江森が嬉しそうに言うのを、柴田はまだ声も出ない。

（こいつは……もうッ）

　しかし自分もたっぷり感じてしまったので、一方的に怒るわけにもいかないのだった

　近づいてきた女性たちは皆、ブルゾンにスラックスといった軽快な身なりだが、かごを背負い、軍手を嵌めた手にはビニール袋を持っている。履いているのも登山靴で、単なるハイキングにしては本格的装備だ。

　一人が「あら、お兄さんたちもキノコ狩り？」と声を上げた。

「え？」

　まさか見られていたはずはないが、意味深な発言に柴田は赤くなる。

「そーよ、私たち、もうこんなに採ったのよ」

　持ち上げたビニール袋にはたくさんの大小さまざまなキノコが入っていた。

「ほら、そこにも」

　柴田の腰掛けている朽ち木の陰を指さす。

　なるほど木の根元につもる腐りかけた落ち葉の陰に、群棲する褐色のキノコが見える。黒い土の上に焦げ茶色の斑点模様の褐色の傘を広げ、白色の柄は長く、一列に行儀良く並んでいる。

「雨が降って、三、四日たった頃が、ちょうど収穫時期なのよ」

「へえ……」

　少し元気の出て来た柴田は近寄って顔を寄せる。傘は十㎝程の大きさで、柄にはかわいらしい袴のようなツバがついている。

「食べられるんですか？」

　柴田の顔が綺麗なので、女性たちは皆、笑顔で近寄り、口々に愛想良く話しかける。

「もちろんよ！」

「これは美味しいのよ？」

「お兄さんも採ってみる？」

　一人があまっているビニール袋を柴田に手渡した。

「五月」

　柴田はちょっと離れた所で高ぶりを静めていた江森を呼んだ。

「なに、浩司さん？」

「キノコ狩り、してんだってさ、面白そうだぜ」

　加わった男も二枚目なので、オバサマがたは更に喜んだ。

「これはフクロタケっていって、とても美味しいわよ？」

「ヘーッ」

　もうセックスはお預けになってしまったが、すぐ目の前のものに興味を引かれる質である。江森はキラキラと眼を輝かせて、犬コロのように木の根元に積もった落ち葉を両手でかき分け始める。

「奥さん、これは？」

　オバサンと言わない江森の礼儀正しさに、皆、ひどく気分を良くして回りに集まり、世話を焼き始めた。

「ああ、これはダメよ。毒があるから」

「ええーッ」

　地味目な茶色のキノコなのだが……でもよく見ると、傘の表が一面にブツブツとささくれ立って、まがまがしいとも言える。

「毒のあるのって、派手で赤かったりするんじゃないんですか？」

「それは迷信」

　赤い、いかにもという毒々しいキノコを袋に入れながら、一人が言う。

「これはね、タマゴタケっていって、すごく美味しいの」

「じゃあ、タテに裂けるっていうのも……」

「そうよ、間違い」

　別の一人も口を挟む。

「だからね、絶対その場ではみんな食べないの。ちゃんと家に帰って、図鑑で確認してから料理するのよ」

「へーッ」

「その場でナマをパクッといっちゃうのは駄目なの」

「いくら可愛くて美味しそうでもね」

　さっきのセックスを見られていたかのような意味深な言葉なので、江森はちょっとドキドキしてしまった。

「ハ、ハァ」

　生返事をして急いで離れ、地面を一所懸命見る振りをした。

　そのうち江森はジメジメしたコケの生えた木の裏側に、不思議なものを見つけた。てっぺんに穴の開いたウズラの卵大の物体がかたまっている。キノコというより薄茶色のフジツボと言った方が近い。

「なに、これ」

　とてもキノコには見えない。触ってみると、

「ええッ」

　驚いたことにてっぺんの穴から茶色の煙のようなものがフワリと立ち昇った。

「これッ、ケムが出ましたよッ」

　近くの女性に怒鳴ると、傍に寄って来て「あー、これはケムリタケよ。てっぺんから胞子が出るの」と言った。

　正式名はホコリタケだが、江森の言った通り煙が上がる様から通称ケムリタケとも呼ばれるのだった。

「胞子？」

「キノコのタネだわね、いわば」

　江森は感動してしまった。二、三個まとめて摘み、胴の部分を指で押してみると、胞子が煙のようにてっぺんの穴から放出され、フワフワと風に乗って流れて行く。

「そっかー、こうして増えるんですねッ」

「そうよ」

「食べれるんですか」

　ちょっと匂いを嗅いでみる。

「も少し若い頃だったらね」

　男も若いのに限ると答えた女性は思った。

　柴田にも教えようと、江森は「浩司さんッ、来てッ」と大声で叫んだ。

　柴田は江森が嬉しそうに真っ赤な顔をしているので、怪訝な顔をしながら近寄った。

「何だよ」

「見て見て見てーッ」

　柴田の眼の前に摘んだキノコを差し出す。柴田も興味を引かれていたので、自分から首を突き出したのがまずかった。

「ウワァッ」

　いきなりてっぺんの穴から煙が立ち昇り、まともに顔に浴びてしまう。

「なッ、なんだよッ、これッ」

　咳き込みながら掌で目の前の煙を追い払った。

「ケムリタケって言うんですって」

　柴田は眼を手の甲で擦りながらキノコを見詰める。

「ケムリタケ？」

　江森はまたキノコを指で押して、てっぺんから胞子が立ち昇るのを見せてやった。

「ねっ、ケムが出るでしょ？」

「ヘェ……面白いな」

「でしょーッ」

　江森はすっかり得意になる。

「また面白いの見つけたら、教えたげるね！」

　ケムリタケを戦利品としてビニール袋に入れると、江森は埋めた骨を探す犬のように、猛然と木の根元を掘り始めた。

「たくもう……」

　本当にガキっぽい奴と、柴田は呆れながら自分も林の中をブラブラとキノコを探しながら歩きだした。

　歩くうちに眼に違和感を覚える。

「あれ？」

　眼がチクチクするのだ。手の甲でゴシゴシ擦った。

「あれ……」

　むず痒さは次第に強くなり、痒みを伴ってくる。そのうち眼の奥が熱くなり、ヒリヒリと染みるような痛みが生じてきた。

「あ……」

（きっとあのキノコの煙りのせいだ……）

　涙で視界が滲む。ジーンズのポケットからハンカチを取り出して拭くが、涙はあとからどんどん溢れ出す。痛みも強くなってきて、柴田は前に進むことも後ろへ下がることもできなくなった。かろうじて手を伸ばすと木の幹に触れたので、そのまま身体を預け、「江森ッ」と叫んだ。

「どうしたの？　浩司さん？」

　呼ばれて近づいた江森はグッタリと木に寄りかかっている柴田を発見し、度肝を抜かれてしまった。

「浩司さんッ」

　走り寄って、肩を支える。　

「どうしたのッ」

「め……が……」

　柴田は眼をギュッと瞑ってハンカチで押さえているが、ポロポロと涙がこぼれ落ちているのが分かった。江森の声に反応してうっすらと瞼を開けると、眼球結膜はウサギの眼のように真っ赤だ。

「さ……さっきの胞子が眼に入ったんだと思う」

「だいじょぶッ？」

「水で洗えば……川の所へ連れてってくれ」

　女性たちが異変に気づき、心配そうに寄って来た。柴田は焦って「眼、洗えば、だいじょぶですから」と言う。

「毒キノコじゃないから、大丈夫とは思うけど……」

「でも、早く洗ったほうがいいわ」

「そうですね」

　江森の声がすると同時に急に抱き上げられたので、柴田は「バカッ、降ろせッ」と叫び、手足をジタバタさせた。

「だって、転んじゃうよ、眼、見えないんだもの」

　それは事実だ……こちらも回りの反応が見えないので、恥ずかしさもさほどでなく、柴田は大人しく江森の胸に顔を寄せた。

　女性たちは心配ではあったが、目の前のシーンにすっかり喜んだ。大柄な江森がいたわるように柴田を抱いて川の方へと降りて行くのを、感動して見詰める。

「いーわねェ」

「お姫様抱っこ、してもらいたいわー」

「やっぱ、男は顔とカラダよね」

　口々に言い合った。






　川の水を汲んで何度も眼を洗ったが、痛みは収まらない。江森は心配そうに柴田の顔を覗き込む。

「まだ痛い？」

「……ん」

「ごめんね……僕のせいで」

　珍しく暗い江森の声に、「ンなことねーよ！」と柴田は大声を出す。

「多分、アレルギー反応だ。だからこれは俺のせいなんだ」

　胞子が眼に入った全員が痛くなるわけではない。

「これは俺の体質だから。お前には関係ないんだ」

　それでも瞼を閉じたままの柴田に江森は不安になる。目が見えなくなるなんてことはないだろうけど、

「病院で診てもらおうよ。Ｊ医大の救急に行くといいんじゃない？」

「バカ！」

　柴田は赤くなる。恋人とドライブに行って、かぶれて結膜炎をおこしたくらいで、大学病院の救急外来に行くわけにはいかない……そんな……恥ずかしい……しかもアオカンをしたあとに！

　さっきの戸外でのセックスまでがどっと思い出され、柴田は耳まで真っ赤になった。

「大丈夫だってば！」

　かたくなに拒む柴田に江森は困ってしまった。どうやって説得しようかと頭を捻っているうちにふと、名案が浮かんだ。

（そーだ！　相沢（あいざわ）センセに相談してみよう！）

　相沢和彦（かずひこ）は柴田と同期の内科医で、かつて柴田が孤独な魂の寄り処にしていた男であった。相沢の言うことなら柴田は大人しく聞くに違いない。

「浩司さん、ちょっと待ってて」

　ミラージュに戻り、携帯電話を取り出す。アドレスを開いてすぐにプッシュした。数回の呼び出し音ののち、

「ハイ、相沢でございます」

　流れ出た女性の声に、江森は一瞬パニックになった。

（薫かおるセンセだ！）

　電話の向こうは相沢の妻・薫だ。そう言えば、日曜の午後なのだ。奥さんがでるのは当たり前である。

　江森は必死で脳ミソをフル回転させる。色々あって、相沢は江森と柴田の仲を知っており、今は江森の安心して相談できる相手であった。だが妻の薫には、二人のことは知られていないはず……。

「あッ、あのッ、僕、柴田センセの代理で電話、かけてますがッ、相沢和彦センセはご在宅でしょうかッ」

　額の汗を拭いながら、やっと文章を紡ぎ出す。

「相沢は今、病院に行っておりますが、急用でしたら連絡させましょうか？」

　急用……と言えば、急用だが……逡巡する江森の耳に、優しい声が届いた。

「何かお困りですか？」

　その言葉に励まされ、

「あの……」

　大きく息を吸うと、一気に言う。

「柴田センセの眼が、見えなくなっちゃったんですッ」

「え、えーッ」

　悲鳴が上がった。

「どうしたのッ、柴田クンッ、なにがあったのッ」

「あっ！」

　まずいことを言ってしまったと江森はどっと冷や汗を掻く。

「ちっ、違うんですッ、キノコの胞子が眼に入っちゃって、痛くて眼が開けられないんですッ」

「キノコノホウシ？」

「そのっ、えーと、山でっ、きのこ狩りしててっ」

「ああー！　茸の胞子のことですね」

　事態が飲み込め、薫は我に返った。

「んもうッ、脅かさないで下さいねッ」

　凛とした声が響く。さすが女医さんだと江森は思った。

「目が真っ赤で、なのに病院、行くの、いやって言うんで……相沢センセに相談しようと思って……」

「柴田クンらしいわ……」

　電話の向こうで、薫は呆れながらも懐かしい甘い思いを味わっていた。

　柴田は本当は弱いくせに突っ張るのだ……医学部に進学し、知り合った時は、自分もまだ高校卒業してすぐの頃で、あまり深いところまでは見えなかった。だがこうやって、母になろうとしている今は、少しずつだが柴田のことが解るようになっていると薫は思った。

「じゃあ、うちへいらっしゃい。私が診てあげます」

「あ！　そうか！」

　薫の専門は眼科なのだ……江森は今、気づいた。

「そうですね！　ぜひお願いします！」

　電話を切ると柴田の所へ戻る。そして「薫センセが診てくれるって！」と宣言した。

「えッ、薫ちゃんが……お前……」

「僕、相沢センセのとこ、電話したんだ。そしたら薫センセが出て、連れてらっしゃいってさ」

　きっぱり言うと、またヒョイと柴田を抱き上げる。

「いいよッ……冷やしてりゃ治るよ」

「駄目！　薫センセに逆らう気？」

「ち……違う」

　急に大人しくなって江森の胸に顔を寄せるので、どうも柴田は薫にも弱いことが江森には分かった。

（いーこと、知っちゃった！）
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　相沢のマンションはＪ医大から十五分ほどの閑静な住宅街にあった。

　アプローチにミラージュを停め、江森は助手席に回ってドアを開ける。身体を差し込んで再び柴田を抱き上げようとすると「いい！　歩くから！」と拒む。手を必死で振り払うので、江森は思い当たった。

　相沢は二人のことを知っているが、薫は知らない。

（僕が抱っこしてるのを見たら薫センセは変に思うだろうし……）

　ホモセクシュアルであることを恥じている柴田は、江森に抱かれた姿から二人の仲を知られるかもしれないと心配しているのだと江森は悟った。

　少し寂しいことではあったが、なるべく人目につかないようにしている柴田の気持ちも良く解る。そっと耳元で「大丈夫、扉の前で降ろしたげるから」と囁く。

「五月……ごめん」

　小さく言う柴田に切なくなって、江森はギュッと肩を抱いた。

「ごめんな……五月」

「いいんだよ、だって、薫センセは臨月だもん、ショック、与えないようにしなきゃね」

　得意そうに言う江森ではあったが、先程電話で十分ショックを与えたことは、気づいていなかった。

　玄関の扉を開け、迎え入れた薫は、江森の顔を見て「あら江森さん」と言う。

「え？」

　さっき電話で名乗り忘れたのだが……だがしょっちゅう眼科の医局にも顔を出しているから、それで覚えられたのだろうと江森は思った。

　そしてしがみついている柴田を促して中へ入る。

　薫は二人をリビングへ誘導すると、てきぱきと救急箱を取り出し、柴田を診察し始める。生理食塩水をシリンジに取り、眼瞼を裏返すと、手早く洗う。ステロイド点眼薬をたっぷり両眼に指すと、冷たいタオルを当てる。ついで内服薬を数種類、服用させた。

「これで大丈夫よ」と言う。

「でも、今日一日は冷やしておく方がいいわね。明日、オペ、入ってるんでしょ」

「うん」

　柴田は大人しく自分でタオルを眼に当て、うなずく。薫はそんな姿をいとおしそうに見詰めた。

　見ていた江森は不思議な感慨に襲われていた。

　結婚してすぐ、薫が柴田のマンションを訪ねてきたことがあった。

　相沢に片恋していた柴田は、心の内を知られないよう、結婚後、二人によそよそしい態度を取った。それを相沢が誤解し、柴田は薫を好きなのではと疑った。誤解は誤解をよんで、薫は相沢に別の女がいるのではと不安を感じ、柴田に相談に来たというわけだった。

　江森はその場に偶然居合わせて二人を目撃した。

　あの時薫は柴田の胸に抱かれ、本当に華奢で頼りなく、柴田の言っていた通り妹みたいに見えた。

（けど……）

　今はなんだか、イタズラをして怪我をした弟を、優しく見守っている姉のようだ……。

（女のヒトって、変わるんだ……）

　薫はさらに救急箱の中から、黒いアイマスクを取り出す。

「タオル、外して」

「ん」

　柴田の顔にかけると、また上からタオルを当てた。

「少し薬のせいで眩しくなるかもしれないから、今日はこれをつけていた方がいいわ」

　振り向くと「終わりました。お茶でも入れますね」とニッコリ微笑み、キッチンへ入って行く。

「浩司さん、僕、手伝ってくるね！」

　柴田の手を握り、耳元で囁くと、江森は急いで薫の後を追った。

「運ぶのとか、僕、しますから！」

　薫は戸棚からポットを取り出しながら、また微笑んだ。

「江森さんって、ホント、優しいんですね……」

　薫が産休を取る前、江森が眼科の医局を訪れたことがあった。

　薫は同僚達と学会の準備をしており、ちょうど棚の上からカルテを降ろそうとしていた。すると気遣わしげにこちらを見ていた江森がすぐやって来た。「上のもの、取ります」と言って、ヨロヨロと背伸びをしていた薫の手を下ろさせ、目的のものを取ってくれたのだった。

（重いものはみんな気づいてくれるけど……）

　当の江森は自覚がなく「は？」と怪訝な顔をしている。

　薫はまたクスクス笑いながら、カップとソーサーをお盆に用意すると、江森に手渡した。柴田用にジュースとストローも用意する。

　リビングに戻り、お盆をテーブルに置くと、自然な動作で江森は柴田の隣に座り、手を握る。不安げに身体を固くしていた柴田がホッとしたのが薫に見て取れた。

　薫は無論二人のことは知らない。ただ人見知りする柴田が江森に気を許すのは当然と思っていた。

（だって優しいもの……江森さんて……）

　ニコニコしながら二人を見比べる。

（でもよかった……柴田クン、来てくれて）

　結婚前、薫は柴田が相沢を避けているように思えたことがあった。それは柴田が相沢への想いを悟られないようにとしたことだが、そうとは知らない薫は男の友情を自分が入り込むことで、駄目にしたのではと胸を痛めていたのだった。

（よかった……）

　また前のように遊びに来てくれるに違いないと薫はホッとしながらポットから紅茶をカップに注いだ。






　マンションに帰ると、江森は柴田をリビングのソファに横たえ、「ここで寝ててよ」と言う。

「バカッ、重病じゃねーよッ」

「でも安静にしてた方がいいんでしょ？　それにどっちにしろ、何もできないよ？」

　それは事実であったので、柴田もそれ以上口答えせずに大人しく横になった。

　夕食は手で食べられるように、コンビニでサンドイッチを江森が買ってくる。食べながら「ゴメンネ」と江森が繰り返すので、柴田は「いーんだって！」と大声を出した。

「もーこれはこれで終わりッ！　二度と言うなッ、解ったなッ」

　柴田が怒り出したので、江森は焦った。こんなことでせっかくの休日を台なしにしたくない。

「うん、もう、言わないから」

　必死で傍に行って手を握るので柴田も機嫌がなおってくる。アイマスクをかけられ、暗闇の中にいる状態は初めてで、自分でも不安からイライラしていたようだった。

「ごめんな、俺も。お前に当たったりして……」

　江森の体温を身近に感じると途端に不安が無くなる。自分から身体を擦り寄せ、手を握った。

　江森は予想もしない展開に嬉しくなってきた。柴田はひどく大人しくなって、子供のように頼ってくる。ちょっと手を離すと、不安げに「五月？」と呼んで、あたりに手を差し伸べるので、隣へ行って抱き締めた。

「ここだよ、浩司さん」

「……ん」

　もともと柴田は人前ではもちろん、マンションでもあまりべたべたしないたちである。それは単に恥ずかしいからという理由なのだが。

　それが今日はまるでベットの中でセックスをしている時のように柔順だ……。

（なんか、いいかも……）

　しかも頼られているのは嬉しい。柴田を抱いたままソファに並んで座り、時の経つのを忘れていった。

　ふと気づくともうだいぶ夜もふけている。

「浩司さん、シャワー、浴びる？」

「……ん」

　抱きかかえるようにしてバスルームに運び、全裸になるとシャワーの下で身体を洗ってやる。

　その間も柴田は殆ど口をきかず、江森にしがみついたままだ。下を見ると、濡れそぼった薄い叢の中に青白いモノが縮こまって張り付いている。そっと手で掬っても震えるだけで反応しない。まだ何も経験のない少年のモノのようだ……。

「浩司さん、よくないの？」

　いじりながら尋ねると、

「え？」

　柴田は怪訝な声を出す。今は江森のことを恋人というより、自分を守ってくれる親のように感じているのかもしれないと江森は気づく。無抵抗の子供のような柴田はひどく新鮮に思え、突然興奮してきた。

（ゲッ）

　まさか自分にそっちのケがあるとは思わなかった……だがどうしても我慢できない。

「浩司さん！」

　ひょいとと抱き上げ、走ってベットへ直行する。

「な、何だよッ」

「したいよ、僕！」

　アイマスクをつけたまま、柴田はダブルベットの上にほうり出される。

「バカッ、なに、言ってんだよッ」

「だってッ、悪いのは眼だけでしょ？　アッチはいいんでしょ？」

「そ、そりゃ、そーだけど……」

　何も見えない状態なので江森がどこにいるのかもわからない。焦って、アイマスクをとろうと手をかけた。すると大きな手が自分の手首を掴み、拒む。

「だめ！　そのままでいて！」

「だって……」

「薫センセが、今日はしてろッて言ってたよ！」

「ウ……」

　大人しく手を下ろすので、江森は内心シメシメとほくそ笑んだ。薫のいうことをこんなに柴田がきくとは、

（やったね！）

　鼻息も荒く「寝ててよ」と命令する。

　枕に頭をつけさせ、上向きに横たえると、江森はゆっくりと柴田を眺め回す。全裸で黒いアイマスクをつけただけの柴田はひどく扇情的だ。

　プールやオペ室で着替える時などは平気なくせに、柴田はセックスの時はやたら恥ずかしがるのでいつも照明は暗くしている。それが今は煌々と明かりがついており、どんな所も良く見える……叢の奥のしっとりと熱いあの場所も……。

（今日はどうやってうんと感じさせようか……うんと恥ずかしいカッコをさせよかな……）

　些かＳのケがあるのではと時々江森は自分でも心配になるが、下腹部が疼き、もうやめられない。

「浩司さん……」

　掠れ声を出すと、滑らかな腹部をソッと指で押してみる。

「ア……アウッ」

　柴田は呻いて、ビクリと身体をしならせる。

「さ……五月ッ……どこ……いるんだよッ」

　暗闇の中でどこから愛撫の手が伸びてくるかわからないのはひどく刺激的だ。

「ア……アア……ンッ」

　急速に下腹部が熱くなってくるのを感じ、柴田は羞恥に身を捩った。案の定、「指一本で、勃っちゃったね」と耳元で囁かれる。

「ア……バカッ」

　ふいに右の胸の突起がつまみ上げられる。

「ア……アッ」

　すぐ解放され、次は左かと予想していると、耳たぶが柔らかく噛まれる。と思うと、

「アアッ」

　熱い息が首筋にかかった。次の瞬間、鈍い痛みが左の胸に走る。

「クッ……ンンッ」

　江森は柴田の胸に頭を乗せ、突起を音を立てて吸い出した。反対側の突起は既に指できつく揉まれている。

「ウ……ンッ」

　胸の疼きが次第に身体の奥へ染みとおり、下腹部の疼きと同調し、増幅されていく。

　突起が自由になると同時に胸の重みが無くなり、また「五月？」と、柴田は不安げに声を出した。

「だいじょぶ、ここだよ」

　下腹部のモノがギュッと握られる。

「アアッ」

　今度はアソコを握られたまま、何か熱いモノが脇腹を這っている。時おり、音とともに強く吸引される。舌で舐められ、キスマークをつけられているのだと解り真っ赤になった。

「だ……だめッ……つけちゃッ……あ……した、オペがッ」

　オペルームのロッカーで着替える時、新鮮なキスマークなど見つけられたらとんでもないことになる……。

「だいじょぶ、下の方だもん、見えないよ」

　江森はクスクス笑っている。前のモノを握っている手が離れた。

「五月？　どこ？」

　急に不安が増し、柴田は見えるはずもないのだが首を左右に振った。その頼りなげな姿にまた江森はグッときてしまう。

「じゃーさ、浩司さん、僕のココ、握ってて」

「ん」

　言われるままに手を伸ばすと両手首を掴まれ、顔の上で何かを握らされた。熱くて太い円筒状のそのモノは……ドクドクと脈打っていて……。

「ア……ッ」

　江森の猛ったモノと分かり、頬に血が上る。

「こッ……これッ、お前……」

「浩司さん、僕のミルク、搾って！」

　なぜか江森の声が足の方でする。

「五月？」

　訝しげな声をあげた途端、自分のモノが熱く湿ったモノにくるまれた。

「ア……ハァッ」

　快感で喘ぎが漏れる。熱いモノはうねって自分の中心を扱き出す。先端には更に微妙な動きをするモノが触れた。

「……ア……ッ」

　江森が口で愛撫しているのだと解り、大声を出した。

「……ア」

　と……すると……自分の手は……江森のアレを握っているのだから……

　二人がどんな体位を取っているか悟り、柴田は頭の中が恥ずかしさで沸騰しそうになった。

「バ……カ……ッ、五月ッ、ヤメ……」

　見えないだけに想像するとひどくいやらしい姿が目に浮かぶ。

「五月ッ、ダメッ」

　が、江森の愛撫はどんどん激しくなり、自分でも腰を持ち上げて応えてしまう。

「ああッ、いいッ」

　手の中のモノを口に入れる勇気はなかったが、ギュッと握り、自分の気持ちを伝えた。柴田が力を込めると江森も先端を強く吸う。

「あ……あッ、ああッ」

　相手の愛撫に感じていることを、ダイレクトにアソコに伝えられる……。

「五月ッ、五月ッ、イイッ」

　羞恥に勝って、喜びが込み上げて来た。大胆に江森のモノを摩り始める。しっかり付け根から先端まで扱く。どうも見えない状態だと、恥ずかしくはあるが、自分の姿も見えないので、却って大胆にふるまってしまうようだった。

（浩司さん、けっこーダイタン）

　江森は愛撫に応える柴田に嬉しくなる。舌で窪みをつつき、舐め回す。

　すると柴田の喘ぎとともに、自分のモノがクイッと擦られる。快感が背筋を駆け抜け、夢中でまた強く吸った。多量の蜜が溢れ出始め、

「アアアンンッ、ンンッ」

　切ない喘ぎと共に、柴田の指の動きが早くなる。

（いいよッ、浩司さんッ）

　唇で締め付け、根元から一気に扱いてやる。

「アアアッ、イイッ、五月ッ、もっとッ」

　柴田は両手で江森のモノを掴むと、乳を搾るかのように揉み始めた。

「だ、出してッ、五月ッ……俺に……ッ、お前のッ」

（そ、それって……）

　ガンシャしてってこと？

（まじめでシャイな浩司さんが？）

　ありえねー、と言いそうになったが、またぐうっと扱かれる。

（イイッ、スゴイよッ）

　くわえたまま、江森は声を上げそうになった。

（もっと、よくしたげる！）

　舌を使って口の中でグルグルとモノを回し、音を立ててしゃぶる。先端部にソッと歯を立てた。

「アアアアッ、もうッ」

　柴田の身体がビクビク震え始めたので、いつものように江森はタイミングを見計らって、グイと後ろに指を入れた。一番の急所を擦る。内側のコリッとした部分だ。ここは柴田のＧスポットなのだ。

「クゥッ……ウンンッ」

　くわえているモノがビクンと脈打ち、口の中に蜜が充満する。

「アアッ、イク……ッ」

　急所への刺激に、たまらず柴田は放出する。

「アア…ッ……ア……ッ、アッ」

　痙攣が続く間、江森はギュッと唇で締め付けてやった。

「……ウ……ンッ」

　大きな波が過ぎ去り、柴田は脱力して横たわる。江森は身体を起こすと、シーツに長い手足を投げ出している柴田の姿に見とれた。

　シックスナインは一度はやってみたかったのだ……恥ずかしがり屋の柴田がオーケーするとは思えなかったので、今まで言い出せないでいたが。

（けっこー浩司さんも、感じてたよな）

　アイマスクをつければどんな体位にも応じてくれそうだ……江森はいいものを見つけたと嬉しくなった。

　しだいにハッキリしてきたらしく、柴田は再び「五月……どこ」と、両手を差し伸べる。

「浩司さん、僕、ここにいるよ」

　江森はこちらへと伸ばされた腕を取り、身体を覆い被せる。ぎゅっと手を握り合い、口づけを交わした。






　翌朝江森が眼を覚ますと、隣に寝ているはずの柴田がいない。

「浩司さん！」

　大声を出すと柴田がバスローブを羽織り、ベットルームへ戻ってきた。もうアイマスクは外している。切れ長の眼はなんだかいつもより……ポッテリとして……。

「浩司さん、まだ、眼、腫れてるよォ。治ってないのかなあ」

「バカヤローッ！」

　いきなり怒鳴られ、江森はあっけにとられた。

　柴田は怒りを腫れた眼にこめ、江森を睨（ね）め付ける。

「この眼は、セックスのせーだよッ！　見てみろッ！」

　よく見ると結膜の充血は取れていたが、瞼はむくみ、目の下には黒いクマができている。

「あ……」

　これには見覚えがある。言われた通りやりすぎの時の眼であった。

「テメーはッ、何度ヤッたと思ってんだッ、きのうはッ」

「だ……だってェ……浩司さんが……いくらやッても、抱きつくんだもの……だからしてもいいのかと思って……」

「ウ……」

　確かにいつも応じられなくなると柴田は『もう、オワリ』と言うように、さりげなく身体を離す。それをサインと受け取って、江森はそれ以上求めないようにしていた。

　だが昨夜は柴田から江森の身体に何度も自分を押し付けてきた……。

　それは見えないでいる不安から、身体の一部を触れ合わせていたいという意味だったのだが、ＯＫサインと勘違いして江森は喜んでいつまでも応じていたのだった。

「にしてもッ、限度ってもんがねーのかッ、テメーはよッ！」

　自分にも原因があったので柴田は真っ赤になった。

　こんな腫れた眼で病院に出勤したら、三病棟の近藤ナース長を始め、女性スタッフに何を言われるかわからない。

　恥ずかしさが込み上げ、江森に八つ当たりする。

「いいかッ、もう、今週の分は昨日で使い切ったからなッ」

　目尻を吊り上げ、江森を睨む。

「こん次は来週だッ」

「そんなァ、浩司さん、殺生な……」

　江森は毛布をはねのけて跳び起きた。

「そんなこと、言わないでよ、ね？」

　哀れっぽい声を出すと、両手を顔の前で擦り合わせて拝む。

　それでも柴田の怒りは治まらない。江森の下腹部が目に入ると、なおさら怒り始めた。

「まだ足りないのかッ」

「違うよォ、これは、生理現象だってばッ」

「ふつー、あんだけやりゃあ、朝だって勃たねーよッ、やりたきゃ一人でやれーッ」

　罵声とともに出て行った。

　ベットルームに取り残され、「……ヤレヤレ」と江森はベットの上にあぐらをかく。

　ふと、サイドテーブルの上にアイマスクが置かれているのが目に入った。

　昨夜の光景が浮かんで、よだれが垂れそうになる。裸にアイマスクがあんなに扇情的とは思わなかった……。

「また、今度、これつけてしようっと！」

　三日も経てばきっとお許しがでるに違いない。どんなに怒っていても、いつもそうなのだ。

「その時またシックスナインを……」

　思い出すと笑みがこぼれる。

「ううん、それとも別な体位がいいかな？」

　いや、今度こそガンシャだ！

　昨夜は結局、中で達してしまい、男の夢のガンシャにはいたらなかったのだ。

「うん、絶対やろうっと！」

　それまで大事にとっておこうと手に取り上げ、ニコニコする。どんな時でも前向きな性格な江森であった。
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「藤谷さん、これ、お願いしますー」

　江森えもり五月さつきは経理課に入ると、デスクに近寄って藤谷ふじたに瞳ひとみに領収書を渡した。先週の出張でかかった費用だ。経理課の藤谷は人妻の色気を漂わせる美人で、江森の大学の先輩でもある。会社のテニス同好会でも一緒で使い勝手の良い江森を可愛がっていた。

「エモちゃん、出張どうだった？」と笑いかけながら領収書を受け取る。

「道頓堀あたりのキャバクラのなんか、混ざってないでしょうね？」

「キャバクラ……って、冗談じゃないですよぉ、そんなとこ、行ったことありませんって」

　あわててぶんぶんと首を振る江森に、藤谷は疑いの目を向ける。大学時代はずいぶんと浮き名を流した男だが、社会人になってからは仕事一筋、というのは知っている。だがどこかでガス抜きをしているに違いないと疑っているのだ。

「ま、いいわ、可愛い後輩ですからね。三回に一回ぐらいだったら……」

「だからそんなこと、してませんってば」

　ところで、と藤谷はデスクから背の高い男を見上げる。

「エモちゃん、今週末、新人研修に行くんでしょ？」

「ええ、平井先輩の代わりに。土曜日の分科会の手伝いが終ってからですけど」

　江森はこの時点では合併前でまだ富士製薬という名の製薬会社に所属する、入社四年目の若手営業マン通称ＭＲだ。

　製薬会社に入社すると、将来営業担当になる予定の新入社員は三ヶ月ほどの研修を受ける。研修内容は法律や薬品に対する基礎知識やだけでなく人体の解剖など多岐にわたる。講師を招いての研修だが、社員も世話係と称して交替で研修所に詰めるのだ。

　江森は先ほど課長から平井の代わりを急に言いつかったところだった。

「平井さん、奥さんが急病なんだそうで」

　言いかけた江森を藤谷がちっちっと指を振りながら遮る。

「違うのよ、喧嘩して奥さん、実家に帰っちゃって、慌てて迎えに行くんですって」

「ええっ、そうなんですか！　それは大変ですね！」

　社内の噂は女子社員に聞くに限る、と江森は思った。

「じゃあ渡辺わたなべ君にテニス同好会に入るようよろしく言っといてね」

　領収書をまとめながら藤谷が言ったので江森は「は？」と訊き返す。

「渡辺君って？　藤谷さんの知り合いですか？」

「なに、言ってるのよ、私らの後輩じゃない、四月に言ったでしょう？」

「ええ？　そんなこと、言いましたっけ？」

　藤谷は綺麗に描いた眉を吊り上げると、大きな眼で江森を睨んだ。

「言ったわよ、ちゃんと！」

　今年の新人に大学のテニス部の後輩がいる、そう藤谷は江森に告げていた。しかし四月と言えば江森は生涯初めて同性相手の恋に落ち、その成就のために必死になっていた頃で、完璧に耳をスルーしていたに違いなかった。

　その恋の相手とは江森の取引先・私立Ｊ医大付属病院に勤務する外科医・柴田しばた浩司こうじである。めでたく二人は同棲を始め、江森は男の甲斐性とばかりに仕事に燃えている時期であった。ウィークデイの残業だけでなく誰もがいやがる土日出張を進んで引き受ける。先ほど課長から言いつかった研修のお守りも喜んで拝命したのだ。

　実は仕事に燃えて家に帰ってこない江森に柴田は不安になり、そのことがとんでもない事件を引き起こしたのだが、それはまた別の話である。

「とにかく、その渡辺公平こうへいって子に、よろしく言っといてよ！　あたしは卒業しちゃってたから直接は知らないけど、向こうはエモちゃんのこと、よく知ってたわよ？　エモちゃんが四年の時の新人で、さんざん世話になったって」

　そこまで言われてやっと江森は思いだした。

「渡辺公平くんかあ！」

「やあねえ、四月にもぜひ江森さんと会ってお話ししたい、って言ってたけど、なにしろ研修がすぐ始まっちゃったし、エモちゃん、やたら忙しかったから」

　藤谷の非難めいた口調に、江森は頭を掻いた。

「すみません……」

　呆れた、と藤谷は首を振った。

「すっごく可愛いジャニ系だったから、私だったら一目見れば忘れないわよ」

　そう言われてももともと江森は柴田に出会うまではノンケだった。しかも大学時代は女性に不自由しない、というモテぶりだったのだから、いくら可愛いといっても男などが眼に入るはずもない。渡辺もたくさんの新入部員の一人に過ぎない。

（確かに背が低くてなんか子供っぽい感じだったなあ……）

　なんでもバイトが忙しいとのことであまり部活には熱心でなかったのだ。

　ただ、それは学資の足しにしているのだと人づてに聞き、なんだか自分と境遇が似ていると思った覚えがある。

（僕も親父がいなくて、お姉ちゃんに頼ってたからな……）

　そのこともあって、就職が決まってから、江森は自分の割のよいバイトを譲ってやった。渡辺はそれをひどく感謝し、それ以降、「先輩、先輩」と犬コロのように自分を慕うようになった、というところまで江森は思いだした。ただ、卒論や単位の取得で忙しくなったので、共有した時間はせいぜい半年のことだ。しかも相手はバイトに急がしく、実際に顔を見た回数はそんな多くない。

　それでも自分を慕ってこの会社を選んだのだろうかと思うと、なんとなく嬉しくなってくる。

「そっかあ、うちの会社に入ったんだ」

　今や再び渡辺公平は自分の後輩になったのだ。

（また面倒を見てあげなくちゃ）

　経理から退出した時には江森の胸に先輩としての自覚が芽生えていた。






　新人研修が行われているセミナーハウスは山中湖の別荘地にあり、近くにはコンピュータ会社の研究施設が建っている。白樺の木立から富士山が見え、なかなか静かで風光明媚なところだ。そう、研修さえなければリゾート気分を満喫出来る。

「新人研修って地獄だったよな……」

　江森は最終の高速バスになんとか飛び乗り、車窓から景色を見ながら考えていた。

　江森の専門はコンピュータ学科といっても理系ではない。情報経済といって経済学科の一分野で、受験科目に生物はない。当然のことながら高校で習う程度しか生物の知識はなく、詰め込まれる薬理や人体解剖などの講義内容をなかなか消化出来ず、毎晩遅くまで復習したものだ。毎週小テストにレポートが課され、これもまた頭痛の種だった。

「水迫みずさこくんがいなかったら、中途脱落してたかも……」

　相部屋になった新人の水迫は薬理学科を出ていて、江森をずいぶんと助けてくれた。薬剤師の国家資格も持っており、開発部門に行くことを望んでいたらしいが、結局営業に配属されたのだ。

「どうしてるかなあ……このごろ、連絡ないけど……」

　リクライニングにすると、江森は眼鏡を掛けた生真面目そうな細面の顔を思い浮かべる。

　明るくて前向きな江森と、慎重派で内向的な水迫はよいコンビとなり、長丁場の研修を手に手を取って乗りきったと言ってもいい。

「いかにも研究者といったタイプだったから……やっぱ、合わなかったのかなあ……」

　研修が終ってからも二人は連絡をかかさず、同期の気安さも手伝って仕事の悩みや愚痴などをこぼしあったものだ。特に水迫は営業が肌に合わないらしく、二年目に名古屋に転勤になったあと、退職してしまったのだ。

　そのことも江森は人づてに聞き、かなり驚いた。

「最後に会ったとき、ずいぶん悩んでたんだよな……」

　たまたま名古屋に出張したとき、江森は水迫と会う機会があった。地元でも評判の手羽揚げの店で、そこで水迫はかなり悪い酒になった。取引先の医師に対し、辛辣な批評を口にする。簡潔に言えば悪口である。

「あのさ、水迫君、君ってお医者さんが嫌いだったりする？」

　ビールのジョッキが運ばれてくると江森はそう振ってみた。

「嫌いだね」

　速効で返事が返ってくる。

「ええっ、なんで？」

　水迫は軽蔑の色を眼に浮かべた。

「だってあいつら、威張りくさってて、教養はないし、そのくせ医者ってだけで女にもてると思ってるし、肩書きがなきゃあなんの価値もないくせに、自分が偉いって勘違いしてるじゃないか」

「ひぇー」

　あまりの身も蓋ふたもない講評に江森は仰天した。もともと水迫はかなり辛辣なことを言うので、同期からも距離を置かれてるところがある。それにしても今の発言はシビアだ。

「うーん……そ、そういわれると一概に否定は出来ないんだけどなー」

　ＭＲの本業は「医薬品の情報を現場に伝える」ことだ。だが宴会の太鼓持ちやら接待ゴルフやら学会出張の手配など、確かに医師たちにアゴで使われている、といった印象は否めない。しかし無理難題をふっかける医師も中にはいるが、それでも一昔前よりは「白い巨塔」ではなくなっている。

　フォローのつもりで江森は言ってみた。

「でもねー、水迫君の言った特徴って、医者だけじゃなくって、男一般に当てはまらない？」

「ええー？」

　今度は水迫が眼を剥いて江森を見た。

「あのさ、教養があって、威張らなくって、それでいて肩書きに頼らずに実力で女の人にもてる男の人、そんなにいないと思うんだけど。会社員だってそうじゃない？　クラブなんかに行くと名刺配ったりして肩書きに頼ってると思うよ？」

　うっと水迫は詰まった。

　江森は笑いながら続ける。

「一つの評価をみんなに当てはめるのって、それこそ威張ってない？」

　水迫は「まあ、君は人がいいからな」と締めくくり、その話題はそこで終りになったのだが……。

（ちょっと厳しいこと、言っちゃったのかなあ……）

　それが水迫に会った最後だった……。溜め息をつくと江森は窓の外を見た。

（けど、水迫君の評価と正反対のお医者さんもいるし）

　もちろん柴田のことである。

　最愛の恋人・柴田は実はかなり変わった性格だった。繊細な美貌に優秀な腕を持つ外科医として皆の注目を集めているのだが、本人にまったくその自覚はなく、それどころか幼い頃父と母の愛情が薄かったという心の傷のため、内向的で自信がないのだ。もっとも江森にとってはそういったネガティブ思考も含め、柴田のすべてが愛おしいのだが。

（浩司さん、威張らないし、教養はあるし、女の人嫌いだしなあ……つか、そもそもホモだっけ。嫌い、じゃなくて苦手かな？　それに肩書きとか何の意味もないって思ってるし）

　そう、一時医者でないことに引け目を感じていた江森に、「そんなの何の意味もねーの、俺はお前が好きなの！」と言ってくれたっけ……。

　水迫のことにまた考えが飛ぶ。

（そういえば転勤になってからやたら愚痴が増えてたな）

　考えてみれば、友人のいない街への突然の転勤は結構大変だ。

（付き合っている人がいたらしいし……）

　遠距離恋愛は上手く行かず、恋人とも別れた、という噂だった。そこまで考えて江森の頭に柴田の顔が浮かぶ。

（僕だってサラリーマンだからいつ何どき、転勤を命じられるか……）

　柴田と離れて住むなど考えられない……。だからといって会社を辞めるわけにもいかない……。

（でも絶対、水迫くんと違うのは）

　別れない、ということだ。そして愚痴をこぼす暇があるくらいなら、柴田の傍へ駆けつけると思う……。

（今はちょっと、忙しくて時間がないけど）

　そう、今は仕事に集中しなくては、と江森は目を瞑った。






　山中湖に到着したのはもう十一時を過ぎていた。それでも七月の週末のせいか、湖畔に建ち並ぶ土産物屋の店内に客の姿は途絶えない。レストランやカフェも盛況だ。高らかに響くクラクション、花火を上げる音、若い女性の歓声、湖畔の静けさはほど遠い。派手な外車や改造車が店の前だけでなく、路肩に堂々と駐車している。

　アタッシェケースを手に周回道路から林の中にあるセミナーハウスへと続くＹ字路に出た。角には終夜営業のレンタルビデオ屋が建っている。

「別荘族用かあ、便利になったなー」

　四年前、江森が新人研修を受けたときはまだそんなビデオ屋などなく、空いた時間を潰すことに皆、苦労したものだ。釣りが好きな江森にとっては、時間が許す限り釣りが出来て、全く問題がなかったのだが。

　レンタルビデオ屋の駐車場にもやはり改造車が停まっている。どれもシャコタンで、プレートナンバーは県外だ。

（うわー、もろ暴走族だ。そういえば、初日の出暴走、とか、こっちへみんな来るんだっけ）

　夏もまた暴走族のシーズンなのだ。何台かはエンジンを噴かし、マフラーが取り外されているので大きな音が響いていた。

（しょうがないなあ……近所迷惑、とか死語だよな）

　顔をしかめて通り過ぎようとしたとき。なにやら駐車場の片隅で怒鳴り声が上がっていることに気づいた。

「てめ、上等じゃねえかよ！」

「ざけんなよ！」

「埋めるぞ！」

　なにやら物騒なセリフで、

（え？　喧嘩か？）

　あんまり度が過ぎるようだったらまずい、と江森は歩みを止める。すると別な声が続いた。

「こっちはこれでも社会人なんだ！　ガキとはなんだよ！」

（え？）

　なんだか聞いたことのあるような声で、江森は目を凝らす。特効服を着た集団の中にカッターシャツにジーンズの背の低い男が立っている。黒い天然パーマ風の縮れ毛にくりっとした大きな眼の童顔には見覚えがあった。

「ひょっとして……」

　アタッシェケースを抱え直すと、江森は「君たち」と声をかけながら近寄った。

「あんだよ、おっさん！」

「口、出すんじゃねーよ」

　何人かがドスの利いた声で応じたが、振り返った顔はどう見ても未成年だ。みな悪ぶって毛は染め、ソリを入れていても社会人の江森から見れば明らかに子供だった。

　やれやれ、と江森は首を振った。

（まあ、この年頃ってしょうがないんだよな……）

　そして少年たちの真ん中にいたのはやはり後輩の渡辺公平だ。

「渡辺くんだよね？」

　名前を呼ばれ、渡辺はぎょっとして振り向く。

「え、え、江森先輩っ、な、なんでここにっ」

「そんなことより」

　表情を引き締めると江森は少年たちの中に割って入った。

「君たち、もう遅いんだから、こんなところでつるんでいないで、帰りなさい。遊ぶのはいいけれど、羽目を外しすぎないこと、いいね」

　少年たちは「あんだよ」「うぜー」などと口の中で呟くが、明らかに体格のいい江森に引いていた。

　このすきに、と江森は渡辺の腕を取る。

「さあ、早く帰ろう」

　引っ張られながら渡辺はまだ事態を把握していないようで、江森の顔を見上げたまま、「江森先輩ですよね？」と尋ねる。「それとも夢かな？」と目をこすった。

「そうだよ」

「いやーっ、やったー！　先輩に会える日を夢見てたんですよ！　僕に会いに来てくれたんですか？」

　違うよ、と江森は否定する。

「新人研修のお目付役だよ。まったく、来た途端にこれだ」

　厳しい顔になって江森は渡辺を見下ろした。

「あのさ、研修の門限は十時じゃなかった？　なんであんな所にいたんだい？」

　うへえ、と渡辺は首を縮めた。

「そう来ましたか……」

「研修での減点は厳しいんだよ？　しかもあんなチンピラと喧嘩して。警察沙汰になったらどうするつもりだったんだい？　不祥事でクビになったっておかしくないんだよ」

　うっ、と渡辺は唾を飲んだ。

「えっ、いきなりクビですか？」

「当たり前だよ、もう社会人になったんだから。学生時代とはわけが違うんだ」

　この自覚がないのが最近の新人だ、と江森は厳しい顔のまま渡辺を睨んだ。

　渡部は慌てて「すみません」と口の中で言う。

「ちょっとだけ……その、息抜きをしようと思って……で、酒を飲んで、レンタルビデオ屋にいったら、あいつらに絡まれて……」

　渡辺の言い訳を聞きながら後ろを伺うが、少なくとも暴走族風の少年たちはついてこない。やれやれ、と江森は歩くスピードを落とした。

「まあねえ、僕も新人研修の時には息抜きぐらいしなくちゃ、やってけなかったけど」

「そうなんですよっ、ボク、連続ドラマでハマってるのがあって……ところが続きを借りようとしたら、暴走族の連中が借りようとしてて……ガキの見るもんじゃない、なんて言ったんですよー」

　渡辺は意気込んで江森に喧嘩の理由を説明し出す。

「そんなつまらないことで喧嘩かい？」

　すみません、と渡辺は頭を掻いた。

「ボク、顔がどうも子供っぽくて、居酒屋でも追い返されそうになったんですよー。それもむかついちゃってー」

「うーん……」

　君って天然だね、とは言わずに江森は歩き続けた。

　やがて白樺の林の中にセミナーハウスが見えてくる。江森は裏口へと回った。

「なんだね、こんな時間に！」

　二人が研修責任者の沢野係長の部屋へ呼び出されたのは当然のことだった。

「すみません」と江森は深々と頭を下げる。

「西東京営業所の江森です。平井さんの代わりに来ました」

　脇で固まっている渡辺を指した。

「渡辺公平君は僕の後輩で、久しぶりに会うものですから、呼び出してちょっと酒を奢っていたんです。門限に遅れたのは僕の責任ですので」

　沢野は万年係長なのだが、後輩の面倒見はいい。しばらく厳しい眼で江森を睨んでいたが、やがて丸い顔をほころばせる。

「そうか、大学の後輩かあ。それじゃあ先輩風も吹かしたくなるってもんだな」

「はい」

「まあいいだろう、上へは内緒にしておこう」

　だが「今回だけだぞ」と念を押す。ほっとして江森と渡辺は沢野の部屋を辞した。

　自室を目指しながら渡辺は「すいません」と恐縮する。

「ま、研修って監禁されてるようなもんだから、しょうがないよ」

　江森は苦笑する。自分も新人時代は苦労したのだ。そして秋には自分もまたこのセミナーハウスで研修を受けることになっている。常に進歩している医学界、新薬も絶え間なく発売される。ＭＲはそれに合わせて頻回に研修を受けねばならないのだ。

（秋にはこっちが監禁状態だよー）

　だがこれも仕事のうちだ。部屋の前で別れ際に渡辺の肩をぽんと叩く。

「大変だけど頑張れ。一緒に働けるようになるといいね」

　すぐにきびすを返した江森は渡辺の眼が自分に釘付けになっていることになど気がつかなかった。

　渡辺と再会するのはおよそ四カ月後のことになる。そしてそれは新たな物語の発端となるのだった。









　　　　　　２




　午後三時過ぎのナースステーションは申し送りの最中で、足の踏み場もないくらいの混雑だ。三病棟に顔を出した柴田浩司は、中に入らずに入り口から大月医局長の顔を捜した。

「おや、柴田先生、どなたかお探しですか？」

　声をかけた鋭い観察眼の持ち主は三病棟のナース長兼柴田ファンクラブ会長の近藤だ。ナースステーションの事務机についてＰＣで勤務表を作っているところで、手術着の上に白衣を引っ掛け、痩身の医師がうろうろと廊下を歩き回っていることに気づいた。手術帽の下から乱れた髪が落ち、細い眉と切れ長の目にかかって相変わらず艶っぽい、と近藤ナース長は顔を綻ばせた。

「えっと、大月先生は……呼び出されたんだけど」

「大月先生は２Ａ病棟に行かれましたよ」

　２Ａ病棟は消化器内科の病棟だ。内科の入院患者が外科に転科することはよくあるので、柴田はありがとうと呟きながら内科病棟を目指した。

　ちょうどナースステーションには菅沼ナース長がいて、柴田を笑顔で迎える。つい先頃、原因不明の熱で２Ａに入院していた患者を柴田が受け持ったので、顔見知りとなっていた。

「ええと、大月先生は……」

「患者さんに説明ムンテラ中ですよ、かけてお待ちください」

　菅沼は「面談室」で大月が患者に説明していると告げる。

「え、手術のことですか？」

　何気なく尋ねると、菅沼は困った顔になる。

「そうじゃなくて……実は患者さんの家族と主治医の間にちょっとトラブルがあったんですよ」

「ええっ」と柴田は扉の閉まっている面談室を窺った。

「訴訟ですか？」

「いいえ、そこまでじゃないんですが、ドクハラですって」

「ドクハラ……」

　ドクターズハラスメント、略してドクハラだ。セクシュアルハラスメントの親戚といってもいい。治療の現場で医師は患者に対して絶対的権力をもっているわけではないが、どうしても力関係において優位な立場にある。言葉が足りずに患者の心を傷つけるような発言を医師がした場合、それを「ドクターズハラスメント」と呼ぶようになったのだ。

　深刻な場合は訴訟にも発展する可能性がある。

「じゃあ、今、家族に謝罪してるってわけですか？」

　心配になって柴田は訊いてみる。菅沼ナース長は「いいえ」と首を振った。

「代理の人が来てるんです。弁護士さんじゃないとは思いますけど」

　菅沼の言葉が終らないうちに、面談室の扉が開いて、パジャマ姿の患者とともに明るいグレースーツを来た男性が出てきた。口のへの字に結んでいる大月が続く。

　スーツの男は頭を下げると「では来週にでもまたお邪魔します」と言った。

「セカンドオピニオン用にお預かりした資料はその時にでも」

　男はナースステーションのほうを向くと、歩み寄ってナース長と柴田に名刺を手渡した。

「よろしく、またお邪魔します」

　二人が去ると大月医長が苦い顔をしてナースステーションにやってきた。

「やれやれ、色々な職業があるものだな。今のは『医療コーディネーター』なんだそうだ」

　柴田は渡された名刺を見た。「メディブレス」という社名が入っている。ＨＰのアドレスもあった。

「何をするんですか？」

　ナース長の問いに「患者に代わって医者から説明を受け、それを患者に判りやすく伝えるんだ」と答える。

「それって、医者の言葉が足りないってことですか」

「うーむ、そうとも言えるかな。どうも俺たちはつい医学用語を多用してしまって、平易な説明をしないきらいがあるからな」

「それでドクハラですか」と柴田は口を挟む。

「そうなんだ、ちょっと担当していた研修医が口を滑らせてね……患者の家族が不信感を抱き、別の病院でセカンドオピニオンを聞きたいと」

　やれやれ、と大月は椅子に腰掛けた。

「あ、それより、急用ってなんです？」

　尋ねる柴田に「そうそう、忘れてた」と広げてあるカルテを指した。

「大腸憩室炎の緊急手術だ。さっき救急病棟から内科に入った」

　はい、と答えたあと、はっと柴田は気づいた。

　今夜は恋人と会う予定だ。しかも十日ぶりに。恋人は先週から十日にも及ぶ研修を受けているのだった。

（早く帰れないって言っておかなくっちゃ）

　大月の説明が終ると、すぐさま病院のロビーを目指す。周りに誰もいないことを確認して公衆電話にカードを入れた。






「あ、点いてる……」

　マンションの前で見上げ、柴田は五階の自分の部屋に灯が点いているのを確認する。

「帰ってるんだ……」

　高鳴る胸を押さえ、エントランスへと入る。

　携帯かマンションに電話を入れてもよかったのだが、「まだいない」と知るのもいやでそのまま帰宅したのだ。

　どうもネガティブ思考から完璧に卒業してはいないと反省しつつ、部屋の扉を開ける。

「五月！」

　キッチンから明るい声が響いた。

「おかえり、浩司さん！」

「おかえりって……それはこっちのセリフじゃねーか」

「遅かったね、緊急手術、ご苦労様」

　柴田はソファにアタッシェケースを放り出すと、キッチンへと入った。

「留守録に『遅くなる』って入ってたから、がっかりしてたんだー。でも大変だったね」

「つーか、お前のほうこそ、十日も研修、大変だったな」

　ＭＲの仕事は自社製品の紹介と売り込みだ。それに加えて医者の接待やら学会の手伝いやら、太鼓持ち的な役割もある。しかしやはり本業をおろそかにするわけには行かず、ＭＲたちは日々新たに作り出される最新の薬品知識を必要とする。そのため、しばしば研修が行なわれ、今回江森が受けたのは山中湖半にある企業用セミナーハウスでの泊りがけ研修であった。

　特に夏に外資系の製薬会社と合併し、取り扱う製品が倍以上に増えたこともあり、今回の研修は今までで一番大変である。

　連日九時から五時までの講義と毎日のレポート提出というなかなかハードなもので、それが十日間続いたのだ。そして二人が十日間も離れているのは一緒に暮らすようになってから初めてのことなのだった。

　それまでもお互いに出張や学会などで二、三日家を空けることはあったが。そして柴田が何日も病院に泊まりこむことはしょっちゅうだが。そういった時は病院内ですれ違う時に目を合わせたり、もうちょいと大胆に立ち止まって話をしたりぐらいは出来た。

　それが今回は十日間、まったく会うことがなかったのだから、柴田としては会った瞬間に「五月ッ」と抱きつこうと思っていたが、そしてもちろん江森のほうも抱き締めてくれるだろうと予想していたが……。

　柴田がキッチンに入っても江森は背中を向けたままだ。

（なんだよ……）

　ちょっとがっかりしてうかがうと、江森はなにやら鍋で暖めている。味噌のいい香りが漂って来た。

「な、なにしてんだ？」

「山梨名物『ほうとう』ですよぉ」

　江森は振り返ってにっこりする。駅の土産物屋で見つけたレトルトパック入り、という優れものである。鍋に移し変えて暖めるだけで本格的な味噌仕立てのほうとう鍋が出来上がるのだ。お玉でかき混ぜながら江森は柴田を見下ろして訊ねる。

「浩司さん、ゴハン、食べた？」

「えっと……食べてない」

　夕方から行われた緊急手術は三時間近くかかった。今夜の当直医師が主治医になったので、手術終了後はすぐに帰れたのだが、食事をとる暇はもちろんなかった。

「やっぱり！」

　江森は怖い顔をになった。

「あのねえ、なんでもいいから少しでも食べなきゃ駄目だよ」

　ガステーブルの火を消すと江森は冷蔵庫からアルミホイルにくるまれたものを取り出す。

「そうだと思ったんだー、買ってきてよかった！」

　焼きお握りをラップに包み直すと電子レンジに入れた。

「営業所のみんなが『出所祝い』って、飲みに誘ってくれたんだ。そこのお土産だよ」

　暖めなおしたお握りを皿に置き、鍋からほうとうをお椀によそう。どんとテーブルに置くと柴田の手を引いた。

「食べないと駄目だよー」

　ええー、と柴田は顔をしかめる。

「いい。腹、減ってねー」

「もうっ」と江森はまた太い眉を寄せた。

「これを食べないとセックスしてあげないよ」

「え、ええー？　マ、マジかよ？」

　江森がそんなことを言うなんて信じられない、と柴田はあんぐりと口を開けてしまった。

「もうっ、僕、色魔じゃないんだよ、あのねえ、浩司さんのことを心配するパートナーなんだからね？」

　これからの人生をともに歩もうと決意した時、「この人のことを守ろう」と思った。それにはまず健康第一で、「奥さんが旦那さんにやってあげることを僕がやらなくっちゃ」との結論に達していたのである。

「健康が一番大切なんだからさー、身体を大事にしなくちゃ。そのためにはゴハン、食べないとね」

「判ったよ……」

　柴田はテーブルにつくと渋々食べ始める。だが焼きお握りは醤油が染みていて香ばしく、食欲を増進させる刻んだ赤紫蘇とじゃこが具になっていて、

「すげー美味い！」

　前の椅子に陣取り、頬杖をして見張っていた江森も満足の笑みを浮かべる。

「でしょう？　加藤さんが見つけたんだけど、美味しくて安くて、いいお店だったよ？　今度一緒に行こう？」

　はふはふ言いながらほうとうを食べる柴田を江森は真ん前で頬杖を突き、見詰める。

「手術、大変だったの？」

「つーか、それより、大月先生がトラブって、もう術中、ずっと愚痴をこぼしてそれに付き合うのが大変だった」

「え？　トラブル？　医療事故？」

「じゃなくってドクハラだってさ。まあ、医療事故ほど深刻じゃないけど、やっぱり訴訟にもなることがあるって」

　柴田の説明に江森は「うわ、最近は医療訴訟も多いからね」と眼を丸くする。

「けど、医者も不用意なこと、よく言うからな。俺、最近、読んだ本で……」

　アメリカの医師が自分が病気になって入院したとき、患者の心が傷つくような言葉を吐く医師がいると身をもって体験した。そして快復したのちに、医師たちに猛省を促すため、いろいろな例を調べて本にしたのだ。

「たとえば、冠動脈硬化で心筋梗塞を起こす危険性のある人に『あなたは体の中に時限爆弾を持っている』とか、『この血管が後家作りだ』とかさ」

「ひえー、言われたらたまらないよね、そんなこと。それがドクハラかあ」

「まあ、早く手術した方がいい、と思っての発言だろうけどな。最近はドクハラをなくすために『医師の心得集(ドクターズルール)』って本も出てるくらいだ」

　ふーん、と柴田を見詰める。

「その点、浩司さんは大丈夫だね。どっちかというと、口数少ないから、失言もないよね」

「お前さあ、失言ってひどいじゃねーか」

　お喋りが弾んで、いつのまにかほうとうを平らげていることに柴田は気づいた。

　江森は立ち上がって後ろから椅子ごと柴田を抱く。

「じゃー、ちゃんと食べたご褒美に……」

　項に顔を埋め、囁く。

「今度は僕が食べる番だよ」

「もうっ」






　煌々と点いた蛍光灯の元で、江森は白い下腹がヒクヒクと痙攣する様を見つめていた。

「駄目かなー、もう」

　腰を突き上げると下腹の柔らかい生き物がくいと頭をもたげる。しかしすぐまた項垂れてしまう。それでもその動きがまるで蛹から何か新しい生き物が生まれようとしているかのようで、江森はじっと視線を貼り付ける。縮まったものがヒクヒクするたびに付け根の果実も上下するのがなんだか可愛い。

（浩司さんって、どこもかしこも全部可愛いんだよな……）

　細い腰を抱え直すと、角度を変えて抉ってみた。

「あッ、く……」

　小さな呻きが上がり、またむくむくと下腹のものが力を取り戻す。

「ここかな？」

　力を込めて深く入る。

「う、そ、そんな……駄目……」

　柴田はぎゅっと瞑っていた眼を開け、恋人を睨んだ。

「も、俺、駄目だって……」

「駄目じゃないよ、浩司さん、おっきくなってきてるよ？」

「うう……ッ」

　自分の下腹を確認すると、柴田はまたぐったりと頭を枕に落す。

「そ、そりゃ医学的にはなるよ、刺激すれば血液が海綿体に流れ込むんだしッ、けど、もう達くのは無理だって！　でかくはなるけどふにゃふにゃだろうが！」

　うーん、と江森は指でちょんちょんと目の前の可愛いものを突く。

「ほんとだ、ふにゃふにゃだー」

「あっ、バカッ」

「でもまだ二回しか出てないじゃないのー」

「二回も出れば充分だろ！」

「えーっ、駄目だよぉ、足りないよー」

　不満げに江森は腰を使う。

「だって十日間もしてないんだよ？　もう一回ぐらい出るんじゃない？」

「出ないって！」

　柴田は躍起になって言い張った。

「もうタンク、空っぽだよッ、一回目にすごく出ちゃったからッ」

　確かに、と一応は同意しながらも江森は今度は指を絡めた。

「だよね、うーんと感じた証拠だね？　浩司さん、あの体位だといつもより一杯出るんだよね」

「わーッ、んなこと、言うなッ」

　柴田は真っ赤になって拳を振り回したが、江森の胸には届かなかった。

「もうッ、どーしてそんな恥ずかしいこと、言うんだよッ」

「恥ずかしいかなあ？　だって恋人同士だし、これぐらいは言ってもいいんじゃない？」

　怒りまくる柴田に江森は笑いながら答える。

「俺はいやだッ」

「はいはい、判りましたってば」

　本気で怒られても困るので、江森は口先で謝ると絡めた指を動かし始めた。

「あッ、ふ……んんッ」

　慣れた手つきで扱かれると背筋を快感が這い登ってきて、柴田は身体を捩り始めた。シーツの上で泳ぐような優雅な動作は感じている証拠だ。

（もう一回、どうしても達かせてやるッ）

　江森は腰を使いながら気合を入れて扱き続ける。

「あ……はうッ、も……」

　やがてシーツを手繰っている柴田の細い指に力がこもったのが判る。

「あ……くッ、五月ッ、もうッ、い……」

　あそこの硬度が増してきたのを感じ、江森はしめしめとほくそ笑んだ。

「カタくなってきたよ、浩司さん、イけそうじゃない？」

「ちが……い、や……だ、もう……やめ……」

「うそ、ここ、イキたがってるよ！」

　江森は柴田の腰を捕らえ、激しく揺さぶる。深く入って抉り、退くと再び力いっぱい穿つ。片手で握ると激しく扱いた。

「い、や……あああッ、もうッ、くうううッ」

　残っていた僅かな液が搾り取られ、柴田は身体をエビのようにそらして痙攣した。

「ううう……」

　がくがくと震える身体を江森は抱き締める。

「五月……もー、死んじゃうよ……」

　身体からすべてのエネルギーが抜けて、指一つ動かせない。ぐったりと眼を閉じたまま、柴田は呻く。

「やっぱり残ってたじゃないの」

　能天気に江森は放たれた液を指で掬った。

「車みたいにメーターがついてると判りやすいのにねー、Ｅ（空）とかＦ（満タン）とかさぁ」

　クスクス笑いながら柴田をもう一度抱き寄せる。

「さ、今度は僕の番だよ！」

「ううう……」

「何が『健康が大切』だよッ」と言いたかったが、諦めて柴田は眼を閉じた。






「浩司さん、だいじょぶ？　ポカリ、飲みなよ」

　冷たいペットボトルを頬に押し当てられ、柴田はようよう瞼を開ける。

「う……」

　一口二口と飲むと、なんとか声が出るようになった。

　江森は温めたタオルで柴田の身体を拭い始める。

　綺麗に拭うと再び横に身体を入れ、柴田を抱き寄せる。優しく背中をさすった。

「うう……」

　どうも終わったあと、優しくされると文句を言うことが出来なくなってしまう。

　諦めてまた柴田はポカリを飲んだ。

（しょーがない……それに十日も会えなかったんだもんな……）

　自分だってつい夢中になって求めたんだし……。

（そ、それに一回目に出し過ぎちゃった俺も悪いのかも……）

　相変わらずトロいことを考えていた。

　それでも江森を見上げ「今夜はこれで終り」と宣言する。

「えー……そんなぁ」

　江森は不満げな顔をしたが「まあ、いいや」と答える。

「その代わり、週末はイッパイやるよ？」

　土日なら仕事がないからいいかも、と柴田も頷く。

　ヤッター、と江森は笑いながらまた柴田を抱き寄せた。

「それに来週、僕、新人同行だから、出張とかないし、来週もずっと一緒にいられるよ？」

「新人同行？　ああ、六月にお前、新人がとか言ってたあれ？」

　研修医の坂口が柴田についていた頃、やはり江森が新人の面倒を見ていたと言ったことがあった。それを思い出して訊ねてみる。

「ううん、あれは新人研修の手伝い。今度は現場に同行するんですよ。ＭＲの心得を教えるんですって。僕も新人の頃、先輩に連れられて色んなとこ、廻りましたよぉ」

「なんか……大変そうだな」

「今日、営業所に帰ったら、課長に言いつけられちゃったんですよー」

　新人同行。四月に入社した新人を一緒に連れ歩き、営業の現場に慣れさせることである。三ヵ月の研修が終わった新人は、さらに三ヵ月の内勤をこなし、その後、現場の雰囲気を知るために営業担当と病院やら医院やら薬局を回るのだ。これがおよそ三ヶ月ほど続く。

　要するに新人のお守りである。

「でも、僕、まだ三年目だから、もっと上の人のほうが、って一度は断ったんですけど」

　はっきり言って、新人同行はかなり面倒だ。評価のレポートも書かねばならない。ベテランほど「勘弁してくれ」と文句を言ってくる。

「それが僕の大学の後輩だっていうんで、断れなくて」

「へー、後輩なんだ！」

「しかもテニス部でも後輩だったんだよ」

「クラブ活動か……俺はそんなのなかったからな」

　人付き合いが苦手の柴田は首を竦めた。

「お前は結構合ってるかもなー。テニスとか初心者教えるの上手いもんな」

　納得顔でうなずく柴田に江森はうんとうなずく。

「お前も新人んときは先輩に連れられて大学とか回ったんだろ？　うちにはこなかったんだな」

「僕、新人同行のときは三多摩地区でしたから」

　ふいに江森が柴田の顔を覗き込む。

「ねえ、浩司さん、薬剤情報をネット配信してる会社って知ってる？」

「ネット配信？　ああ、そういや、最近は多いなあ」

　ＰＣには数多くのＣＭと一緒に医薬品情報が送られてくる。ダイレクトメールと同じでほとんどが宣伝を兼ねているが、中には副作用や臨床試験情報など有用なものもある。

「なんでいきなりそんなこと？」

「実はねえ、同期で入社した人がそこへ転職したんだって。研修所で僕、聞いたんだよね」

　ちょうど研修担当が人事課長だった。水迫も江森もよく知っていて、尋ねたところ、転職先を教えてくれたのだった。

「ふーん、ＭＲが合わなかったのかあ……ま、そーゆーこともあるよな。俺、消化性潰瘍のＭＲを持ったことがある。営業が合わなくて、ストレスで吐血したんだ」

「ええ？　まさか水迫さんじゃないよね？」

　江森はぎょっとして尋ねる。

「ううん、四年前だし」

　研修医のときだ、と柴田はペットボトルに手を伸ばした。

「自動車の運転が苦手だったんだって。営業に車は不可欠だからな。でも上司に頼んで内勤に変えてもらったから……合わなければ早めに変わったほうがいいよ」

「そうだねえ。その人、薬学部出身だから、そっちのほうが合ってるかも」

　ちょと江森が心配そうな表情になったので、柴田は「気になるなら連絡してみればいいじゃないか」と言う。

「そうだなあ……やっぱ、同期の人だし、僕、ずいぶん世話になったんですよ」

　いいながら江森は指で桜色の突起を弄い始める。

「あっ、こら、もう駄目だって言ったろ！」

　柴田は江森の胸を押しやって睨む。

「触るだけだからさー、ね？」

「……本当に触るだけだからな」

「うん、約束するよ、僕！」

　もちろん心の中の声はこうだ。

（いつだってそのうち触るだけじゃなくって、とか自分から言い出すのにな……ホント、可愛いんだよな、浩司さんは……）

　クスクス笑いながら江森は柴田の上に覆い被さった。
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「ＣＴのフィルムをお返しします。セカンドオピニオンですが、やはり動脈塞栓術が侵襲も少なく、薦められるとのことでした」

　面談室で柴田は大月と共に１外に転科予定の患者について、患者に説明をしているところだった。

　患者と同席しているのは、先日、名刺を置いていった医療コーディネーターだ。スーツ姿の男は丁寧な口調で大月に話しかける。しかし少し吊り上がった眼には明らかに冷たい光があった。

「ただ、こちらの病院でそのまま治療を受けることについては家族の同意がまだ得られませんので、しばらく時間をいただきます」

　大月は渋い表情のまま、うなずく。

　二人が出ていくと、柴田は大月に「俺ら、信用されてないってことですか」と尋ねた。

「うーむ、そういうわけじゃないと思うんだ。ただ再発だからな、家族も患者本人も、迷っているんだと思う」

「医療コーディネーターの人はどう考えてるんでしょう。もっと家族や患者さんを説得してくれてもよさそうなものなのに」

　立ち会っていた菅沼ナース長が口を挟んだ。

「決めるのは患者と家族だ。コーディネーターは橋渡しをするだけだからな。決められないでいるのは何か理由があるんじゃないかな。単にドクハラだけではないと思う。きっかけではあっただろうけどね」

　いろいろな患者を診ているだけあって、大月はするどい意見を述べる。

「……小早川こばやかわ先生に相談してみたらどうですか」

　柴田は言ってみる。精神科の小早川講師は他科とまたがった症例を扱う「リエゾン精神医学」が専門だ。四ヵ月ほど前、ストレスから穿孔した消化性潰瘍の患者を一緒に受け持ったことがあった。それ以来、小早川は気安く柴田に話しかけるようになっている。

　柴田のほうは、自信に満ちあふれた「ちょい悪」風二枚目の小早川を少しばかり苦手としているのだが、それでも精神科医としての有能さは尊敬している。

「そうだなあ……手術は先に延ばそう」

「じゃあ、俺、依頼状を書いておきます」

　これまで手術に備えて検査をしてきたのだが、ぜんぶやり直しだ。

　いや、労力を厭っているわけではない。信頼されていないというのが一番辛い。

　柴田は少しばかり疲れを感じ、病棟をあとにした。



　街路樹の葉が風に舞い、虫の音がそこここで上がっている。秋の夜はセンチメンタルな気分を誘う。柴田はマンションへと歩きながら空を見上げた。

（五月、もう帰ってるかな……）

　マンションのすぐ傍まで来て信号機待ちをしていると、通りの向こう側に江森が誰かと連れだって歩いているのが見えた。

（あれ？　誰かな……同僚の人かな？）

　男は江森より僅かに低いが痩身でスタイルがよく、バーバリのコートが似合っている。二人は話しながら、喫茶店へと消えた。

（なんだろ……あいつも忙しいから、まだ仕事の話かな？）

　今週は新人同行とやらで大変らしく、江森の帰宅はいつも遅い。お互いの寝顔しか見ていない、といっても過言ではない。

「ずーっと一緒にいられる、なんて言ったくせに……」

　けど仕方ないよな、と呟いて柴田はエントランスに入った。エレベーターを待ちながら、ふと「新人かな？」と気づく。

「そっか、新人にＭＲの心得、とか教えてるのかもな……ＭＲズルール、かあ」

　時間外ではあるが、仕事熱心な江森ならあり得る、と納得した。






「ただいまー！」

　元気な江森の声が響いたのは、それから二時間近くも経ってからだった。

　ソファで医学書を読んでいた柴田は江森がリビングに入ると「どうだった、新人同行は？」と聞いてみる。

　バスルームに向かいながら江森は「今どきの若い子、って感じだったよぉ」と答える。

「お前な……お前だって充分そうじゃないか」

　ちょっと柴田は呆れ声を出す。

「だってねえ、医局に行ったとき、携帯は切ってないし、着メロが鳴った途端、ドクターの前でウンコ座りをして話し始めるし……でも最近は大学でも『授業中は携帯の電源を切ること』ってわざわざ貼紙がしてあるって聞いたから、しょうがないのかなあ」

　シャワーを浴びながら大声で話す江森に柴田も「そうかもな」と相槌を打つ。

「ほら、臨床実習ポリクリで回ってくる学生なんか、俺らの頃からは全然違うからな」

「うわ、なんか『今どきの若いのは』なんて言うようじゃ、年取った証拠かなあ」

　笑いながら江森はバスタオルで身体を包むと、リビングに戻る。

「けど、真面目にやってるんだろ、そいつ」

「んー、まあまあだねえ」

「うわ、お前、偉そう」

「えへへへ」

　江森は髪の毛をごしごしと拭きながら柴田の隣に座り、本を覗き込む。

「あっ、水が垂れるからやめろって！」

　ごめんごめんと謝りながら江森はまた頭を遠ざける。

「けど、なんか、浩司さんの気持ちがちょっと判ったかも」

「は？　俺の気持ち？」

「ほら、嵩たかしって奴の主治医になったときさあ」

　鮨屋の出前をやっていたという青年の主治医になったとき、崇に親切な柴田を江森は問い詰めたことがあった。

「浩司さん、弟みたいだって言ったじゃない」

「まーな」

　それからトレンディ俳優の朝比奈あさひな繁樹しげき。彼にも柴田は親切だった。このときも「弟みたいなもんだし」と言っていた……。

「あの時は『なに言ってんだ』とか思ったけどさ。新人って弟みたいに感じるね。浩司さん、次男で末っ子だし、僕も二人の姉がいる末っ子だから、なんか年下の子に慕われるのって嬉しいかも」

　江森の口調が楽しそうだったので、柴田は本から顔を上げた。

（あれ……）

　なんだか胸の中がもやもやしてくる。

（どしたんだ、俺……）

　柴田の困惑に気づかず、江森は話を続ける。

「今日はねえ、耳鼻科外来で佐野先生に会ったんだよ。そしたらねえ……」

　耳鼻科の佐野医師はすらりと背の高い女医だ。痩せてはいるが手も足も抜群に長く、アイドル歌手のようなぱっちりとした目鼻立ちだ。ショートヘアで形のいい耳にはいつも金のピアスを付けている。

　江森が訪れると「まあ、エモちゃん、なあに？」と歓迎してくれた。

「その新人って渡辺公平って言うんだけど……」

　江森の話は続く。

「新人同行なんです」

　同じように渡辺を紹介すると、佐野はまた優しい笑みを浮かべた。

「まあ、可愛いのねえ、いくつ？」

「幾つって、今年入ったばかりですから二十二です」

　渡辺が自己紹介すると、まあ、と佐野は口に手を当てた。

「そうか、私が二十歳の時子供を生んでれば、もうこんなに大きくなってるのねえ」

「ええっ」

　渡辺は眼を丸くして佐野を見た。

「そんな年には見えないです！」

「ちょっと、ちょっと！」

　たとえ褒め言葉でもＮＧワードだろう、と江森は青くなったのだが、佐野は気にせずまたにっこりした。

「嬉しいわあ、若い子にそう言われると」

　そう、オジサンに「その年で」と言われるとむっとするが、若い子しかもイケメンならなにを言われても腹は立たないのだ。

「だって本当ですっ、自分的に全然オッケーです！　先生んとこって娘さんですか？」

　何を訊ねるのかと佐野は怪訝な顔になったが「そうよ」と答えた。

「そんじゃー、今流行の友達母娘おやこですねー」

　その言葉に佐野はケロケロと笑い出した。

　いくら天然でも、と江森は腕を引き、「すみません」と謝る。

「いいのよお。それより耳鼻科のコンパの時に一緒に連れてきてね？　他の人にも紹介するわ」

　渡辺は使える、と江森はそのとき思ったのだった。

「……というわけでさ、渡辺君って、天然なんだよ。そう言えば、浩司さんも天然だから、ちょこっと似てるかな？」

「俺のどこが天然だよ！」

　自覚がないとこ、と江森は眼をくりくりさせる。

「それにねえ、もっと似てるとこ、あるかな？」

　次に江森は渡辺を小児科外来の小池に紹介したのだった。

　小池は中堅の女医で、外来担当だ。外来看護婦は「奥でお茶を飲んでますよ」と答え、江森は中に招き入れられた。

「やだ、エモちゃんじゃない、どうしたの、朝から外来に来るなんて」

　小柄な白衣を着た女医が奥の看護婦詰め所から顔を出す。髪はポニーテールにし、そばかすの散った化粧気のない顔は女学生のようだ。

「小池先生、新人同行なんです。うちの新人・渡辺です、宜しく」

　江森は渡辺の腕を掴むと小池の前に押し出す。

　小池は顔を綻ばせ、「やだー、可愛い！」と叫ぶ。うっと渡辺は引いたが、構わず小池は渡辺の肩に手を置いて引き寄せた。

「君、ちょうどいい背だわあ」

　ここで江森が解説する。

「ほら、小池先生って小柄で、心臓外科にいる旦那さんもわりと背が低いでしょう？　浩司さんのこともすごく気に入ってるじゃない、ここも似てるでしょう？」

「まあな」

　なんとなく釈然としないまま、柴田はうなずく。

「それでどうしたんだ？」

　江森はそこで小池が渡辺を可愛いと絶賛した、と続ける。

「エモちゃん、君んとこってＭＲオーディション制なの？　ジャニーズ事務所から引き抜いたみたいじゃない、この子」

　周りの看護婦達もうんうんと頷き、「イケメンじゃないですかあ」と評した……。

「って……じゃあ、あれは違う奴だったのか？」

　柴田は思わず口を挟む。さっき江森と一緒だった男はそこそこ背が高かったのだ。

「え？　あれって？」

「さっき、マンションの前で見たんだ。誰かと一緒だったじゃないか。てっきり新人のＭＲとお茶でも飲むのかと……」

　江森は眼を丸くして一心不乱に髪の毛を拭き始めた。

「浩司さん、見てたんだ」

　むっとして柴田は江森を見る。

「その、別に覗いたわけじゃないし。俺が知らない人だから、同行してる新人かと思ったから」

　すると江森は髪を拭きながら背を向けた。

（え……？）

　まるで拒否するような反応に柴田は驚愕した。今までそんな態度を取られたことはなかったのだ。

（どういうこと……俺、なんかまずいところを見たのか？）

　これが相手が女性だったら、昔の恋人かも、なんて疑心暗鬼に陥るかも知れない。

（でも男だったし……）

　掛ける言葉が思い浮かばず、柴田は沈黙の中、江森の背中を見守る。

　しばらく熱心に髪を拭いたあげく、江森は笑顔で振り返った。

「別に内緒で会ったわけじゃないんだ。その……ほら、前に言ったでしょう、転職したっていう同期の人だよ」

「そ、そっか、なんだー」

　まったくいつもと変わらない笑顔に、柴田はほっと胸を撫で下ろした。

　一端口を開くと江森は饒舌に説明を始める。

「浩司さんに心配なら連絡したらって言われて、僕、メールしたんだよ。そしたら偶然、Ｊ医大に仕事で来てるから会おうって。それで話をしたんだ」

　ああ、と柴田はうなずいた。

「ネット配信してるとかいう……」

「それだけじゃなく、そこは病院のＭ＆Ａもやってるって。大企業が病院経営に乗り出してるって。そんなこと、あるのかな？」

　柴田は「あるんじゃねーの」と答える。

「ときどき医局で話題に上るよ。病院経営もこれから苦しくなるって。大学病院だって、補助金がなくちゃやってられないってさ」

「うわー、同じことを言ってたよ、水迫は」

　江森は眼を見開いた。

「今、政府は医療費の引き締めにかかっていて、病院は冬の時代に突入してる。今までもぬるい個人経営の病院がどんどん潰れてるけど、もっと倒産は多くなるって」

　柴田は「そうだな」と同意した。

「それを見越して大企業が病院経営に乗り出してるんだよ。そのうち保険医療と非保険医療との混合診療も認められるから」

　現在は特別な場合を除き、保険制度の下では一緒に保険外医療を受けることは出来ない。

　混合診療の長所は、保険制度で決められた範囲外のいい医療が受けられることだ。つまり保険の利かない医療を患者自身が選べるのだ。しかしそうなると、高額な保険外医療を受けられるのは金持ちだけ、となる場合もある。

「生命保険会社はすでに混合診療を見据えて病院経営を模索してるんだそうだよ。特に富裕層目当てにね。けれどベッド数は地域で限られてるし、新しく医療機器を入れて病院を建てるには金がかかりすぎる。そこでＭ＆Ａってわけなんだって」

「Ｍ＆Ａ？　会社じゃなくて病院の？」

「うん、潰れかけてるところを買い叩くらしい」

　江森はリビングのワードローブからアタッシェケースを持ってくると蓋を開ける。

「こんなもの、もらっちゃった」

　柴田が見ると、会社概要のパンフレットだった。

「水迫の会社の概要だよ。今度新しく、病院買収を扱うことになったんだって、ほら」

　開いたページには確かに「Ｍ＆Ａ部門」とあった。

「今後、倒産しかかって売りに出される病院は増えるから、そういう場合も普通の会社の買収と違って、医療業界をよく知っている人間が交渉に入るほうがスムーズに進む、って幹部は考えてる。それでＭＲを当てるのが最適ということになったんだって」

「その、同期の人もやってるのか？」

　すると江森はううんと首を振った。

「水迫はおもに国内・国外の文献をあさって、有用な情報を抜き出したり、ネットアンケート調査なんかの質問も考えたりするんだそうだよ。あ、前、浩司さんが言っていた医療コーディネーターの資格も持ってるんだって。やっぱ、コーディネーターは薬剤の知識がなければ出来ないからね」

「ずいぶんと色んな話を聞いたんだなー。そういや、二時間以上も話してたな」

　それにしても、と柴田はパンフを捲った。

（こんなのももらったなんて……）

　単なる旧交を温めたというには妙な気がする……。

　首を傾げる柴田の手から、江森がパンフレットを抜き取った。

「まあ、いいじゃない」

　けど、と柴田は真面目な目つきで江森を見た。

「Ｍ＆Ａもいいけど……俺たち末端はひたすら仕事をするだけだ。医療なんてそもそもペイするかどうか、なんて考えてたら、やってらんねーよ。混合診療そのものは反対じゃないけど、金持ちしか受けられない医療なんて……大企業が医療で利潤追求するなんて、どうかと思うよ」

　江森は驚いた顔になって柴田を見る。

「すっごーい、浩司さん、なんかいいこと言うね、世間知らずなのに！」

　だから、と柴田は江森を睨んだ。

「あのなー、テレビとかは見ないけど、ちゃんと新聞、読むし」

「そっかー」

　柴田は本を閉じると立ち上がる。

「じゃあ、寝ようぜ」

　しかし「金曜日までお預けだからな」と言い足す。

「いいな、土・日、やりすぎてもう空っぽなんだからな！」

「判ってますってば」

　不満げな声で答えると、江森はベッドルームへとついていった。

「でも金曜日は絶対ヤルからね？」

　ベッドに入ると鼻息も荒く宣言する。

「ええっ、まさかまた、週末はずっとベッドとか言うんじゃないだろうな」

　引き気味で柴田は江森を見上げる。

「まさか、そんなことはしませんてば」

　笑いながら江森は柴田の顔を覗き込んだ。

「あのね、この前、研修で行ったセミナーハウス、すっごくいいところだったよ。あ、研修さえなければだけど。鳥は鳴いてるし、富士山は目の前だし、空気は澄んでて、すっごく食欲も増しちゃった」

「お前はどこでも食欲、あるじゃねーか」

　柴田が言うと、江森は「ねえ、一泊でいいから山中湖に行かない？」と訊く。

「近いし、ちょうどいいよ。浩司さんもきっと食欲旺盛になって、元気出るよ？」

　いきなり切り出され、柴田は首を捻る。

「うーん……でも今、学会発表の準備で忙しいし」

　言下に否定され、江森はがっかりした顔になるがめげずに続ける。

「駄目なら、また釣りにでも行こうよー。浩司さん、健康のために自然に親しんだほうがいいよ」

　江森が自分の健康を気遣ってくれているのは判った。だが、釣りは……。

「釣りかあ？　うーん、俺、短気だからな……」

　十月の初めも江森と二人、釣りに行った。結局途中でやめてしまい……。

　そのあとの出来事を思い出し、柴田は懐疑的な眼になる。

「おい、また外でエッチ、とか考えてねーだろーな」

「やだなー、とんでもありませんてばあ」

　焦って江森はブンブンと首を振る。

「じゃあ、日帰りでバーベキューにしましょうか？　ちょっとだけ釣りして、ね？」

「バーベキューかあ……」

　家族の情愛に乏しかった柴田にとって、一家で楽しむバーベキューは憧れに近いものがある。

「……いいかもな」

　ヤッター、と江森は枕を抱きしめて喜びを表した。

「じゃあ、今度、その道具とか買いに行きましょうか？」

　バーベキューの網や燃料を買いに量販店へ行く……その情景も憧れていた。

「……いいかもな」

　なんだか浮き浮きしてきて、柴田は江森の胸に顔を埋める。

「ええっ？」

　さっき「駄目」と言ったのに、まさかお誘い？　と江森は柴田の顔を覗き込んだ。

「なーに、浩司さん？」

「なんかさあ……」

　柴田は顔を赤らめ、江森のパジャマにしがみつく。

「俺、そーゆーことってしたことなかったし……それにさ」

　したくっても、と小声で続ける。

「バーベキューなんて独りじゃできねーだろ？　お前と二人だから出来るんだな……」

　すげー嬉しい、という小さな声に江森は胸が熱くなる。

（バーベキューぐらいがそんなに嬉しいなんて……この人ったら）

　ちくりと痛む心を隠し、わざと呆れ声で言ってやる。

「やだなー、僕、もっとあっちで嬉しがらせてるつもりなんだけど？『イイ』とかあんなに言ってるのに、バーベキューのほうが嬉しいの？」

「ば、ばっか……ちげーよ、あっちも嬉しいって！」

　本気で言い返す柴田を素早く江森は下に組み敷く。

「じゃあ、嬉しがらせてあげるよ、浩司さん」

「もうっ、駄目って言ったじゃないかッ」

　それでもすでに下腹には熱が集まり始めていて、触れられて思わず喘いでしまう。

「ちょっとだけだから、ね？」

　耳元で囁かれて柴田は小さくうなずいた。






　小さな突起は二つとも膨らんでつんと上を向いている。江森は両手で同時に先端を捻った。

「っは……うっ」

　柴田の呻き声と同時に、自分のモノが収まっている内部がぐぐっと締まるのを感じ、江森は快感にうっとりと眼を瞑った。

「浩司さん、気持ちイー」

　今度は強く爪を立てる。

「あ、いた……っ」

　再び壁がうねり、奥から熱いものが押し寄せる。

　柴田のモノはもう何度も放ったので、随分前から項垂れたままだが、それでも江森は愛撫を続けていた。

「浩司さんって乳首、感じやすいよねー」

「バ、バカッ、言うなよッ、そんな恥ずかしいこと！」

　柴田は掠れ声で言うと、下から睨んだ。しかしその眼は潤んで、あまり本気で起っていないと江森は踏んだ。

「だって散々やったけど、まだまだ感じてるじゃない」

「感じてないよ、もう勃起しないだろうが」

　むきになって否定する柴田に江森は「ナカ、感じてるよ」と言い放った。

「僕、判るもの。こうやって弄ると……」

　言葉と同時に摘むと、柴田は呻いて腰を捩る。

「ああ、気持ちいい……ナカ、ぎゅーっと締まるんだよ」

　柴田は溜め息をついて自分の胸を見た。もう突起は両方とも赤く腫れ上がっている。

「もう、やめろって。やりすぎるとあとでＹシャツに擦れて痛いんだってば」

「そっか……」

　残念そうに江森は指を離す。

「じゃあ、吸ってもいい？　吸うのなら痛くないでしょう？」

　うーむと柴田は考える。恋人の要求には逆らえない。ここがトロいところだった。

「いい」

　江森は喜んで顔を近づけたがこの体位で自分のモノを根元まで収めていると、うまく吸えないことが判った。

「入れたままで吸いたいなー。浩司さんのナカ、きっと吸うとすっごく感じると思うんだよね」

　ぶつぶつ言いながら、江森はなんとか実行しようと柴田の身体を動かす。体制を入れ替え、背後から自分の膝に載せてみた。

「浩司さん、上だけこっち向いてよ」

「できるか、そんなこと！」

「うーん、駄目かなあ」

　諦めきれず、江森は柴田をシーツに横たえる。

「そっか、横からじゃどうかな？」

「諦めろっ」

　抗議にも構わず、江森は足を交叉すると、柴田の片腕を自分の肩に担いだ。身体を捩って柴田の胸へと自分の顔を近づける。

「バカかっ、どーゆー……」

　力任せに腰を捻られ、柴田は痛みに喘ぐ。同時に突起を噛まれ、「痛いっ」と叫んだ。

「やめ……」

　全部言う間もなく、また強く噛まれる。

　無理な体勢のまま、下から突き上げられる。背骨が激しく軋んだ。

「ああっ、さ、つきっ」

「浩司さんっ、いいっ、出るっ」






「ごめん、浩司さん……」

「ううう……てめー、今度コブラツイストをかけたら殺すぞ！」

　江森は慌ててまた腰をさする。

「ここ、痛い？　こっちは？」

　俯せで腰をさすられていると気持ちが良く、柴田は機嫌が直ってきた。

「……だいぶいい」

「よかったー！」

　溜め息をつくと柴田は仰向けになり、江森に腕を伸ばした。

「まったくもー、無茶なことするなよ」

「ごめーん。ほら、研修が長かったからさー。なんか、浩司さんの禁断症状だったのかも」

　セックスのときはちょっと強引なこの恋人にとことん柴田は弱いのだ……。広い胸に抱き込められ、柴田は瞼を閉じた。

「まー、俺もお前がいなくてすっごく寂しかった」と呟く。

「ほら、お前がむちゃくちゃ仕事してたときもそうだったけど……でも、今回はほんとに全然家に帰ってこなかったから」

　研修に行く前、柴田はそんな素振りをまったく見せなかった。でもそれは、いつもの強がりだったのだと江森は悟った。　幼い頃、母親が自分をおいて家を出たせいで、愛する人に去られることが一番のトラウマなのだ。

「大丈夫だった？」

　心配そうな声で江森が尋ねるので、慌てて柴田は首を振る。一時、江森が離れていくのではと不安になって、パニック発作を起こしたことがあったのだ。

「もう、あんなことにはならないよ、だってお前は必ず帰ってきてくれるって判ってるもの」

　背中をさする江森の手が気持ちよくて、柴田は眼を瞑る。

　暗がりの中、遠くに江森の声を聞いたような気がした。

「……浩司さん、もし僕が……」

　その後に続いた言葉がなんだったのか判らないまま、柴田は暖かな闇に意識を委ねていった。
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「ドブタミンを使うとどうしても尿量が減りますね」

　３病棟のＩＣＵで術後の患者を診ながら柴田は、入室してきた麻酔科医に話しかけた。

　いつも寡黙でほとんど無駄口を聞かない柴田が話しかけてきたので、麻酔科医は眼を剥いた。それでも礼儀正しく人工呼吸器の設定を確認しながら答える。

「うーん、末梢の血管が締まるから腎血流量も減るんだよね。教科書的にはドブトレックスを同時に投与するとあるけど、それだと脈拍プルスが上がっちゃうし」

「麻酔科では術後管理でカテコールアミンを使うとき、どうしてますか？　最近出たばかりの薬、ありましたよね。腎臓の血管を選択的に開く、というのが」

　柴田は近寄った麻酔科医をじっと見上げる。いつも俯いていてあまりちゃんと見たことがない顔だが、描いたようにくっきりと細い眉、切れ長の眼が思ったより艶っぽいので、麻酔科医は少しばかりどきどきしてきた。

（うわ、美人の女医さんなみだな）

　慌てて目を逸らし、動脈Ａラインからシリンジで血液を採取し始める。

「うん、心筋のほうには興奮作用があるっていう奴ね」

（そうか、やっぱ、医学的なことだけに興味があるんだな……）

　親しみを表すために話しかけてきたのではないのだと判り、ちょっとばかりがっかりする。それでも親切に教えることとする。

「そういえば、ちょうど今日学術講演会があるよ」

「ええ、俺も行ってみようかなと思ってたところです」

　すると後ろから「じゃあ、一緒に行こうか」という声が上がる。

　半袖白衣に聴診器ステトを首に引っ掛けた痩身の医師が入ってきた。栗色の髪にリムレスの眼鏡をかけ、端正な二枚目だ。

「木田きだ先生！」

　１外イチゲの木田博基ひろき医師は柴田ににっこりと笑いかける。

「うちの循環器内科の野村医局長が座長を務めるから、いろいろ勉強になると思うよ」

　１外は胸部外科で、木田の専門は肺・気管支だが、心肺同時移植をアメリカで研究してきている。Ｊ医大に戻ってからは臓器移植チームの立ち上げに尽力していて、科を越えて若手医師を積極的に学術講演会などに誘っている。

　実のところ、学術講演会を主催しているのが江森の会社ホフマン＆フジ・ジャパンだというのを柴田は知っている。

　となると、ＭＲである江森が会場に詰めていることは想像に難くない。参加したいとは思っていたのだが、二の足を踏んでいたところだった。

（五月に遇うのはいやだな……）

　プライベート以外の場で江森に会うことを柴田はひどく嫌っている。ただ、新薬はドイツの製薬会社で開発されたもので、日本では三社での共同発売だ。他の製薬会社のＭＲも会場にたくさんいる可能性があり、それなら出会う確率も少ないかも、と柴田は考える。それに尊敬する木田医師がわざわざ誘ってくれたのだ。断るのは悪い。

「はい、ご一緒します」と柴田が答えたので、麻酔科医はもう一度眼を剥いた。

（そうか……木田先生は真面目だからな……懐いてるんだ）






　大広間はパーティ会場になっていて豪華な料理が盛り付けられたテーブルがあちこちに並び、たくさんの人だかりが出来ている。

　すでに講演会は終了し、参加者達は大広間の懇親会へと移っていた。

　要するにバイキングスタイルの立食パーティである。

　豪華な料理が盛り付けられたテーブルがあちこちに並び、たくさんの人だかりが出来ている。白いブラウスに黒いロングスカートのコンパニオンたちが皿に料理を取り、グラスを片手に歓談している医師達へと忙しく運んでいる。

　柴田は所在なげに水割りのグラスを口に運ぶ。この「懇親会」は苦手だ。ゴルフもやらなければＴＶも見ない、医学以外に興味のあることはない。世間話といってもなにを話題にしたらいいか判らない。

　苦手の懇親会に出席しているには理由があった。座長を務めていた野村医局長に捕まったのだ。循環器内科の野村医局長には、以前、深夜に江森が胸の痛みを訴えた際、当直だったのをたたき起こして診察してもらった、という借りがある。その野村に「一緒に出よう」と言われれば断れない。柴田を誘った肝心の木田は、講演会が終ると「友人と約束がある」と言い残してさっさと帰ってしまった。

（木田先生と一緒に帰ればよかった……）

　野村のほうは知り合いを見つけ、そっちへ行ってしまったので、柴田は取り残されているというわけだった。

（別に何か食いたいわけじゃないし……帰ろうかな）
　と思った瞬間。

　料理の載ったテーブル越しに、見慣れた大柄なスーツ姿を認めた。

（あ……五月）

　隣には江森の肩まで位の小柄な男性がぴったりと張り付いている。江森はニコニコしながらしょっちゅうその若い男に話しかけている。

（新人同行って……あれが新人なのかな？）

　江森は背が低いと言っていたっけ……。

　じっと見ていると、ふと江森がこちらに気づいた。

　こういった公共の場では決して話しかけるな、と厳しく言ってある。「見るのも駄目」と。自分が見ているのに気づかれ、ばつが悪い。あわててぷいと目を逸らす。

　そっと横目で窺っていると、江森はやれやれというように肩を竦めている。そしてまた隣の男に話しかけ、その場を離れていく。

　離れる前に男がこちらを向いた。くりっとした眼に卵形の顔、女の子のように可愛い。江森が言っていた「ジャニ系の小柄」という特徴にぴったりと当てはまった。男は向きを変え、江森のあとを追う。江森の腕を取って見上げ、なにか一所懸命話しかけている。

（え……）

　急に鼓動が早まったので、柴田は驚いた。コンパニオンの綺麗な女性が江森に近づいただけでひどく傷つくことが今までもしょっちゅうあった。自信のない柴田は常に江森に去られるのではと不安を抱えている。今までは女にもて放題でノンケだったのだから、いつなんどき、やっぱり女性のほうが好きだと言われるかも知れない、と、危機感を持っているのだ。そのため、江森に女性が近づくだけで心配になるのはいつものことだった。

　だがなんで今夜は心配になるのだろう……。

（なんで……男じゃないか）

　江森はその新人とおぼしき男に笑顔で話しかけている。それも本当に仲が良さそうに見える。

　心配ない、と柴田は自分に言い聞かせる。

（だって、新人には親切にするよ……それに男なんだから、なんで心配するんだよ）

　でもあの新人は、確かに女の子なみに可愛い。それに江森を尊敬しているようでうっとりと見詰めている（ように見える）……。なんだか恋をしている女の子がボーイフレンドを見上げてるみたいに……。

（てゆーか、バカか、俺は！　んなわけ、ねーって）

　慌ててまた柴田は否定する。

　そう、単に先輩への尊敬の念を見せているだけに過ぎない……と思いたい……。

（どーしてこんなネクラなんだろ、俺って……）

　傍を通り過ぎようとしたボーイから水割りのグラスをもらうと、渇いた喉を潤した。見ないように、と思っても眼は江森を追ってしまう。

（今まであんなに親しく誰かと俺の前で話、してるのみたことない）

　どころか、本当のところ、江森が女性と親しげに話しているところだって、今までは見たことがなかった。

　なんとなれば柴田が見ているかも知れない状況では、江森が気を遣って極力女性との接触を避けていたからで、たゆまぬ努力のたまものなのだが、そんなことを柴田は知らない。

（でも最近、新人の話ばっかりしてるような……）

　マンションに帰ってくると江森はやたら渡辺という新人を話題にしているような気がする……あんなことを言った、こんな失敗をした、と……すごく楽しそうに。

「浩司さんの気持ちが判ったよ、弟みたいだね」と言っていたけれど……。

（考えてみれば……）

　今、江森は男である柴田と付き合っているのだ。つまり「男でもいける」わけで、だとしたらあの可愛い後輩だっていい、という理屈になる……。そんなバカな、と否定しようとしても、目の前で二人を見ながらでは不可能だった。

　江森に近づいたのが女性じゃないからといって安心は出来ないのだ、と初めて柴田は気づいた。

（俺は女に欲情しないからいいけど）

　そう言えば、江森はよく「世界中の半分が恋敵（ライバル）だ」と言っている……。

「浩司さんと親しく話している男はみんな敵だ」と。

（……って、それじゃ、あいつの場合、世界中の誰と話してても心配ってことかよ！）

　今までは女性が近づいた時だけ心配していればよかったのに。

　江森の場合は女も男も油断出来ないと言うことなのだ。愕然として柴田は遠くの二人を見詰め続けた。






　懇親会が始まってもＭＲたちはまだ忙しい。会場に足を運んでもらった顔見知りの医師たちのもとへ行って「本日はお忙しいところを云々」のフレーズを吐き、グラスに酒を注ぎ足す、というお定まりの儀式が待っている。

　米つきバッタのように頭を下げていた江森は脇にいた渡辺の姿が見えないのに気づいた。

「え？　どこへ行ったんだろう？」

　会場を見渡した江森は渡辺がガツガツと皿に大盛りにした料理を食べているところを発見し、仰天した。急いで傍に行き、「駄目だよッ」と声をかける。

「あのねえ、こういったとこでは食べちゃいけないんだよ、常識でしょう？　僕たちはホスト側なんだからー、もー」

　まだまだ目は離せないと、江森はがっかりする。渡辺から皿を取り上げるとめっという顔をした。

「えーでもー、いっぱいあるじゃないですかあ。ボク、腹、減っちゃったんですよう」

　確かに六時半から始まった講演会が終了したのはもう九時近くだ。普段だったら途中で栄養ドリンクを飲んだり、パンを囓ったりする機会もあるが、学術講演会場ではそうもいかない。気持ちは判らないでもないが、

「だからお昼にがっつり食べておこうねって言っただろう？」

「そっか、そういうことだったんですね！　勉強になりますねー」

　眼をまたきらきらさせる渡辺に江森も苦笑せざるを得ない。

（ほんと、天然だな……小食な浩司さんとは反対だけど）

　柴田はこういうところでは一切食べようとしない。それはまた心配の種なのだが……。

　そのうち教授・助教授・講師クラスの医師たちがみな、皿を手に談笑を始めたのを見て取って、ＭＲたちはそこそこに壁際へと引き上げる。しばらくは食事の邪魔をしないほうがいい。そろそろお役目は終了とＭＲたちは一息入れる時期なのだった。

　一段落し、江森は渡辺の腕を引いた。

「じゃあ、他社のＭＲに紹介するから」

「他社の？」

「そうだよ、ＭＲ業界はねえ、横のつながりが大事なんだよ」

　ザ・接待も一社で出来ない場合は他の社と協力する。学会の手伝いなども無論そうだ。

　黒いスーツ姿の男達が所在無げに壁際にたむろしていて、江森はそちらへと渡辺を引っ張っていく。

「うちの新人です、宜しく！」

　同じフレーズを散々吐いたあと、やれやれと額の汗を拭う。とりあえず渡辺は殊勝に挨拶をこなし、天然発言もなかった。

「うん、よく出来たね」と渡辺を褒めていると誰かの視線を感じる。辺りをぐるりと見回すと、なんとテーブル越に柴田がこちらを見ているのに気づいた。しかし眼があった瞬間、柴田はぷいと顔を横へと向ける。

（うわ、いつもだけど、露骨ー）

　病院でも散々シカトされるのには慣れている。苦笑しながら江森は目を逸らした。こういう場合、近寄ったりしたら怒られるのだ。遠くに離れたほうがいいと渡辺の腕を引き、佐々木の姿を探す。

「今度はうちの佐々木さんに紹介するよ。同じ営業所で、先輩だし、何かと世話になると思うよ」

　少し離れたところでほかのＭＲたちと話をしている体格のいい男を見つける。二年先輩の佐々木で、太い眉に四角い顎、太縁の眼鏡をかけ、落ち着いた雰囲気で年齢よりもかなり上の地位に見られることが多い。

「いた！　佐々木さーん」

　渡辺を引っ張って佐々木に近寄った。

「おう、江森、新人のお守りか」

　佐々木は眼鏡越しに笑顔を二人に投げかけた。

　佐々木と一緒のところならもう解禁してもいいだろう、と江森は渡辺に「もう食べてもよし！」と許可を出す。

　渡辺は「やったー」と大声を出すとテーブルに近寄った。

「やれやれ……」

　額の汗を拭う江森に佐々木はぷっと吹きだした。

「まあ、医者のお守りも大変だけどな」

「けど、やっぱ、やりがいがありますよね、人と付き合うのが好きな人にとっては」

　遠くで仏頂面をしている柴田の姿が眼に入り、相変わらずだと江森は笑みを浮かべた。

「僕にとってＭＲって天職ですよ」

「は？　いきなりなんだよ？」

　唐突なセリフに佐々木は眼を丸くする。だがすぐに「うん、そうかもな」とうなずいた。

「江森、お前は人はいいし、面倒見もいいしな」






「でねえ、信じられないよ、もう。渡辺君、会場に入るなり、テーブルのとこ、行って、がつがつ食べ出したんだもの」

　笑いながら話す江森に背中を向け、柴田は毛布を頭から被った。

　江森は柴田の拒否的な態度に気づかず、身体をバスタオルで拭いながら話し続ける。

「講演会のときは遅くなるからって、お昼に回転鮨屋に行って、うんと食べさせたのにさあ」

（う……あいつに奢ったんだ）

　先輩なら当然、と柴田は自分に言い聞かせる。

「あ、そのとき、また思っちゃった。渡辺君って、ほんと、浩司さんに似てるよ。前も言ったでしょう？」

「似てる？　どこが？」

　思わず聞き返してしまい、柴田はしまったとほぞを噛む。

「渡辺君、小さい頃、女の子みたいって言われてて、それがトラウマだったんだって！　小学校のときは、プールの時間に海水パンツ、スクール水着にすり替えられて、からかわれたって。浩司さんも『女みたい』って言われて、それが嫌いだったって言ったじゃない」

　昼飯を食べているとき昇った話題で、江森は笑いながら話し続ける。

「だいたい、新人研修の時、あいつ、暴走族と喧嘩しそうになったんだ。その理由も『ガキ』って言われたからなんだってさ」

（新人研修……そんな前から知っていたんだ……）

　そんなことは初めて聞いた……。山中湖で二人は何を話したのだろう。

（じゃなくて、大学のときからの知り合いだっけ）

　大学時代、二人は親しかったのだろうか……一緒にテニスの合宿にも行ったのだ。

（俺は……全然、昔のあいつを知らない）

　それは前の恋人のことなど聞きたくなかったからだ。どうしても学生時代の話題が昇れば、女性との付き合いに言及せざるを得ない、とあえて昔のことは封印してきた。

　だが社会人になってからのことも同様で、水迫という同僚のこともこのあいだ初めて聞いた。今まで江森は柴田の知らない人と仲良くしてきたのだ……。

　ますます胸が苦しくなってくる。

「聞いてる、浩司さん？」

「んー」

　生返事をして柴田は枕に顔を埋める。

（どーしたんだろ、俺……）

　江森の口から渡辺の名前が出ると、なんだか胸が苦しくなる。まさか嫉妬だとは気がついていない。これが相手が女だったら、確実に嫉妬なのだが……。

（後輩なんだし、そんなわけ、ねーよ……）

　必死で否定し続けて、いささか疲れてきていた。両手で耳を塞ぎ、眼を閉じて、むりやり頭の中から渡辺の存在を押し出す。

　背中を丸めて向こうを向いている柴田に、しばらく江森は様子を窺っていたが、「お休み」と声を掛ける。

「疲れちゃったんだね、浩司さん？　でも明日は午後、バーベキューの道具を買いに行こうね？」

（そ、そっか）

　日曜は楽しいバーベキューなのだ。こんなことで悩んでいるのはばからしい、と柴田は気づいた。

「う、うん！　行こうな！」

　大声を出して振り向く。

「ぜったい、行こうな！」

「なんだ、浩司さん、元気じゃないのー」

　江森は笑いながら手を伸ばす。柴田のパジャマを掴んで引き寄せた。

「じゃあ、いいでしょ？」

「お休みっていったじゃねーか」

「疲れて眠いのかと思ったからだよ」

　江森の指は素早くパジャマのズボンに侵入していた。

　指の動きはいつもと同じに優しく、柴田は突っ張っていた腕から力を抜く。

「あ……ふ……」

　奥がむずむずし始め、眼を閉じる。ふいに可愛らしい渡辺の顔が浮かんだ。

（男でもいけるなら……）

　だったら、もし江森が渡辺と付き合うなんてことがあるなら……。

（あ、ありえねーと思うけど……）

　渡辺の性器にもこうやって指を絡めたりするのだろうか……。

　集まっていた血が引いていき、江森は「あれえ？」と不満の声を漏らす。

「どうしたの、浩司さん？　じゃあ、口でやってあげようか？」

 　下着が降ろされ、暖かな粘膜に自分が包まれる。窪みを舌で突かれ、すぐさままた血液が流れ込んできた。ぴちゃぴちゃとしゃぶられると、項垂れていたものが力を持つ。

　再び、渡辺の姿が浮かんだ。さきほどより臨場感のある絵で、渡辺は裸で江森の下にいる。だが今一歩、江森が他の男を抱くことは現実感に乏しい。どう妄想しても渡辺の胸はなぜかふっくらと盛り上がり、腰もふくよかで女性の身体だった。

「っ、と……待ったあ！」

　思わず股間にある江森の頭を手で押さえる。

「五月、お前、男性性器ってどう思う？」

「ふわぁにぃ？」

　江森はしゃぶっていたモノから口を離すと、呆れて柴田を見る。

「はあー？」

「だっ、だからっ、俺、ホモだろ？　ホモはやっぱ、男のが好きだから当然だと思うけど、ふ、普通の男って、男性性器、好きなのか？」

「好き……って……てゆーか、そもそも自分についてるものだし、嫌いってことはないと思うけど？　まー、なんてゆーか、自分のは見ると愛おしい、とか、けなげー、とかは思うかなー」

「その、だったら、自分のじゃない男の性器は？　好きか？」

　江森は眼をぱちくりさせながら答える。

「いや、そう言われてもね……だいたい、ホモじゃない男の人は、銭湯に行かなきゃそんな他の男の性器なんか、見ないし。どうかなー、特別好きじゃないかも」

「そっか」

　なんとなく安心して柴田は溜め息をついた。

（好きじゃないんだったら、大丈夫かも……）

「だったら浩司さんこそどうなの？　ペニス、見てて楽しい？」

　逆に尋ねられ、柴田は首を傾げる。

「お、俺は医者だし、他の男の性器、たぶん普通の奴よりいっぱい見てるし、いっぱい触ってるけど……けど、好き、っていうのとは違うかな？　見ててすっごく楽しい、ってのは違うと思う。その、医学的にも大事な場所だと思うけど」

「いったい、こんな時になんで訊いたりするのさ？」

　その、と柴田はもじもじする。

「ええと、お前がペニス、好きかどうか知りたくって……だって、お前はもともとノンケだったんだから、もし嫌いなのに我慢して舐めてるんなら、悪いだろ？」

　渡辺のが好きかどうか、心配だった、とは付け足せなかった。

「はあー？」

　江森は笑いを堪えていたがついに吹きだした。

「浩司さんって、ほんと、面白いねー。天然だよー」

　笑いながら柴田に覆い被さる。

「あのねえ、浩司さんのペニスは大好きだよ」

「そ、そっか……」

「けどねえ、浩司さんのだからなんだよ」

　その言葉にほっとして柴田は「そうなのか」と息を吐いた。

「そうだよ。もし浩司さんにシッポとかあったら、すっごく好きだと思うなー」

「シッポ？　あるわけねーだろ！」

「けど、ここらへんにあったら可愛いよ」

　尾てい骨の辺りを指が探っている。むずむずしたものが背中を這い上がり、柴田は身震いして江森にしがみつく。

「あ……はあ……そこ、くすぐったい……」

「そう？　けど、前、勃ってるよ？　ここ、性感帯なんだー。発見しちゃった！」

「違う……そんなよくねーって」

「じゃあ、こっちがいい？」

　指は後ろの狭い部分をこね始める。

「はあ……んっ」

　いつのまにか柴田は指を動かしやすいように腰を持ち上げていた。

「浩司さん、欲しがってる」

　耳元で囁かれ、ますます高く腰を上げる。

「五月ッ、もうッ、そこ……ッ、入れてッ」






　心地よい疲労感が眠気を誘う。満足して眼を閉じ、柴田は江森の体温を感じていた。

　ふと、「聞き忘れた」と身動きをする。

「なに、浩司さん？」

　優しい声が降ってくる。

「……その」

「男性性器はそんなに好きじゃないとしたら、女性性器は好きなのか？」と訊いてみればよかった。自分はまったく興味がないが……というか、医学的には重要だとは思っているが。高校時代、なるべき聞かないようにしていた男たちのその手の話題は常にそこにあったっけ。

（こいつだって普通の男だもの……好きだったんだろーな……）

　でも「うん、大好きだよ」と返事されたらやっぱり困る……。

（やっぱ、訊かないでおこう……）

「なんでもない」と呟いて再び身体の力を抜いた。










　　　　　　５




「バーベキュー日和だね、浩司さん」

　江森の嬉しそうな声がコンクリートの壁に響き渡る。半地下の駐車場で、スロープの先の開口部から差し込む朝の光はまだ冬ほど弱々しくなく、明るく澄み切っている。

　二人はミラージュのトランクに固形燃料や食べ物などを積み込んでいた。

「オッケー、出かけよう。乗ってよ、浩司さん」

　江森のＧＯサインが出る。

　釣りには一ヵ月ほど前にも行ったが、バーベキューは初体験だ。柴田は浮き浮きして助手席に乗り込んだ。と、携帯の着メロが鳴る。

「え、僕のだ！」

　江森は運転席に身体を乗り入れ、ポシェットから携帯を掴みだした。

「はい、江森です。え、渡辺君？」

　聞きたくない名前に柴田はぴくりと眉を上げる。

（なんだよ……）

「ええっ、それは大変だね！　で、どう？　ちょっと待って、今、どこ？」

　駐車場の出口まで行って江森は話し込んでいる。しばらくすると緊張した面持ちでやって来た。

「渡辺君のお父さんが心筋梗塞の再発作を起こしたんだって」

　柴田は驚いてウィンドウから首を出す。

「え……どうなんだ、容態は」

「詳しくは判らないけど、すぐ傍まで来てるって言うから、今、呼んだよ」

「え……」

　緊急事態だとは思ったが、さすがに引いて柴田は唾を飲む。

「ここに呼んだのか？」

「うん、だって携帯じゃあ会話が途切れちゃうし。エントランスのところで待ってるって言ったから」

　江森は車から離れ、スロープを登っていく。柴田は慌てて助手席から降りた。

「その、再発作って？」

　追いつくと尋ねてみる。

「あ、言わなかったっけ。お父さん、渡辺が高校の時に発作を起こして、重症だったんだって。それでずいぶんと苦労したんだって。僕もほら、親父が中学ん時に過労死したからねえ」

　江森の表情は心配そうだ。

「だな……お前も大変だったんだよな」

「でも僕はお姉さんが二人もいたし、渡辺は一人っ子だからね」

　つぎつぎと知らない事実が江森の唇から零れ出てきて、柴田は唖然とした。

（五月はすっごくよく渡辺のことを知っているんだ……）

　大学時代からの付き合いなのだから、それはあるだろう。でも蚊帳の外に置かれているという気分になってくる。

　マンションのエントランスには、あの講演会で見かけた青年が立っていた。半袖Ｔシャツにジーンズで、普段着のまま駆けつけたという雰囲気だ。

「渡辺君、こっちだ」

　江森が手を振ると、くしゃくしゃの顔になって駆けつけてきた。

「先輩、すみません」

　ぺこりと頭を下げる。

「これから病院に行かなくちゃならないので、明日は会社を休みます」

「そんなこと、いいんだよ」

　柴田は思わず「どこの梗塞なんだ？」と尋ねる。

「前ぜん下行枝かこうしか？　回旋枝か？」

　渡辺は怪訝な顔で振り返った。

「あ、これ、僕の親友でＪ医大のお医者さんなんだよ。だから病気のことを話しても大丈夫だよ」

　江森は慌てて説明する。すると渡辺は首を傾げつつ、柴田を上から下まで見た。

（な、なんだよ……）

　いい気分はしなかったが、そんなことより心筋梗塞のほうが問題だ。

「どうなんだ」と重ねて尋ねる。

「どこへ運ばれた？」

　あ、と渡辺は我に返る。

「鴨川の循環器センターって言ってました。ステントの手術になるって」

「ステントか……大手術だな」

　心筋梗塞の治療にはカテーテルを冠動脈に入れて閉塞部分でバルーンを膨らませる方法、アテロームと呼ばれる動脈壁に付着した脂肪の塊を、ロータブレーダという回転する刃で切り取る方法などがあるが、ステントは人工血管を挿入する方法だ。大腿部の血管を切り開くので、全身麻酔もかけ、外科手術と同じになる。万が一に備えて人工心肺も準備しなくてはならない。

「早く行ったほうがいい」

　柴田が言うと、江森は渡辺を見る。

「鴨川か……渡辺君、うちは館山だっけ？」

　はい、と渡辺は青い顔でうなずく。

「じゃあ、僕が車で送っていくよ」

　言うなり江森は柴田を振り返って「ごめん、でもいいよね？」と許可を求める。

「出かけるの、中止になるけど」

「え……」

　この状況なら当然の成り行きだ、と柴田はうんと首を縦に振る。

「じゃあ、すぐミラージュを出すから、ここで待ってて」

　スロープを駆け下りていく江森を柴田は黙って見送った。ふと、視線を感じ、振り向くと、青い顔をした渡辺がじっとこちらを見詰めている。

「そ、その、心配ですね、お父さん」

　ぼそっと声を掛けると、渡辺は唇をへの字に曲げ、冷たい眼で柴田を見る。すぐに目を逸らした。

（うう……言わないほうがよかったかな）

　気まずい状態も長くは続かず、すぐにミラージュがスロープを登ってくる。

「早く、渡辺君」

　助手席の扉が開いて、渡辺の姿が消える。

「浩司さん、あとで連絡するよ」

　簡単な言葉を残し、ミラージュは走り去った。

　エンジン音が遠くなると、急に辺りの静けさが気になってくる。

　しばらく呆然と立ち尽くしていたが、やがて柴田は気を取り直し、エントランスに入った。あまりにも早い展開でいろいろ考える暇がなかったが、今になって落胆が押し寄せてくる。

　部屋に戻ると着ていたウィンドブレーカを脱ぎ捨てる。ソファに座り、膝の間に両拳を挟んだ。

（仕方ないよ、あの場合……）

　江森が車で送るというのは当たり前のことだ。そりゃ、バーベキューは楽しみにしていたけど、そんなことで文句を言ったら不謹慎だ。

（でも、電車で行ってもいいと思うけど……）

　そう、送るのなら最寄りの駅までぐらいにすればよかったかも。

（けど、やっぱ、心配なんだろうな……可愛い後輩だし）

　可愛い、という自分の言葉にぎょっとする。渡辺が「可愛い」からはほど遠い怖い顔で自分を見たときのことを思い出した。

（な、なんか、俺、嫌われたかな……）

　それでも顔色が青かったっけ、と考える。

（親父さんが発作なんて、大変だよ）

　家族が重病だったら、他のことは眼に入らないだろう……。

（五月の奴もお父さん、亡くしてるし）

　自分は父親に愛されなかったけれど、亡くしたわけではなく、江森の哀しみとは格が違う、と柴田は思った。

　それも中学二年生の時、と聞いていた。悲しかったに違いない……だから渡辺のことが他人事ではないのだ……。

（だよな、俺は運転免許がないから役に立てないけど……五月が送っていくのは当たり前じゃないか）

（つか、俺ってなんにも出来ないんだ……誰の役にも立てないのかも）

　もし愛する人の家族に一大事があって……そのとき車で病院へ送ることも出来ないとしたら……。

（俺ってサイテーかも……なのにバーベキューのこと考えるって、ほんっと、サイテーだよ……）

　落ち込む自分が情けなくなって、柴田はソファに寝ころんだ。しばらく天井を見ていたが、起きあがって医学雑誌を取り出す。時間潰しに論文を読むことにした。

　そのうち雑誌も読み切ってしまい、柴田は心を決めて立ち上がった。

「病院で仕事をしよう」

　それ以外に自分に出来ることはないのだった。






「先生、ちょうどいいところにいらっしゃったわ！」

　２Ａ内科病棟のナースステーションから菅沼ナース長が柴田を手招きする。

「この前のケースで、小早川先生がいらしゃってくれてるんですよ」

「日曜なのに？」

「ちょうど管理当直なんですって」

　講師以上の地位にある医師は、通常の医療業務当直以外に病院全体の管理を任される管理当直業務がある。普段忙しい小早川講師は、今日なら時間があると、面談室で患者と会っているとのことだった。

「俺も同席出来ますか」

　ノックをして許可をもらうと、柴田は面談室に入った。

　患者は五十代の男性で、パジャマの上にガウンを羽織って、小早川にいらいらした調子で話していた。柴田が入っていくと一瞬、口を噤んだがそのうちまた語り出した。テーブルを挟んで小早川は相槌を打ちながら熱心に耳を傾けている。時折、口を挟み、気持ちの動揺を宥める。

「……つまり、あなたは家族の申し出に対して、迷っているわけですね？　ある種の代替医療は高価ですから」

　患者ははっとして黙り込む。

「確かに今の医療制度にも問題があります。よい医療なのに厚生省、いや、今は厚生労働省か、それの許可を受けていないために保険適応がされない。そしてその適応外の医療を受けようとすると、すべてに保険が適応されなくなってしまい、結果的に高価になってしまう。だね、柴田先生？」

　いきなり隣から振られ、柴田は焦って「はい」と答える。

　小早川は太い眉をひそめ、大きな掌で角張った顎を隠す。

「家族に負担を掛けたくない、それがあなたの気持ちなわけだ」

　男は唇を噛むと下を向いた。

「代替医療について、私は精神科医だからあまりよく知らないが、ケースワーカーとも相談してみましょう。それが一番いいと思いますよ」

　小早川の言葉に男は素直にうなずく。再び今までの不安を打ち明け始めたが、最初のいらいらした口調は消えていた。

（すごい……やっぱ、小早川先生は患者さんの気持ちを受け止めるのが上手なんだな……）

　面談室から出ると、小早川は柴田に「どうもあの患者さんは、費用のことで心配していたらしい」と言う。

　代替医療も色々あり、朝鮮人参やらロイヤルゼリーやらから始まってその他、さまざまな民間療法も含まれており、中には法外に高価なものもある。

　男の家族は高価な薬を使ったら、と提案したらしかった。

「それを若い主治医が勘違いして家族にお金がないんでしょうと口を滑らせたようだ。家族は見下されたと思ったんだ。主治医のほうは、なんとか力になりたいと思ったようだが……まあ、いろいろ大変なのに、気持ちを逆撫でしてしまったな」

　やれやれ、と小早川は広い肩をすくめる。ナースステーションに入ると、診療内容をカルテに書き始めた。

「ドクハラですね」と柴田は相槌を打つ。すると小早川は柴田を見て片目を瞑った。

「どうも俺たちは言葉が足りないことがあるな。恋人を口説くときには言葉を尽くすのにな、なあ、柴田先生？　先生はどうなの？　どう口説くのか聞きたいなあ」

「おやおや、それはセクハラですよ」

　背後から菅沼ナース長の声が聞こえ、小早川はぎょっとした顔になった。

「うわ、誰にも言わないでくれよ！」

「特にどなたにですか？」

　菅沼に突っ込まれ、小早川はがしがしと頭を掻く。

　傍にいた別のナースがこっそりと柴田に「小早川先生は二股も三股もかけるって言われてるんですよ」と耳打ちをした。

　柴田は苦笑しながらナースステーションをあとにした。

　まだドクハラ問題は解決したわけではなかったが、

（やっぱり、小早川先生に依頼してよかった……）






　マンションに戻ると、エントランスの郵便受けのところに男が立っている。バーバリを着て、アタッシェケースを抱えており、なんとなく見覚えがあった。男は郵便受けの名前を端から順番に見ている。胡散臭い、と柴田は男の背中をじっと見た。

　男はそのうち何と柴田の郵便受けに手を伸ばす。アタッシェケースから水色の大きな封筒を取りだした。

「……あの」

　おずおずと背中から声を掛けると、男が振り向いた。

「……あ、この前の」

　先程の患者についていた医療コーディネーターだった。

　男は眼鏡に手をやって、眉を上下させる。

「ああ、やはり先生でしたか。先日は失礼しました」

「えっと……」

　医療コーディネーターとは聞いていたが、名字までは知らない。黙ったままでいると、男は懐から名刺を取りだした。

「この部屋番号だと聞いておりましたが、フジジャパンの江森さんはこの部屋でよろしいですか？　私は水迫といって、知人です」

「ああ！　聞いてます」

　これが同僚と言っていた男なのだ、と柴田は初めて認識した。水迫と名乗った男はもう一度頭を下げると、封筒を柴田に差し出す。

「これを渡していただけませんか？　頼まれていた重要書類で……さきほど、携帯に電話したのですが圏外だったので、直接持ってきたんですよ。郵便受けに入れてもいいのですが、サイズが大きくて」

　断る理由はなく、柴田は手を出して受け取った。

「ではよろしく。返事を待っているとお伝えください」

　にっこりと柴田に笑いかける。

「よい条件を提示していますから」

「え……？」

　よく判らないが、とにかく「はい」と応じると、柴田はエレベータに乗った。扉が閉まり始めたとき、スーパーの袋を両手に持った母親と、幼稚園ぐらいの男の子が早足でやってくる。

「ママ、早く！」

　男の子が走りだし、母親が「だめーっ」と叫んだ。

　柴田は慌てて「開」ボタンに手を伸ばす。手に持っていた封筒が滑り落ちたが、かまってはいられない。間一髪で男の子の頭が扉の間を通過する。

「すみませーん、大声出しちゃってー」

　母親が慌てて続く。

「もうっ、最近エレベータが怖くなっちゃって……」

「いえ……」と呟きながら柴田は床に捲かれた書類を掻き集めた。

　揃えて封筒に入れ直そうと、表に向ける。書類に印刷されている文字が自然に眼に入った。

（え……？）

「何階ですか？」

　何度か尋ねられていると悟り、はっと顔を上げる。

「すみません、五階です」

　部屋に入ると柴田は持っていた封筒に視線を注ぐ。

（これ……）

　なにも書いていない履歴書が入っていた。

　ＰＣの置いてある部屋に入り、机の上に載せる。もう一度確認することも出来ず、そのままリビングに行った。

「あのとき、なんて言ってたっけ……」

　そう、水迫に再会したと言った夜……。

　眠くてよく聞き取れなかったけれど……。

「もし僕が」の先。「転職」と言ったのだろうか……。

「まさか、そんなこと、あるわけないよ」

　そんな大事なことだったら、自分に言うはずだ、と否定する。

　それより、渡辺の父親はどうなったのだろうか。

　電話のところへ行って留守録が入っていないことを確かめる。

「なにもないってことは、いいってことなんだろうな……」










　　　　　　６




　救急室は戦場のような騒ぎだ。モニターの警戒音、たった今、搬送されてきた患者の唸り声に救急隊員の「○○さん、大丈夫ですよ」というかけ声、看護師の医者を呼ぶ声……。

「どこでも同じだ」という感想を持ちながら、江森は渡辺と共に廊下のベンチで待機していた。

　やがて女性医師がやってきて「こちらへ」と二人を誘導する。救急室から病院のロビーを横切って、放射線科へと移動した。

「血管造影室」と表示してある部屋の前に小柄な女性が立っている。

「公平ちゃん！」

　渡辺によく似た大きな眼で二人を迎える。

「江森さんですね、ありがとうございます」と江森に挨拶した。『お母さんなのかな』と想像し、江森も会釈を返した。

　渡辺は閉じたままの鉛の扉を見た。

「親父は？」

「今、カテーテルの最中なの」

「え？　ステントって聞いたけど？」

　すると救急医が「ロータブレーダで閉塞部分を削り取ることになりました」と説明した。

「ちょうど今、ロータブレーダの名手と呼ばれているドクターが、三ヶ月間、うちの病院に特別講師として就任してらっしゃるんです。カテーテル検査で、ロータブレーダの適応だと診断されて、そのまま手術になったんです」

「それじゃあ、侵襲も少なくて済みますね」と江森は口を挟む。

「ええ、リハビリにも早期に入れますし」と医師は微笑む。

　ほっとした面持ちになって、渡辺は母親と一緒に壁際のベンチに腰を下ろした。

「江森先輩、ありがとうございます」と江森を見上げる。

「先輩、もう大丈夫ですから、帰って下さい。なんか、予定があったんでしょう？」

　うなずきながら江森は腕時計を見た。これから帰ってバーベキューにまた出かけるにはもう時間がない、と判断する。

（来週行けばいいや……浩司さんも我慢してくれるよ）

　渡辺の隣に腰を下ろす。

「もう少し一緒にいるよ」と渡辺の膝を軽く叩く。

「先輩、ほんとにありがとうございます……」

　渡辺は下を向いたままだ。

（こういうときって、なんか、誰でもいいからいて欲しいんだよね……）

　中学二年生の時、授業中に教頭先生がいきなり教室に入ってきて、ちょうど授業をしていた現代国語の先生に耳打ちした。

　直後に「江森君、ちょっと」と呼ばれた。そのまま教室を出ると、教頭先生が待っていて「タクシーをもう呼んである。すぐに乗って行きなさい」と言われた……。

（そのときにはもう……）

　亡くなった、と病院で告げられてもまったく現実感が湧かなかった。「悲しい」という気持ちより、不安が募った。しばらくしてテニス部の部長先生と担任の先生が駆けつけてきて、ベンチに呆けていた江森の両隣に座ってくれた。言葉はなかったが、大きな大人に守られ、それだけでありがたかったのだった……。

　そっと膝に置いていた手を伸ばし、渡辺の手に重ねる。

「僕もねえ、親父が危篤って言われて、病院に行ったときは泣きそうだったんだ」

　渡辺は潤んだ眼で江森を見上げた。

「先輩……」






　カテーテル手術は無事に成功し、結局、その日のうちに江森は渡辺を伴って帰ることになった。

　ミラージュに乗り込んで「ええと、どこだっけ、今？」と尋ねる。

「独身寮ですよ」

「うわ、懐かしい。僕も前、あそこだったんだよ。あそこの寮母さん、親切だよねー。すっごく世話になったよ」

　エンジンキーを回しながら江森は言う。すると渡辺が「あの、さっき、後ろ見たんですが」と助手席からリヤシートを指さす。

「なんか、食べ物が……」

「忘れてた！」

　慌てて江森は車を降り、後ろへと回った。

「しまった……置いてくればよかった……もう駄目になっちゃったなあ」

「ひゃー、これはなんです？」

　トランクの蓋を支えている江森の腕をかいくぐって渡辺は首を突っ込んだ。

「バーベキューをやる予定だったんだ……ついでに釣りも」

「すいません！　ボクのせいですね！」

「いいんだよ、遊ぶのはいつでもできるもの。来週またし切り直しだ」

　高速に乗り、しばらく走っていると、渡辺が「ボク、お手伝いします」と言った。

「来週の日曜ですね？　ボク、下働きしますよ！　そうだ、バーベキューでビールぐらい、飲むでしょう？　運転代行、しますよ！」

　それはありがたいかも、と江森は心が動く。バーベキューにビールはつきものだ。

（浩司さん、人見知りだけど……渡辺君なら大丈夫だろう）

　そう、色々な点で似ているのだから。

　うんとうなずくと「ところでどなたと行くんですか？」と渡辺が尋ねる。

　出発のところを見られているのだ。内緒にするのもおかしいと江森は素直に答えた。

「ええと、ほら、一緒に住んでいる友達と」

「ボク、行っても構いませんか？」

「大丈夫だと思うよ」

　渡辺はほっと溜め息をついた。

「よかった……これぐらいで恩が返せるとは思わないけど、先輩のためなら、なんでもします、ボク」

　江森は助手席の渡辺を見る。

「大げさだなあ」

「いえ、マジですっ」

　渡辺は熱意を込めて続ける。

「先輩は大学時代からボクのこと、優しくしてくれて、ずっと憧れてました。バイトを回してくれたり……先輩がボクと同じで、苦労してたなんて、全然知らなかった。だから特に面倒、みてくれたんですね？」

「そんなこと、あんまり人に言うようなことじゃないもの」

　江森は渡辺に微笑みかける。

「先輩……先輩ってホント、いい人ですっ」






「ごめん、遅くなって」

　いつものような元気な声と共に江森が帰ってきたのは、日もとっぷり暮れた頃だった。

　色々なことを考え、悶々としたあげくで、柴田はすっかり疲れ切っていた。

「ごめんね、カテーテルが終るまでついてあげてたんだ」

　江森はソファで横になっていた柴田に、すまなそうに謝る。

「いいんだ、そんなこと」

「でもお土産を買ってきたよ。途中のサービスエリアでだけど、銚子名物の濡れ煎だよ？」

　江森の差し出す袋を柴田は黙って受け取った。中から煎餅を一枚取りだして囓る。柔らかい生地に香ばしい醤油が染みて、それなりに美味しかったが……。

　今までに食べたことのない歯触りで、柴田は首を捻る。

「どう？　美味しい？」

「うーん……湿気てるみたいだ」

「浩司さんたら、それが美味しいんだよ！　濡れ煎なんだから！」

　黙々と囓る柴田の隣に座ると、江森は話し続ける。

「なんとか成功してよかったよ！　なんでもすっごく世界的に有名なドクターが、ちょうど来てて、その人がカテーテル手術、してくれたんだって」

　でね、と江森は柴田を見る。

「来週、バーベキューに行こうね？　それで許してくれる？」

　まるで拗ねているようではないか。慌てて柴田は「そんなの、いつでもいい」と言った。

「ううん、あのねえ、渡辺君が今日のお詫びに一緒に行って、いろいろ手伝ってくれるって」

「え……」

　二人だけで行きたい、と喉まで出かかったが、ぐっと柴田は我慢した。

（そんなことを言ったら、なんか変かも知れない……）

「そっか、よかったな」と呟く。

　江森が心配そうな表情でこちらをうかがっているのは判っていた。

「大丈夫、浩司さん？　他の人、いないほうがいい？」

「だ、だいじょぶだって」と慌てて付け加える。

「あのな、俺のほうも、ほら、ドクハラとかで問題になってた患者さん、今日、小早川先生と話して、なんとかなりそうだ」

　そっかー、と江森はにっこりした。

「じゃあ、やっぱ、今日、行かなくてよかったね！」

「う、うん……」

　それはなんとなく違うような気がしたが、もはや返すだけの気力が柴田にはなかった。

　江森はＰＣの置いてある部屋に入って行く。すぐ出てくると、バスルームへと向かった。

　柴田は水迫から預かった封筒のことを思い出した。

　目立つ場所に置いてあるのだから、気がつかないはずはない。

　そのうち江森は腰にタオルを巻いた姿で戻ってきた。

（あの封筒……）

　喉まで出かかったが、勝手に中を見たと思われるのもいやだ。じっと顔を見ていると、

「なに、浩司さん？　そんなに見て？　ひょっとしてお誘い？」

　江森は笑いながら腰を屈め、柴田に顔を寄せた。

「ではリクエストにお答えして……」






　柴田はなかなか寝付けなかった。何度も寝返りを打つ。

　江森のほうはロングドライブとその後の運動に疲れたとみえ、ぐっすりと寝込んでいる。

（五月はあの渡辺ってのとどんな話をしてるんだろう……）

　今日は一日、一緒にいたのだ。もちろん主に病気の話をしていたとは思うけど……。

（でもバーベキューの話もしたんだ）

　バーベキューにも江森から誘ったのだろうか……。

（まさか……）

　そんなことはない、と思う……が、確信は持てない……。

（自分と同じでお父さんが病気だからって言ってたけど……）

　同じ家庭環境だと言っていた……あんなに心配するのは同情だとは思うが……でも、同情が愛情に変わるってこと、あるんじゃないだろうか？

（仕事場だって同じだし……）

「職場結婚」もよくあることだ。

（まさか……）

　暗がりの中、がばっと柴田は跳ね起きる。

（同じ会社の女子社員とだって、付き合う機会はあるんだし）

　柴田のことを好きとは言ってくれているけれど……そのことに疑いは持っていないけれど……。

　でも小早川講師は二股も三股も掛けるってナースが言っていた……。

（男はみんなそうなんだろうか……芝元だってそう言ってたし）

　普通の男とかなり違っている自分には想像もつかない。

　むにゃむにゃと何か言っている江森に自分の顔を寄せる。

　それに渡辺のことだけではない。封筒のことを結局訊けなかった。江森のほうもそれを話題にすることはなかった。

　なんだか急に秘密を持たれたような気がして、柴田はまた胸が苦しくなる。

「五月……」

　さっきのセックスはとても優しかった……。一番好きな角度のまま、動きを止めて、柴田が達するまで待ってくれていて……出るときもタイミングよく、根元を握ってくれて、それからそのあとも、先端を……そして、付け根を少し痛いぐらい、揉んでくれて……。

　あの揉みかたがすごく気持ちがいいのだ……大きな掌を股間全体に当てて、恥骨のほうへと押しつけてくれて、揉まれるたびに後ろが締まってしまって、「それが気持ちいい」などというから、ますます自分でも意識して締め付けていると、またあそこに力が戻り……。

「あ……また……」

　頭の中で行為をなぞっていると、奥が疼いてきて、柴田は慌てて枕に頭を付けた。






　居酒屋「六三四（むさし）」で渡辺は焼き鳥をつまみにジョッキを傾けていた。カウンターに席を取り、独りで黙々と口を動かす。

　この前の日曜日は大変な騒ぎだった。しかしその後、父親の容態はすこぶるよく、今週は落ち着いて仕事に専念出来た。といってもまだまだ江森の後を着いて回るだけだが……。

（ま、先輩の教え方がいいからね）

　独り立ちしても自信がある。

　辺りを余裕で見回し、お代りを頼んだ。

　金曜日の夜、すぐ寮に戻るのもつまらなく、江森に一度連れて来てもらった駅前の居酒屋で一杯やって帰ることにしたのである。

　先程病院に連絡を入れたところ、父親は来週早々に退院し、リハビリ専門の施設に通うことになったと聞いていた。

「じゃあ、日曜日には江森先輩のお手伝いができる！」

「仕事で日曜日はお見舞いに行けない」とメールを打つ。即効で母親から「かまわない」と返信があった。

　ぼんやりとまた返信を打ちながら、ジョッキを飲み干した。もう一杯お代わり、と頼もうとしたところでトイレへ行こうと席を立つ。

　トイレは幾つかある座敷の奥で、渡辺は店員に尋ねてその場所を目指した。

　金曜日なので座敷席は満員だ。どの座敷にも会社帰りのサラリーマンやＯＬが集っている。トイレから出てカウンターへ戻ろうと廊下を歩いていると、ふいに知っている名前が耳に到達した。

「江森が今の職を天職だって？」

「江森らしいっていうか……」

「つーか、それって人がよすぎるんじゃないか？　まあ、あいつの人のいいのは今に始まったこっちゃないけどな」

（な、なんだよ！）

　渡辺はそっと声のするほうを目指す。ちょうど店員がビールのお代わりを持ち込んだところで、襖が大きく開いているのだった。

（あれは……）

　陰から窺った渡辺は見知った顔を中に認めた。

　その佐々木は、酔いが廻って怒っている加藤を黙って眺めていた。

「だからさあ、人がよすぎるのも考えもんだって、江森に言ってやる必要があるんじゃないか？」

「天職とどう繋がるんだ」と佐々木は加藤の怒りを鎮めにかかる。だが加藤は酔っぱらっていて、ブレーキが効かない。加藤は加藤なりに後輩の恋愛を心配していた。

「江森には普通の結婚をしてもらいたいってずっと俺は思ってたんだよ。それをよりにもよって……」

　人の良さでは江森に引けを取らない落合が困った顔になった。落合は江森が柴田と同性を決めた際、引っ越しを手伝っただけに、余計なお節介をしたと言われやしないかと不安になっている。

「だいたいさあ」

　加藤は自分でビールをどぼどぼとグラスに注ぐ。

「俺、実はこないだ、江森の代わりに展示会へ行ったんだ」

　トレンディ俳優・朝比奈繁樹が巻き起こしたとんでもない大騒動があったのだ。江森は土・日と仕事が詰まっていたのだが、急遽、加藤に連絡し、代役を勤めてもらったのである。

「おいおい、それって、お前だって人がいいってことじゃないか」

　佐々木が初めて口を挟む。

「違うって！　そん時もな、あとで聞いたんだが、ほら、あの柴田って医者が……」

　その名前にえっと渡辺は思った。一緒に住んでいる友人の名だ。

　渡辺は聞き耳を立てる。

「柴田先生が？　どうかしたのか？」

「トラブルに巻き込まれたんだそうだ。それで江森は助けに行ったんだと」

　加藤はグラスからビールを一口飲むと、一気に言った。

「見ろ、だから俺は反対してるんだよ、江森の奴が柴田先生と暮らすことを。俺はな、ゲイの連中をよく知っている。俳優仲間に結構いたんだ」

　加藤は酒で赤くなった顔を佐々木から落合へと順番に向ける。

　年下の同僚を加藤は可愛く思っていた。江森が男の恋人と同棲しているのは知っている。なんとかやめさせようと苦言を呈したこともあったのだが……相手が例え医者であっても、男にしておくのは持ったいないほどの美貌であっても、どうにも納得がいかなかったのだ。それでも佐々木や他の仲間に止められ、今はもう黙認している。

　加藤は大学を出てからしばらくの間劇団に所属し、俳優を目指していた。ついに芽が出ずに諦め、就職したのだが、俳優仲間にゲイもちらほらいた。ゲイの人々がいかに社会で苦労するか知っていての反対でもあったのだった。

「別にゲイが嫌い、とかそういうことじゃないんだ。けど、江森はもともとゲイだったわけじゃない。佐々木、お前だって言ってたじゃないか、ほんとは適当なそのへんのＯＬと一緒になってくれたらって」

　佐々木はゆっくりとグラスを持ち上げ、口をつけた。

「それはそう言っていたよ、けど、人の恋愛に口出しするなって、みんなで決めたじゃないか。江森はもう自分で選んだんだ。柴田先生をね」

　どういうことだ、と渡辺は目を見開いた。

（柴田先生……男じゃないか……てことはゲイ？　先輩が？）

　確かに一緒に住んでいると聞いて妙だとは思った……。そしてこの前の日曜日、初めて顔を見たが……。

（めちゃくちゃ綺麗な顔をしてたっけ……）

　なにやらむかついたのは覚えている。

「だから！」と、加藤の大声が響き、再び渡辺は耳をすました。加藤の声は続く。

「江森は人がいいから、あの柴田って医者に押し切られたんじゃないのか？　頼まれたらいやと言えない性質だろう？　新手のセクハラだよ、相手は取引先なんだぜ？」

　落合が加藤を宥めにかかっていた。

「でもさあ、江森は本当に好きみたいだぜ？　それに柴田先生って俺たちが見たってすごく綺麗な人じゃないか。まあ、江森が好きなら仕方がないって……」

「俺が言いたいのは、そういうことじゃなくって、もう仕方ないってのはあるよ。ただ、ゲイって会社に知られたら大変だと思うんだ」

　急に加藤はしんみりした口調になる。

「ゲイってだけで首になる時代じゃない、だけどまだ偏見がなくなったわけじゃない」

　加藤の言葉は正論だった。

「あいつは人がいいから面倒なことばかり押し付けられる。その上、ゲイなんて判ったら、出世は望めないまま、こき使われるだけになっちゃうんじゃないかってことだ。天職どころの騒ぎじゃないぞ」

　心配事を吐き出してやっと少し落ち着き、加藤は焼き鳥の串を手にした。

「はあー、やれやれ、江森の奴、俺たちがこんなに心配してるなんて想像もしてないだろうな……なんつーか、お気楽だよな」

　佐々木は笑みを浮かべる。江森がいっとき柴田のことで深く悩んでいたのは知っている。家に呼んで悩みの相談に乗ったこともあった。

「いや、あいつはそれなりによく考えているよ。いつも明るくて、お気楽に見えるかもしれないけどね。中学の時に親父さんを亡くしてるけど、そういったことを全然表に見せないだろう？」

　聞いていた渡辺は再び身体を固くする。

　自分の手を握って言った江森の言葉が渡辺の頭に蘇った。

「僕も親父が危篤って言われたときは泣きそうだったよ」

（先輩……）

　佐々木の言葉は続く。

「多分、周りを心配させないようにというくせがついてるんじゃいかな？　ＭＲを天職ってのは、あいつの本当の気持ちだと思うよ」

　さすが、心理療法士の妻を持つ佐々木の慧眼である。

　加藤も納得してうなずいた。

「まあ、江森のことはこのへんで終りにしようぜ。それより……」

　そこまで聞いて渡辺はそっと離れた。

　頭の中には今聞いた言葉が　ぐるぐると駆けめぐっている。

（先輩は……あの医者と……）

　友達と言っていたのは嘘だったのだ……。しかしそれよりも問題なのは……。

（あんなのと付き合っていたら先輩は……だから……ＭＲを……）
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　日曜日の朝、江森と柴田が寮に乗り付けると、すでに渡辺は玄関前に立っていた。アースブラウンの革のジャンパーにチノパン、スニーカーというラフな格好だ。

「渡辺君、お待たせ！」

　明るい声で江森は運転席から降りる。柴田も続いて助手席の扉を開けて外に出た。

「どーも」

　柴田は半身になって渡辺に挨拶する。

　渡辺はちらりと柴田を横目で見ると「どうも」と答える。

　そのまま視線を合わさずすぐにリヤシートに乗り込んだ。

「え……」

　なにやら緊迫した空気を感じたが、江森は運転席に戻り、車を発進させた。

　目的地は秋川渓谷である。調布インターから中央高速に乗ると、三十分ほどで八王子に着いた。

　車の中でも渡辺はほとんど話さない。当たり前のことだが、柴田も口数が少なく、車内は妙な沈黙に包まれた。

　仕方なくＦＭ放送を流しながら江森は運転を続けた。滝山街道を秋川市へと向かう。

　行きつけの釣り場は観光スポットの秋川ではなくその支流で、地元の人間しか知らない穴場なのだ。

　数日前に大雨が降ったので、支流といえども水量はかなり多い。

「ここだよ！」

　江森は川原までミラージュを乗り入れる。ちょうど岩場から少し川幅が広くなったところだ。バーベキューのかまどを作るのにちょうど良さそうな石がゴロゴロしている。

　ハッチバックを開けて釣り道具を取り出すと、江森は「はい、柴田先生」と棹を差し出す。

「あ、俺、いい。どーせすぐ飽きちゃうし」

　短気の自分に釣りは向かないとの自覚はある。

　断ると、横からふいに手が伸びた。

「先輩、ボク、やりたいです」

「え？」

　驚いたが江森は渡辺に棹を手渡した。

「教えてください、先輩」

　渡辺は柴田を押し退けて受け取ると、にっこりと江森に笑いかける。

　渡辺は江森に「先、行っててください、ボク、クーラー持ってきますから」と呼びかける。

　江森も何の疑問も持たずに「うん」と答えた。

「じゃあ、いいとこ、見つけとくから。君って初心者だっけ？」

「ちょっとだけ、親父と一緒にやったことあります。海釣りですけどね、渓流は初めてだなあ」

「そうだね、家は館山だものね。あそこもいいところだよねー」

「親父が治ったらまた行きたいですよ、そうだ、江森先輩も一緒に」

　釣り仲間を発見したと江森は嬉しくなった。いそいそと岩場へと歩き出す。

　江森を見送り、ふいに渡辺は柴田を振り返った。

「石でも拾ってかまどでも作ってたら？」

「ええ？」

　友達言葉と言うより険のある言い方に再び柴田は首を捻る。

「どうせ暇なんでしょ？　それともプライベートでも医者って威張ってんの？」

　ふんと鼻を鳴らす。

「まあ、どうせＭＲは使い走りですけどね。それにしてもずっと運転もさせて。先輩だって行きも帰りもじゃ疲れるからってボクを連れてきたんですから」

　言い捨てると渡辺は江森のあとを追いかける。

「そ、そんなつもりは……」

　取り残されて柴田は呆然と立ち尽くす。

　しかし一瞬ののち、「それもそうかな」という気がしてくる。

「だよな……暇だし」

　多分何もすることがないだろうと論文を持ってきていた。抄読会で発表する予定の論文で、川原に寝っ転がって読むのもいいかな、と思ったのだ。

　言いつけられたのなら別にかまどぐらい作ってもいいかも知れない。とは言え、バーベキューの経験はなく、当然かまどを作るなどやったことはない。

「かまど……石を拾って作るんだよな」

　ぼんやりと周りを見回す。

　当たり前だがあたりは石ころだらけである。

「そっか」

　石ころを拾うぐらいなら自分にも出来るかも知れない。

「どのぐらいの大きさがいいのかな……」

　バーベキューをやったことがないのだから想像もつかない。

「俺って、ホント、なにも出来ないんだな……」

　幾つか石を拾って見ていると、柴田は暗くなってきた。

　以前釣りに来たときも、江森が針に餌をつけるのから何から、すべてやってくれたっけ。

「俺ってなんでも江森にやらせてるよな、そう言えば」

　運転は免許を持っていないからしょうがないけど……。

　医者だからやらせてるんじゃなくて、なにも出来ないからやらせてるのだ。だって、同じ医者でも、一時自分の下についていた研修医の坂口はなんでも出来る。

「坂口は小さい頃、ボーイスカウトに入ってたっから、色んなこと、知ってるし。料理も出来るし、運転も出来るし、テニスも出来る」

　久しぶりに浴びせられた謂われのない悪意に、すっかりいじめられていた頃の心境に戻っている。

　もう一個石を拾うとその下からダンゴムシがわらわらと這い出てきて、周りに散らばる。焦って丸くなる奴もいて、柴田はしゃがみ込んだままじっと目で追った。






　釣り場を決めると江森は遠くへとキャスティングをする。隣に立っている渡辺に目を注いだ。

　渡辺は手慣れた様子で棹を上げ下げして、水深を確かめている。

「今日は水が濁ってるから、あんまり成果は望めないね」

「そうなんですか」

　渡辺はがっかりした様子で答えると、江森を見上げる。

　きらりと銀色の鱗が素面に光った。

「引いてる！」

　江森の言葉に慌てて渡辺は棹を上げる。

「あっ、惜しい！　早すぎるよ、合わせるのが！」

　江森が明るい声で叫ぶ。

「餌、盗られたかい？」

「ですねー」

　針を手繰ると、江森はしゃがみ込んで餌箱を開ける。アカムシを一匹取り出すと頭をもぎ取る。バタバタ暴れている胴体に器用に針を通した。

「うーん、先輩、そんなこと、よく出来ますねー。海釣りだとたいていエビやすり餌なんですよ」

　渡辺の呆れ声に、江森は「だよね」と頭を掻いた。

「でも嬉しいなあ、釣り仲間が出来たから。なかなか釣りが好きって人はいなくってねー」

「いつでもおともします、先輩のためなら！」

　明るい会話が風に乗って柴田の元まで流れてくる。

（そんな……）

　居場所がない、と柴田は石ころを手にしたまま地面を見守った。

　小一時間ほども釣り糸を垂れ、結局成果は上がらないまま「場所を変えよう」と江森は棹を引き上げる。

「その前にお昼の用意をしておこうか」

　車を置いてある場所へと引き上げると、江森は柴田がしゃがみこんで地面を見ていることに気づいた。

「浩司さん」と出かけたのを呑み込み、「柴田先生、なに、してんです？」と訊ねる。

　すると柴田は暗い顔を上げた。

「あ……なんだ、もう戻ってきたのか？」

　石ころを地面に戻すと柴田は立ち上がる。

「ほら……バーベキュー用のかまどとか、作ろうと思って……」

　渡辺が軽蔑の色を滲ませた声を出す。

「ええっ、まだ出来てないんですか？　とっくに出来てると思ったのに」

　聞いていた江森は驚いて柴田を見た。

「渡辺君、柴田先生にそんなこと、頼んだのかい？　柴田先生はお医者さんなんだよ？」

　渡辺は構わずに江森を睨む。

「だってプライベートでしょう、職業は関係ないんじゃないですか？」

「それは違うよ、おまけに君は年下で……」

　柴田が暗い声で「いいんだって」と割って入った。

「俺、頼まれたんだし……できなかったことは事実だし」

　その場の雰囲気が悪くなることは耐えられない。柴田は必死で言い募る。

「いいんだって、それより早く作ろうぜ？」

「柴田先生がそう言うなら……」

　納得がいかなかったが、とりあえず江森は周りの大きな石をかき集め、Ｕ字型に置く。鉄板と網を上に載せると、中には買ってきた固形燃料を入れた。

　用意をしながらも心配になって柴田にちらちらと視線を注ぐ。渡辺に水を汲みに生かせ、その隙に傍へと寄った。

「浩司さん、どうかした？　何かあったの？」

「べ……別に。ただ……」

　柴田は眉を寄せて江森を見上げる。

「俺って、ホント、何にも出来ねーよな……お前の好きな釣りも付き合えないし……ほんとはもっと、釣りに行きたいんだろ？」

「ええーっ」

　付き合ってすぐの頃のネクラ思考が出ている、と江森は仰天した。こういった場合は大概、

「浩司さん、誰かになんか、ヤなこと言われたの？」

「ううん」

　柴田は視線を逸らす。柴田の反応を熟知している江森にはしかしピンと来た。

（やっぱ、そうなんだ！）

　だとしたら当然、言った相手は渡辺なのだ。該当する人物は他にはいない。

　こういった場合、柴田の目の前で叱責することは出来ない。柴田が落ち込むからだ。

（しょうがない、明日、会社でよく言って聞かせるしかない）

　だがそれにしても、柴田に厭味を言う理由が江森には判らなかった。

　バーベキューが始まると、渡辺は江森に仕事や釣りの話題を持ちかける。柴田は会話に入ることが出来ず、黙って肉を突いていた。

「柴田先生、ほら、もっと食べて」

　江森は心配して肉を取り皿に分ける。しかし食欲が出ずにやはりプラスティックのフォークで突付く。

　渡辺のほうは豪快に焼きそばを頬張っている。相変わらずの食欲だ。

（うーん……まさかこんなことになるとは……）

　渡辺を一緒に連れて来るのではなかったと江森は後悔した。

（それにしても、なぜ）

　俯いている柴田を横目で見ると、渡辺は「食うの、遅いな」と馬鹿にしたように言う。

「せっかくバーベキューなんですよ？　もっと豪快に食わなくっちゃ、やった意味、ないじゃないですか」

「ううっ」

　食べるのが遅く、給食係に散々厭味を言われたことが蘇り、柴田は固まった。

　そう、「片付けるのが遅れる」と言われ、途中で食べるのをやめてしまったっけ……。

「俺、もういいや」

　皿を地面に置いたので、江森はぎょっとして柴田の顔を覗き込んだ。

「浩司さん、いいんだよ、ゆっくり食べなよ！」

「いい、もう腹、いっぱいだし」

　江森は愕然として渡辺と柴田を交互に見た。

（そうか……そうだったんだ）

　今さらながらに悟る。

（浩司さんの傍に橋爪先生と相沢先生しかいなかったのって当たり前だったんだ……）

　どっちもとてつもなく優しくて人がいい。そういった人でないと柴田は付き合えないのだ。渡辺は天然発言で問題があるとは思うが、それでも特別に悪いわけではない。いわば、普通の男である。柴田に似ている、とまで思ったくらいだ。

　見た目は女の子のように可愛く、自分にはなついている渡辺だが、所詮は普通の男だったのだと江森は悟った。

（普通の男でも充分悪いんだ）

　朝比奈や坂口は医学の世界での付き合いだからなんとかなるのだろうが、こういった完全にプライベートな世界に普通の男が踏み込んできたことは初めてなのに違いなかった。

（僕が悪かったんだ……まだ浩司さんの性格、完全に把握してなかったんだな……）

　楽しいはずのバーベキューなのに雰囲気は最悪だ。

　早々に引き上げようと江森は決める。

　並べた石を崩すと、江森は上から水をかける。さらに焼け残った燃料を土に埋めることにした。

「じゃあ、僕、土に埋めるから」

　柴田は鉄板と網を持ち上げる。

「俺、洗ってくるよ」

　午後になって川原で遊ぶ人影も目立つようになってきている。

　釣り糸を垂れている人もいて、柴田は邪魔をしないよう、離れたところへいって洗うことにした。すると渡辺がついてくるのに気がついて首を縮める。

（な、なんか……やだな）

　江森の目をかいくぐってぶつけられる悪意には戸惑いっぱなしだった。

　寄ってくる渡辺をチラチラと振り返る。気がつかないふりをして川原にしゃがむと鉄板を擦り始めた。

「あのさ、最初に砂で落とすんだよ。そんなことも知らないの？　水が汚れるでしょうに」

　呆れたという声が降ってきて、また柴田は首を縮めた。

「そ、そうか……」

「まったくもう、あんたってホント、どうなってんだよ」

　渡辺は傍に立って柴田を見下ろした。

「ボクが言わなきゃ、後かたづけだって先輩に任せるつもりだったんでしょ？」

　そんなつもりは、と柴田は口の中で呟いたが、

（でも、家でも全部やってもらってるか……）

　洗濯も掃除も……。食器も洗ってもらってる。そりゃ、料理することは少ないからしょっちゅうじゃないけど……。

　言い返せないでいる柴田に渡辺はきつい声で続ける。

「だいたい先輩はあんたのせいで転職しなくちゃならないんだ！　みんなそう言ってる！」

「え……転職……」

「そうだよ、会社の中でいられなくなるからって、転職するって」

（そんなこと……）

　ありえないと否定しようとした瞬間、「水迫」と名乗った男の言葉が思い出された。

「よい条件を提示していますから」

　そう言っていた……。

（やっぱりそうだったのか……）

　終身雇用制がいいと思っているわけではないし、転職は良くあることだ……。

（でも大事なことはなんでも話してくれてるのに……）

　それって、内緒だったのだろうか。あの封筒に入っていた書類の件は、結局江森の口から出ることはなかったのだ。それなのに後輩には話しているなんて……。

（俺より、渡辺のほうが信用できるってことなのか……）

　呆然として渡辺を見上げた。渡辺は険悪な顔で睨んでいる。

「あんたのせいだ。それってドクハラじゃないか」

「ドクハラ……」

「だってそうでしょう、なんでも自分の言う通りにして。権力を振り回してるんだ！」

（え……）

　そんなことない、と言おうとしたが、面談室でこちらを見ていた水迫の冷たい眼が蘇った。

（俺が……ドクハラ……）

　耐えられなくなってまた俯くと柴田は鉄板を洗い続ける。

（な、なんだよこいつ！）

　まるで言い返さない柴田に渡辺のほうが呆れた。

「暗いな、もう。なんとか言ったらどう」

　渡辺が声を荒げた瞬間、「渡辺君！」と江森の声が被さった。

「あ、先輩」

　江森は渡辺の肩を掴み、自分の方を向かせる。

「どうも変だと思ったんだ……渡辺君、どういうことだい？」

「だって、そうでしょう」

　怒った顔の江森にめげず、渡辺は続ける。

「ボク、聞いたんですよ、先輩が……転職するって。佐々木さんが聞いたって。加藤さんも言ってました。こいつのせいで会社の中で先輩の立場がなくなるって」

　耳にした会話はほとんど正確な意味を成さず、渡辺の思考は暴走する。

「そんなこと、言ってないよ。それにどうして柴田先生が関係するんだ」

「そうなんでしょう？　みんな、そう言ってました！　江森先輩が、こいつと付き合ってるせいだって」

　渡辺は逆に江森の腕を掴む。真っ赤な顔になって続けた。

「先輩、辞めないでください！　ボクを置いていかないでください！」

　柴田も思わず顔を上げた。

「さ、五月……俺……」

　目の前には江森にすがりついている渡辺がいた。

「先輩、こんな奴と付き合うのはやめてください！」

　終いまで聞いていられず、柴田はきびすを返す。この場から少しでもいいから離れたい。

「浩司さん、ちょっと待って！」

　慌てて江森は渡辺の手をもぎ放した。

「先輩、ボクの話を聞いてください！」

「それどころじゃないって！」

　江森は渡辺と揉み合いながら柴田のあとを追う。

「浩司さん、とにかく……」

　言いかけた瞬間、悲鳴と水音が上がった。

　三人が振り向くと、向こう岸の岩場で棹を持った中学生ぐらいの男の子が川面を指差している。

　川の中には小さな男の子が手足をばたつかせていた。

「助けて！　弟が！　泳げないんだ！」

　水量の増えた川はかなり深そうだ。

　渡辺がすぐさま川へ向かう。

　ライフセイバーの資格も持つ柴田は焦って渡辺の腕を捕らえた。技量のない人間が闇雲に助けに行っても二次災害を招くだけなのだ。

「危ないから素人は行くな！」

　渡辺はむっとした顔になる。「ボクは館山出身ですよ」と柴田を突き飛ばし、バシャバシャと水に入った。

　柴田は江森を振り返り、「車から綱をもってこい」と指示する。

「それを持って下流へ先回りしろ、俺は中へ入るから！」

　返事も待たず、柴田はジャケットと靴を脱ぐ。渡辺のあとを追って川へと入った。

「うん、判った！」

　釣りへ行く時には必ず長いビニールロープをトランクに積んでいる。これは「事故があったら必ず役に立つ」との柴田の発案によるものだった。江森は車のトランクからロープの束を肩に担ぐと、川原を走り出した。

　川に入った柴田のほうは抜き手を切って泳ぎだす。

　遠くに渡辺が子供を抱えて流されていく様が見えた。

　子供は暴れているようで、渡辺は子供を岸辺へと押しやる。

　体重の軽い子供はそのまま岸近くまで勢いよく流れていく。岩場で待ち受けていた誰か知らない男の人が引き寄せたのが視界に入った。

（あっちは大丈夫だ）

　下流へと流れていく頭を本格的に追った。ようやく追いつくと渡辺は顔を完全に水につけている。呼吸はしていないようで柴田は焦った。腕を腰に回すと引き寄せ、顎を支えた。

　水を含んだ着衣と靴は重く、自分も水底へと引きずり込まれそうだ。

　着衣に空気を入れれば何とか浮力が少しはつくのだが、流れも速く、そんな余裕はない。

　右腕だけで水を掻き、左手で渡辺を抱える。

　首を巡らせ、江森の姿を探した。

「浩司さん！」

　必死で叫ぶ江森の声が届き、柴田はそちらへと首を向ける。

　ビニールロープが江森の手から離れて飛んできた。川面に浮いているロープの端へと柴田はなんとか水を掻く。渡辺を支えている左腕が千切れそうに痛み、自分も何度か水面から顔が沈んだ。

　もう駄目かも、と思ったとき、右手にロープが絡んだ。

　ロープが手繰られ、かえって左手にずしりと重みがかかる。腕が抜けそうになって柴田は歯を食いしばった。

「浩司さん！」

　大きな手が腕を掴み、次の瞬間、岩場に引きずり上げられていた。

「浩司さん、大丈夫！」

　江森の胸を押しやって、柴田はよろよろと渡辺の身体に覆い被さる。

　仰向けにすると下顎に手をかけ、口を大きく開く。自分の口を押し付けて息を吹き込んだ。

　二度、三度と吹き込むとゴボゴボと音がして、胸が大きく持ち上がる。

「良かった、自発が戻った！」

　傍で心配そうに見ている江森に「裏返して水を吐かせろ」と命じる。

「うん、判った！」

　うつ伏せにして江森は渡辺の胴に腕を回す。みぞおちを圧迫するとしばらくして渡辺は少しばかり水を吐き出した。

「良かった、そんなに飲んでいないようだ……水中毒になる心配はなさそうだ……」

　再び仰向けにすると柴田は渡辺の頬をピシャピシャと張る。

「ううう……」

　やがて渡辺は呻いて瞼を僅かに開けた。柴田はほっとして離れると、近くの岩の上に仰向けに寝そべった。

　子供が落ちてからまだ数分しか経っていないが、まるで何時間も水の中で格闘したような気分だ。

　気がつくと左腕は抜けるように痛む。それだけでなく、動かせないことに柴田は気づいた。

「ボク、助かったんですね……」

　言い終わると渡辺は激しく咳き込んだ。江森はやれやれと渡辺を抱え起し、背中を叩いてやった。

「五月……」

　弱々しい柴田の声に江森ははっと振り返る。

「どうしたの、浩司さん！」

　柴田は垂れ下がった左腕を右腕で抱えた。

「すまない、五月……Ｊ医大へ連れてってくれ、俺、肩の関節、抜けちゃったかもしれない」

「ええーっ！」

　仰天して江森は渡辺をほっぽり出すと、柴田の傍へ駆け寄った。

「うわっ、ホントだ、ブラブラだよっ」

　江森は力の入らない左腕を確かめ、青くなる。

　大学時代、運動部で習慣性の肩関節脱臼の友人がいた。しょっちゅう脱臼しては病院へ行って整復してもらっていたのだった。

　まだ咳き込んでいる渡辺に「あとについて来い」と言い渡すと、柴田を抱え上げた。
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　Ｊ医大の救急部には日曜日の午後というのにかなりの患者が診察を待っていた。

　十一月に入って急激に寒くなり、発熱と咳という風邪症状の人が多いようだ。

　内科の医師達は休む暇もなく診察に駆り出されていたが、整形外科の当直をしていた田野は珍しく病棟も重症がおらず、医局でＴＶを見ていた。

「田野先生、すいませーん、患者さんでーす」

　急患室から電話で呼ばれ、やれやれと逞しい身体をソファから起した。逆立っていたスポーツ刈りの短い髪を手で梳くと白衣を羽織る。

「なんだよ、交通事故か？」

「いいえ、脱臼です」

　だが急患室へ行って診察ベッドに横たわっている男を見ると田野は仰天した。

「なんだよ、柴田先生じゃないか！」

　しかも全身びしょぬれでがたがた震えている。さらに傍には見慣れた男が深刻な顔をしてひざまずいている。

（確か、どっかのＭＲだっけ？　柴田の友達なのか？）

　江森が柴田の手を握り締めているのには「はて？」と思ったが、

「まー、とにかく事情はあとで、Ｘ—Ｐを撮ろう」

　現像が出来たＸ線写真をシャーカステンに貼ると、田野は真っ青な顔でベッドに横たわっている柴田へと近づいた。

「柴田先生、左肩関節の亜脱臼だ。骨折もないから大丈夫だが整復しないといけない。ちょっと痛むが、ラボナールを静注するから安心しろ」

　柴田は瞼を開けて枕から田野を見上げる。

「ケタミンじゃなくて、ラボナールですか」

　どちらも麻酔薬なのだがケタミンのほうが骨格筋への作用が強いので、柴田は訊ねる。

「いや、ケタミンは涎よだれがバンバン出ちゃうからね、俺は好きじゃないなー」

　田野はカルテに記載しながら答える。

　ケタミンの副作用は流涎なのである。大量に流れ出てカニのようにブクブクと泡を吹く人もいて、田野はあまり好んでいなかった。

「ま、使いやすいから動物の麻酔にはよく使われるけどねー」

　脇で聞いていた江森が田野の傍に寄った。

「あの、習慣性の脱臼になっちゃったりしませんか？」

　田野は怪訝な顔になった。

「んな、一回ではならないよ。それになったら俺が手術してやるって」

「でもっ」

　さらに心配になって江森は食い下がる。

「関節のとこ、縫うんでしょう？」

　大学時代の友人も同じような手術を受けていたのだった。リハビリに苦労したと聞いていて、青い顔で詰問する。

「腕が動かしづらくなって、お医者さんが出来なくなっちゃうとかにはならないんですか？メスが握れなくなるとか、注射が射うてなくなるとかっ」

　田野はぷっと吹き出す。心配そうな顔のままの江森に「いやー、悪い悪い」と謝った。

「ごめんな、でも君って面白いこと思い付くねー」

「面白いことですか、それがっ」

　柴田を心配するがゆえ、と気がつき、田野は説明にかかる。

「あのさー、習慣性肩脱臼はよくある病気で、そんな難しい手術じゃないんだし、後遺症が残るようなことはないって。まあ槍投げで世界記録は作れなくなるかも知れないけどな」

「そ、そう言えば……確かに」

　ようやっとほっとして江森は引き下がる。

　やがて看護婦がラボナールを詰めたシリンジを持ってやって来た。

「じゃあ、君、外へ出ててよ」

　江森を友人と理解している田野はそう告げる。だが江森は「傍にいます」と答えた。

「いいのかい、柴田先生？」

　柴田は青い顔のまま頷く。

　やがてラボナールが効き始めると柴田は今まで痛みに強張らせていた表情を緩める。

　田野は処置ベッドの頭へつくと「じゃ、始めるよ」と声をかけた。

「Milch法でやるからな」

　片手で柴田の左手首を掴む。

「Hippocrates法ってのもあるんだがな、足で蹴ったりするんで、野蛮だから俺はやらないんだよ」

　心配そうに脇で見ている江森に説明する。

「ええっ、足で蹴る？」

　いや、と田野は笑って付け加える。

「ちょっと大げさだけどな、腋の下に足を当てて押すんだよー」

　そう言う間にも田野は自然に柴田の左腕を頭の方へと引っ張っていく。もう片手を肩に押し当て、力を込めた。肩関節から前方に脱臼していた上腕骨が関節内に戻ったのを確かめる。

「よし、戻ったぞ」

「浩司さん、だいじょぶ？」

　江森は叫んで柴田に取りすがり、額の汗をハンカチで拭ってやる。

「おいおい、なんだか恋人が怪我したみたいだなー」

　田野はカルテを書きながら横目で窺った。

　しかし江森は聞く耳を持たないといった風で、麻酔のせいで意識を朦朧とさせている柴田に必死で語りかけている。

（まさかなー……）

　首を捻りつつもカルテを書くのに専念することにした。

「柴田先生、腕、動かしてみな？」

　やがて田野は柴田に指示を出す。

　恐る恐る柴田は左腕を動かしてみた。

「……動きます」

　今までだらりと垂れ下がっていた腕に力が戻り、なんとか上にあげることが出来る。

　ほっとして柴田は「ありがとうございます」と礼を言った。

「じゃあ、麻酔が完全に覚めるまで、ちょっと点滴室で休んでいなよ」

　田野に言われ、柴田は身体を起す。

「じゃあ、浩司さん、僕、薬を貰ってくるよ」

　江森は処方箋を持って救急室を出た。

　救急室の前のベンチに座っていた渡辺が「あの……」と立ち上がる。

　渡辺もさきほど内科の診察を受けていた。

「異常なし、帰ってよし」と言われたものの、さすがに柴田の治療が終わるまではと待っていたのである。

　江森は複雑な心境のまま、渡辺を見た。

「渡辺君、君はここからすぐ寮に帰ってくれ。僕は浩司さんについているから」

　とても渡辺の面倒までは見られなかった。冷静に考えれば、渡辺も溺れかけたのであるから親切にしてやりたかったが……。

　渡辺は身体を折り曲げると「すみませんでした」と謝る。しかし再び顔を上げ、江森を見詰める。

「先輩、辞めないでください！」

「ちょっと待ってくれ、何を勘違いしたか知らないけど、僕は会社を辞めるつもりなんてないから」

「本当なんですか、それ！」

　食い下がる渡辺に江森は溜め息をつくと救急室を振り返る。今はそれどころではない。

　びしょ濡れの服に目をやって、「風邪を引くからすぐに帰りなさい」と言い渡す。

「いいね？　そして明日は一日、休養するんだ。とにかく君だって大変だったんだから」

　何か言いたそうにしている渡辺に「頼むから」と念を押した。






　ベッドで寝ている柴田の顔が柔らかな表情なのを見て取って、江森はほっと溜息をついた。

　先ほど麻酔が切れてやっと帰るお許しが出たのだった。

　ラボナールは自白剤にも使われるだけあって、点滴室のベッドで寝ている間中、江森は冷や冷やし通しだった。田野が「江森君て親友なの？」と訊ねると、柴田はへらへらと「うん、一緒に住んでる」などと自分から喋りだすと言う状態だったのだ。

（寝たのかな？）

　そっと布団をかけたが、弾性包帯で固定された左肩には重みがかからないようにと気をつけた。寝室を出て行こうとしたとき、「五月」と呼ばれる。

「なに、浩司さん、痛いの？」

　急いで枕元に寄る。

「ううん、なんか飲みてー」

「じゃあ、ポカリかジュースがいいかな？」

　グラスを運んでくると、柴田は「よっこらしょ」と身体を起す。

「駄目だよ、寝てなって」

　身体を支えようとすると、柴田は頬を膨らませた。

「もう大丈夫だって、田野先生に整復してもらったし、痛くないから」

「でも……」

　ポカリを飲み干すと柴田は江森にグラスを返す。にっこりと微笑んだ。

「美味かった、ありがとう」

　その瞬間、腹の底からこみ上げてくるものがあり、江森は思わずぎゅっと柴田を抱き締めてしまった。

「な、なんだよ」

「なんだじゃないよ、もう……死ぬかと思ったんだ、僕……」

　ロープを握って走っているとき、何度も柴田の頭が水の下に沈むのを見た……。

　自分も飛び込みたかったが、そんなことをしてもかえって足手まといなのだと、必死で自分に言い聞かせた……。

「でも、浩司さんがもし死んじゃったら僕も死ぬよ！」

「バカなこと言うなって」

　笑いながら柴田は言ったが、江森は本気だった。

「僕がバーベキューなんて言わなければ、浩司さん、こんな目に会わなかったんだ……」

　涙声で言うと、江森は柴田の頭を胸に押し付けた。

「んなこと、ねーよ、それに今日、あそこにいなけりゃ、あの子、助かんなかったかもしんないし」

「そりゃそうだけど、別の人が助けたかもしれないじゃないか！」

　子供が助かったのは良かったけれど、なにも柴田でなくてもと江森は不満だった。

「ていうか、渡辺君が無茶をしなけりゃ……」

「んなこと、今さら言っても始まらないだろうーが」

「そうだね……」

　はーっと江森は溜め息をつく。

「じゃあ、やっぱ僕のせいだよ……渡辺君を連れていかなけりゃ……」

　エンドレスな会話に柴田はさすがに「やめろ」と江森を睨んだ。

「とにかくもう、お前のせいじゃないし、大丈夫だったんだから」

　もう一度言われ、江森はやっと納得する。

「それより……その、聞きたいんだ……」

　柴田は枕から江森を見上げる。

「あの渡辺って子が言っていた。お前、会社を辞めるのか？」

「は？」と江森はグラスにスポーツドリンクを注ぐ手を止める。

「転職するって言ったじゃないか。俺、実は……お前がいないとき、水迫って人からもらった書類……封筒落っことして、見ちゃったんだ……黙ってたけど」

「ええ？　あの書類？」

　うん、と柴田はうなずく。

「あれ、転職のための書類だろ？　それに……前、なんか言ってなかったか、転職したらどうするとかなんとか」

「ちょっと待って！　いつのことだよ、それ？」

「ほら……ベッドで……」

　グラスを柴田に渡すと、江森は真面目な顔になった。

「それは違うんだ。もし転勤したらどうするって言ったんだ。だって浩司さんを独りぼっちにして単身赴任になっちゃうでしょう」

　ええっ、と柴田は眼を見開く。

「転勤になるのか？」

「違うよ。ただ、水迫さんから転職を薦められたのは事実だ。そのとき、転勤がないから、って言われて、ちょっと心が動いたのも」

　それは、と柴田は目を伏せる。

「俺のためか？　じゃあ、やっぱドクハラか？」

　江森はきっぱりと「違う」と否定する。

「転職したら浩司さんとずっと一緒にいられるかも、って思ったのは本当だ。でもドクハラなんかじゃない」

　ドクハラではない、と少しほっとして柴田はまた顔を上げる。

「ていうか、恋人のことを考えるのって、普通じゃない？　浩司さんがお医者さんじゃなくたって、浩司さんのためになることを考えるよ」

「そっか……俺に内緒にしてるのかと……だって、最初に水迫ってのに会った夜も……なんか、俺に見られたの、まずそうにしてたし」

「ごめん」と江森は謝った。

「浩司さんが心配するといけないと思って、黙ってたんだけど、逆に心配させちゃったんだね」

　江森は微笑んで柴田の肩に手を掛けた。

「それに断るつもりだったから。ヒルズ族じゃないんだから、Ｍ＆Ａなんて僕のタイプじゃないよ。浩司さんの言った通り、利潤を追求するようなこと、僕には合わないし。やっぱり現場がいいもの。僕にとってＭＲは……」

　言いかけて江森は「そっか！」と大声を出す。

「あそこの懇親会場で佐々木さんに言ったんだ、僕にとってＭＲは天職だって。それを渡辺君に誤解されたんだー」

　やれやれ、と江森は首を振る。

「まったく渡辺って、とんでもない奴だよー。浩司さんに変なこと言うし。いくら可愛い後輩でもなー」

　柴田はちょっと困った顔になった。

（あれはどういう意味だったんだろう？）

「ボクを置いていかないで」

　なんとなくコクリのようにも思えたけど……。単に後輩が先輩を慕っていった言葉なのだろうか？

　それでも今は、そこまで考えていられない。

「そっか……」

　柴田は頭を枕に戻す。

「その……なんか、よかった……俺……お前、辞めないんだな」

　言いかけるのを「しっ」と江森は唇に指を当てる。

「とにかくもう、今日は休んで」

「……うん」

　江森は柴田の唇に自分の唇を重ねる。

　しばらくの間、口づけを味わうと江森はそっと柴田の頭を撫でる。

　眼を閉じて柴田はその温もりを感じていた。だが、ふと、ある思いが頭を過ぎる。

（でも辞めないってことは……）

　あの渡辺はずっと江森と一緒にいることになる……。

（同僚だからしょうがないけど……）

　それに自分を見る敵意に満ちた眼が気になる……それは柴田のせいで転職すると誤解しているからなのか、でなければ……。

　小さな不安を抱えたまま柴田の意識は融けていった。






　翌朝、柴田はだるくて身体が熱いことに気づいた。

　ベッドで天井を見上げるとなんだかぐるぐると廻っているような気がする。

「ええっ……」

　とても仕事などできそうにない。

　もっとも、昨日のうちに医局には電話を入れて、休むことは伝えてある。

「明日からは行けると思うけど……」

　包帯で固定された左肩を触れてみる。

　亜脱臼とは言え、最低二週間は固定しておかなければいけないのだ。

「まだ左でよかったなー」

　手術には入れないが、なんとか診察ぐらいは出来そうだった。

　スーツに着替えが終わった江森が寝室へ様子を見にやってくる。

　熱があると知ったら江森が心配すると、柴田は布団を頭から被った。

「だいじょぶ、浩司さん、僕、出かけるけど……なるべく早く帰ってくるから」

「へーきだって、早く行けよ」

　マンションの中が静まり返って、しばらくすると、今度は咳が出てきた。

（まずい……）

　どうも熱も肩の怪我からというより風邪から来たものらしかった。

「昨日、散々濡れちゃったしな……そのあと、すごく寒かったっけ」

　身体中が痛み出し、吐き気も起き始めた。

　ベッドの中で唸っていると、インターホンが鳴っていることに気づいた。

「うう……五月なのか？」

　何か忘れ物でもしたのかと、痛む身体を引きずってリビングへと出る。

　外ロックを外し、しばらくすると、ドアのチャイムが鳴る。

　正常な判断力がないまま、柴田はまた身体を引きずって玄関までなんとか辿り付いた。

「なんだよ……」

　ぶつぶつ呟きながら開けると、なんと目の前にスタジャンとジーンズ姿の渡辺が立っていた。

「ええ？」

　渡辺は頭を下げ、「すみませんっ」と言った。

「ボクのせいで……」

　だが言いかけた渡辺は眼を丸くして柴田を見る。

「どーしたんですかっ、真っ赤ですよ、顔が」

「……いや……ちょっと……風邪を」

「昨日のボクのせいですね！」

　渡辺は柴田の返事を待たずに靴を脱ぐと中に入る。

「熱があるんですね、ベッドに入ったほうがいいです」

　その通りかも、と柴田はおとなしく渡辺に従った。

「ボク、親父の看病で慣れてますから」

　渡辺は言い残すとベッドルームから出ていく。そのうちキッチンからなにやら音が聞こえ出した。

「な、なんなんだ……」

　しかし最早、頭を枕から上げることも出来なくなっていた。

　咳き込みながら眼を閉じていると、やがて冷たいものが額に押し当てられた。

「え……」

　瞼を開けると、渡辺が心配そうな顔で自分を窺っている。手にはタオルがあり、ベッド脇にしゃがんでそれで柴田の額を拭っているのだった。

「渡辺君……」

　言いかけてまた激しく咳き込んでしまう。

「ひどい咳ですね」

　すっくと立ち上がると、渡辺はまた姿を消した。マンションの中は再び静寂に包まれる。

「うーん……」

　何が起こるのか予想も出来ず、柴田は眼を閉じた。

　十五分ほども経っただろうか、目を覚ますとキッチンからいい匂いが流れてくる。

「なんだ？」

　渡辺がベッドルームの戸口にお盆をもって立っていた。スタジャンを脱いでいて、どこで見つけたのか、エプロンをかけている。。

「レモンと蜂蜜、それに生姜です。これが風邪には効くんですよ」

　湯飲みを口に押し当てられる。

「ちょ、ちょっと……」

「いいから飲んでください」

　口の中に広がった液体は温かく、ほんのりと甘酸っぱい。

「……美味い」

　飲み干すと柴田は渡辺の顔を思わず見てしまった。

「君、作ったの？」

　渡辺は「はい！」と元気よく返事をすると、今度はアイスノンを取り出して布団を捲った。

「三点クーリング、したほうがいいですよ」

　てきぱきとタオルに包んだアイスノンを首筋と腋下にあてがう。

　汗ばんだ身体には心地良く、柴田は再び眼を閉じた。

「どうですか？」

「うーんと……頭は痛くない、かな」

　渡辺は足元から救急箱を引っ張り出す。

「キッチンの戸棚にあったんだけど、飲んだほうがいいんじゃないですか？」

「でも……」

　何も食べてないし、と柴田は迷う。すると渡辺はすっくと立ち上がり、再びベッドルームから出て行く。

　十分ほども経って渡辺は湯気の立つお鍋を手に戻ってきた。

「お粥、作りました」

「ええっ」

　渡辺は淡々とお粥を茶碗によそうと柴田に手渡す。

「ボク、こういうこと、得意なんです。好きな人には尽くしたいってタイプかな」

　どう答えたらいいのか判らず、柴田は黙ってお粥を掻き込んだ。

　常備してあった鎮咳剤と解熱剤を服用すると、柴田は横になってまじまじと渡辺を眺めた。

「ありがとう、助かった」

　礼を言うと渡辺は「助けてもらったお礼です」と答える。

（ここで先輩に嫌われては絶対まずい）

　昨日江森は「会社を辞めるつもりはない」と言っていた。それが本当なら……。

　昨日の江森は真剣に柴田のことを心配していた。とりあえず、矛先は収めていたほうがいい。柴田を傷つけるのは逆効果だ。

（でもこれで借りは返した）

　決意を込めて目の前の男を見る。勝負はこれからなのだ。






「浩司さん、ごめん、遅くなって！　おなか、空いたでしょう？」

　手にコンビニの袋を下げて、江森がマンションの扉を開けたのは八時半、これでも他のＭＲに頼み込んでのことだ。たたきに柴田のものではない靴を発見し、「あれ？」と首を捻る。

「浩司さん、誰か来てるの？」

　リビングに入るとジーンズに白いＴシャツの渡辺がエプロンをかけてテーブルを拭いていた。まるで新婚さんの家庭のようだ、と江森は目を見張った。

「渡辺君！　なんでここに！」

　渡辺は雑巾を持ったまま、江森に近づく。

「柴田先生、風邪をひいてるみたいです。ボク、昨日のお詫びに来たら、熱を出してたので、今まで介抱してたんです」

「ええっ、熱を！」

　江森はベッドルームへとダッシュする。すると柴田はベッドの中で眠り込んでいる。水枕だけでなく腋下にもアイスノンが置かれ、きちんと三点クーリングがしてあったので、またしても目を見張った。

「大丈夫、浩司さん！」

　肩に手を掛けると、柴田は眼を擦りながら江森を見上げた。

「ん、あの、渡辺君が……」

「あ、そうか、ちょっと待ってて」

　慌てて江森はリビングへと戻る。しかし人影はなく、キッチンから物音がする。

「渡辺君？」

　キッチンへ行くと、そこはピカピカに磨かれていた。渡辺が膝を着いて冷蔵庫の扉を開け、江森が買ってきた清涼飲料水やら総菜やらを甲斐甲斐しく中に入れている。

「先輩、やっぱり男所帯ですねえ。冷蔵庫の中の賞味期限切れのは、捨てましたからね」

　江森は頭を掻きながら辺りを見回した。

「そうなんだ……浩司さんは家事能力ゼロだし、ボクもそれほど得意じゃないから」

「あと、洗濯機も回してありますからね。乾燥機に入れるぐらいはしてくださいね」

　渡辺はエプロンを外すとリビングへと戻っていく。

「ありがとう、今まで」

「いいんですよ、当然のことをしたまでです。それにボク、ほら、親父が入院してたとき、お袋と代わりばんこに看病してたんで、病人の世話、得意なんですよ」

「そっか、ほんとに世話になったね、それで三点クーリングもしてくれたんだー」

　江森は深々と頭を下げる。昨日の怒りは一気に解消へと向かった。

　スタジャンに腕を通しながら渡辺はキッチンのほうを見る。

「あ、そのときに家事一般もばっちり上達しましたから、いつでもお手伝いに来ますよ」

　にっこりして渡辺は上目遣いに江森を見た。

「先輩のためなら、いつでも来ますから」

　それは助かるかも、と江森は思った。なにしろ柴田は自分のことを構わない。常に見守りが必要なのだから……。それに女性に手伝いを頼むと柴田は心配するだろう……その点、渡辺なら男だから大丈夫だ……。

「うん、助かるよ」

　渡辺は江森をじっと見上げる。

「江森先輩、辞めないって本当ですか？」

「もちろんだよ、あれは君の誤解だ。だから柴田先生のせいでもなんでもない。これだけは言っておくよ」

　わかりました、と渡辺は素直に頭を下げる。きらきらと目を輝かせて江森を見た。

（先輩が辞めないなら……）

　まだまだ一緒の時間が取れる。今はそれだけでいい。

「先輩、また明日からお願いします！」

　渡辺を帰すと、江森は再びベッドルームへと走る。

「何か食べる？　風邪なら栄養をつけないと」

「あ、俺、食ったからいい」

　咳をこらえながら柴田は答える。

「渡辺君が掃除とか色々してくれて。飯も作ってくれた」

「そっかー、渡辺君、家事が本当に得意なんだなー」

　江森は救急箱をキッチンから運んでくると、体温計を取り出して「腋に入れて」と命じる。表示盤を見て目を見張った。

「まだ熱が高いなあ、寝ていてよ？」

　江森は救急箱から薬袋を取り出した。

「とにかく怪我と風邪を治すのが先だよ！」

　柴田は頷いてカプセルを掌に載せる。江森が運んできたポカリで飲み下し、渋い顔になった。

「この調子じゃ、明日も休まなくちゃいけないかな……仕事が詰まってるっていうのに」

「浩司さん、働き過ぎだからたまにはいい休息だよ」

　解熱剤が効いてきて、柴田は瞼をとろんと閉じる。

　枕元で江森は「ねえ、でも渡辺君って見直したよ」と柴田に話しかける。

「なんか、浩司さんのこと、嫌いなのかと思ったけど……自分も休んでいるのをわざわざ来て介抱してくれるなんて。台所もぴっかぴかになってたよ。今度、お礼に食事にでも招待しようか？」

「え……」

　それはなんとなくいやだ、と柴田は思った。

（でもそんなこと言ったら、恩知らずみたいかも……今日もうんと世話になったのに）

　そもそも命を救ったのは柴田なのだが、どうも天然のゆえですっかり頭から抜け落ちている。「うーん」と生返事をして毛布を頭から被った。

「明日からまた、同行だから、いろいろ教えてあげなくちゃね。そうだ、テニス部にも誘うよう、藤谷さんから言われてたっけ」

「ええっ、テニスも一緒か？」

　思わず柴田は毛布をはね除ける。

「うん、そうだよ」

　屈託ない江森の笑い顔を見ながら、柴田はまた胸が痛くなってきた。

「それより今度、テニスの試合があるから、浩司さん、応援に来てくれる？」

「あ、ああ」

「昨日、浩司さんにドクハラなんて言ったときは驚いたけど、誤解って判ったら、謝ったよ。なんか意地悪なこと言ってたのも、そのせいだったんだねえ。今度こそ、ちゃんと三人でバーベキューしようか」

　江森のほうは、散々な結果で終ったバーベキューを後悔しての発言だったのだが、柴田は愕然とした。

　もうあんなこと気まずい思いは二度とごめんだ……。

　でもそんなことを言ってはいけない……。

（五月がやりたいって言ってるんだから）

　そう、釣りもしたいに違いない……。渡辺は釣りも好きなようだ。江森と同じ趣味を持っている。自分は共通点があるのだろうか……ＰＣはお互いに好きだけれど……。

　枕から江森の笑顔を見上げ、柴田は頭の中で繰り返す。

（わたなべ……こうへい）

　じっと見る柴田に江森は笑って手を伸ばす。

「浩司さん、早く寝て風邪を治さなくちゃ。あ、肩もね」

　温かい大きな掌が頬を挟む。唇が近づいてきたので柴田は慌てて顔を背けた。

「キスは駄目！　風邪が伝染（うつ）るだろ！」

「だいじょぶだよ、僕、頑丈だし。それに昨日、寝る前にキスしたじゃないか。伝染ってるならもうとっくだよ」

　確かに、と柴田は思い、口づけを受け止める。熱い舌を絡め合っていると、再び渡辺の顔が浮かんでくる。

　信じている……この恋人を……信じたい……。眼の奥が痛くなってきて、柴田はぎゅっと瞼を閉じた。





ＥＮＤ　
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